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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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「……そうか」

　窓まど枠わくにくっきりと切り取られたかのような澄すみ切った青空。

　まばゆいばかりの光にあふれた空とは対照的に、どことなく夕暮れめいた薄うす闇やみに沈しずむ室内で吐はき出された一言があった。

「あの男の息むす子こがついにここへ来たか」

　光量はいささか不足していたものの、手間と金銭をかけて調ととのえられているのがわかる豪ごう奢しやな一室である。

　ふっくりと爪つま先さきの沈み込む毛足の長い絨じゆう毯たんに、年月によって磨みがき上げられた艶つややかな飴あめ色いろの調度類。壁かべ際ぎわでは木き彫ぼりに金で装そう飾しよくを施ほどこした人の身長ほどもある振ふり子時計が、規則正しい音をたてて時を刻んでいた。

「まさか堂々と試験を受けて、生徒として入ってくるとは思わなかったが……たいした根こん性じようの持ち主じゃないか。成績は合格点ぎりぎりだが。新入生の一人として入ってくれば、よけいな注目を集めることなく入り込めると考えたのだろうな」

　窓辺に鎮ちん座ざする大きな机の上に置かれた一枚の紙を、白い指先が取り上げる。

　苦く笑しようを含ふくんで呟つぶやく声は重じゆう厚こうかつ洗練された室内の印象にふさわしい、他者を従えさせるのに慣れきったものだった。

「まぁ、おかげで探し出す手間が省けた。どこまで知らされているかはわからんが、向こうの動きを見てから手を打っても遅おそくはあるまい」

「……なにも知らずに、乗り込んで来ている可能性もあり得ると？」

　肩かた越ごしに投げられた言葉に、部屋の隅すみで控ひかえていた人物が訝いぶかしげに声を投げ返す。

「確かにそのほうが、扱あつかいは楽そうですが……よけいな問題を引き起こさないことを願いたいものです」

「問題の一つや二つ、増えたところで今いま更さらだろう」

　くくっと喉のどを鳴らして、部屋の主あるじは手にした紙に視線を落とした。

「面めん倒どう事ごとを避さけたいのであれば、最初からこんな所になどいやしない。厄やつ介かい事ごとや問題が群れをなして押し寄せてくるのが目に見えているのだからな」

「……いやに楽しそうに見えるのは気のせいでしょうか？」

「そこまで酔すい狂きような趣しゆ味みは持ち合わせていないぞ。ただ、ちょうど生徒として表に出ている時期だったことには感謝しているが……色々と動きやすい立場にあることにも」

　自然な自信をにじませた声で傲ごう然ぜんと言い放ち、その人物は窓の外へと視線を移す。

　窓から入る光を淡あわく弾はじくのは薄うすい紫むらさき色いろの双そう眸ぼう。夕暮れの空にかかる雲のような神秘的な色を宿した瞳ひとみを、わずかに細めて彼は笑う。

「〝真祖の血〟ですか……放ほうり出しても厄介事の種になるとはいえ、面倒なことですね」

　どこか諦てい観かんめいた響ひびきを帯びた声には答えずに、部屋の主は手にしていた紙をひらりと机の上に戻もどした。

　紙の上に記されているのは、〝学園〟への入学許可を求める定型文と入学希望者の名前。

『リカード・レナン・セグリース』

　合格の判の押された書類に記された文字が、窓からの光に白く照らされる紙の上に鮮あざやかに浮うかび上がっていた。
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　森を抜ぬけたところで眼下に広がった光景に、リカードは言葉もなく見入った。

　夏から秋へと色を変えつつある山の懐ふところに抱いだかれた小さな盆ぼん地ち。そこには綺き麗れいに整備された畑や牧草地が広がり、隙すき間まを縫ぬうように伸のびる道の所々に小さな民家が固まって建っているのがうかがえる。

　細い道は盆地の真ん中あたりで石いし畳だたみに覆おおわれた広い道路と交わり、ゆるやかに蛇だ行こうしながら伸びていった道路の先にはいくつもの大きな建物が並んでいる。等とう間かん隔かくに植えられた街路樹の向こうに見える建物は、どれもが石造りの立派なものばかりだった。

「ここが……」

　呟いて、リカードは足早に進んでいた足を止める。

　徒歩で山を越こえてきた足の疲つかれも、肩かたにずっしりと食い込む荷物の重さも今はほとんど感じなかった。

　ここまで来たという感かん慨がいと興奮に、押し出されるように言葉が口をついて出る。

「世界最高の学まなび舎やと名高い学園都市──ウェスペルか」

　感じ入ったような声とは裏腹に、盆地を見下ろすリカードの顔には隠かくしきれない緊きん張ちようの色がにじんでいた。

　学園都市ウェスペル──またの名を『黄昏たそがれの学舎』。

　クラウベルグ聖王国の西の国境ぎりぎりに位置する小都市にして、三百年以上の歴史を持つ教育・研究機関の名である。

　日夜続けられる研究から生み出される新たな技術は、作物の改良や様々な工業製品の普ふ及きゆうなどという形で人類の発展に大きく寄き与よしている。聖王国内に位置していながらも、国の掣せい肘ちゆうを受けることなく運営を続けていられるのはその業績の大きさゆえだった。

　入学を認められるのは、試験によって一定の学力を認められた十五歳以上の男女。

　もとは勉学に必要な最低限の学力の有う無むを確かめる程度の試験だったが、受験者の数が増加するにつれて、難関と化していくのはある意味当然のなりゆきだった。

「正直、よく受かったもんだよな……」

　一度止めた足をゆっくりと踏ふみ出しながら、リカードは口の中で呟いた。

　くっきりとした意志の強そうな眉まゆの下に輝かがやく水色の瞳に、一文字に結ばれた唇くちびる。とりたてて目立つ容姿ではないが、短く切り揃そろえられた暗紅色ダークローズの髪かみと十五という年ねん齢れいの割には幼さの残る顔に浮かぶ凜りん然ぜんとした表情が人目を引く。

　表情がややげんなりしているのは、ここ一年続いた勉強漬づけの毎日を思い出したためだ。

（本当に悪夢のような一年だった……あれで合格できなかったら、もう一度挑ちよう戦せんしようなんて気になれたかどうか。あの試験一回で、一生分の脳のう味み噌そと運を残らず使い果たしたような気がするぞ）

　自じ慢まんにもならないが、頭よりも身体からだを動かすほうがはるかに得意なクチである。

　教会の学校で最低限の読み書き計算は教わったが、世界でも最高の難易度を誇ほこるウェスペルの入学試験に挑いどむにはとうてい足りるものではなかった。親切な教会の教父に一年間みっちり勉強を教えてもらって、どうにか運が良ければ受かる程度の学力を身につけたのである。

（とはいえ、かなり奇き跡せきに近かったけど……いやいや、一年付き合ってくれた教父さんのためにも実力と考えないと！　あれだけ苦労させて、運だけで受かりましたなんて言ったら申し訳ないだろ！）

　勉強が苦手な自分のために、睡すい眠みん時じ間かんを削けずって難解な学術書をわかりやすくまとめてくれた老教父の顔を思い出し、リカードはぶんぶんと首を強く横に振る。

　そのせいでお迎むかえが多少早まってしまったかもしれない老教父の努力を、『奇跡』の一言で片付けてしまってはバチが当たる。

（それに……試験に受かっただけで喜んでなんかいられない。問題はこれからなんだからな）

　リカードは自分の腰こしに下げた剣けんを、鋭するどい眼まな差ざしでちらりと見下ろした。

　使い込まれた古い長剣は、一年前にこの世を去った父親が愛用していたものだ。旅先で命を落とした父親の遺体と共に戻ってきた大切な遺品でもあった。

　滑すべり止めの革かわの巻かれた剣の柄つかを、リカードはそっと確かめるように握にぎり締しめる。

　軽く吸った息をゆっくりと吐はき出して、再び眼下の光景に目をやったリカードの顔に浮かぶのは決意の色だった。

「父さんは生前、ウェスペルのことを調べていた……誰だれかに頼たのまれたからではなくて、自分の意志で」

　呟くリカードの額にかかる髪の毛を、山間を吹ふき抜けてくる涼りよう気きを含んだ風が踊おどらせる。

「それに、父さんが亡なくなる間ま際ぎわに残した遺ゆい言ごん──」

　父親の死を看み取とってくれた人物が、遺言としてリカードに伝えたのは『ウェスペルへ行け』という一言だった。

　当時はなにを意味しているのかわからなかったが、父親の遺品を整理している時に見つけたウェスペルについての調査資料がリカードの決断を促うながした。

　父親が生前、誰に頼まれるでもなく調査を進めていた学園都市ウェスペル。

　そこへ行けという父親の遺言は、あるいは自分に調査を続けてもらいたいという意思表示ではないのだろうか。資料には、学園都市と吸きゆう血けつ鬼きの関かかわりを疑う言葉がよく見慣れた父親の字で記されていたのだから。

（父さんがウェスペルの調査をしていたのも、おそらくそれが理由。だったら、俺は父さんの息むす子ことして──吸血鬼を狩かる役目を持つ退治師ハンターを目指す者として、父さんのやり残した仕事を引き継つぐ）

　ウェスペルへの進学に十分なだけの金銭を、父親が残してくれていたこともリカードの背を押した。

　童顔に不ふ釣つり合いな厳しさと鋭さを宿した瞳が、遠くにそびえる建物へと向けられる。

　リカードはきつく唇を引き結ぶと、ゆるやかな下り坂になった山道を泥どろまみれの長靴ブーツで足早に下りていった。







　リカードの父親のゲイルは、人間に害をなす吸血鬼を狩る退治師ハンターの中でも特に腕うで利ききの人物として知られていた。

　吸血鬼とは、はるかな昔から人類の天敵として恐おそれられている怪かい物ぶつの名称である。

　人間と変わらぬ姿形と知能を持ち、意思の疎そ通つうも可能だったが彼らは人間とは決して相あい容いれることのできない存在だった。

　なぜなら彼らの食事が生きている人間の血液──生き血であったからだ。

　人間をはるかに凌りよう駕がする筋力と、心臓を貫つらぬかれない限り死ぬことのない不老の肉体。さらに長く生きた吸血鬼の中には、身体を霧きりに変化させたり使い魔まを意のままに操あやつるなどといった、特とく殊しゆ能力を持つ者さえいた。

　日の光の中では能力が大おお幅はばに減退するとはいえ、なんの力もない人間には彼らに対たい抗こうする術すべなどなく、吸血鬼の支配の下もとで人間は長らく奴ど隷れいか家か畜ちく同然の暮らしを続けてきた。

　吸血鬼による一方的な支配が終わりを告げたのは、およそ五百年前──細々と長らえていた人間の国家の王子レキークが、吸血鬼の中でも特に強大な力を持つ『凶きよう王おう』ヴェルフリードを倒たおしたことがきっかけだ。

　後に『暁ぎよう王おう』と呼ばれるレキークは、吸血鬼の弱点である人間の信しん仰こうの力のこもった武器で数多くの吸血鬼を滅ほろぼし、人間の版図を少しずつ広げていった。

　そうやって吸血鬼を排はい除じよした土地に生まれたのが、現在のクラウベルグ聖王国である。

　しかし、すべての吸血鬼が狩られ尽つくしたわけではなかった。今もなお王国の内外で、吸血鬼に人間が襲おそわれる事件が発生し続けている。

　年若くしてレキークが亡くなった後、彼の忠臣たちが作り上げた吸血鬼の討とう伐ばつを専門に行う武力組織──『暁ぎよう光こう騎き士し団だん』の活かつ躍やくがあっても被ひ害がいが絶えることはなかった。

　吸血鬼に血を吸われて死んだ人間は、時に新たな吸血鬼としてよみがえってくるのだ。

　増えた吸血鬼がさらなる犠ぎ牲せい者しやを生み出し、そこからまた新たな吸血鬼が誕生するという悪あく循じゆん環かん。騎士団の手だけでは、各地で絶え間なく起こる吸血鬼の被害に対処しきれなくなるのも無理からぬことだった。

　そんな中で生まれたのが、吸血鬼を狩る民間の職業──退治師ハンターである。

　吸血鬼に対抗するための武器を持ち、専門の訓練を積んだ騎士団には敵かなわないまでも年若い吸血鬼を撃げき退たいする程度のことは彼らにも可能だった。騎士団には吸血鬼から人類を守る盾たてたる自負があったが、手が回りきらないのも事実であり彼らの活動を黙もく認にんせざるを得なかった。

（……だけど父さんは、誰にも負けない実力を持つ退治師だった。本当なら、騎士団に助けを求めるような強い吸血鬼を一人で倒せるくらいに）

　父親のことを誇らしく思うリカードだったが、同時にそれは苦い記き憶おくに直結していた。

　強力な吸血鬼に一人で立ち向かっていった結果、ゲイルは相打ちという形で命を落としたのである。

　物言わぬ骸むくろとなって戻もどってきた父親を思い出すと、リカードの胸は今でも痛くなる。

　あまり口数は多くないが、リカードにとっては優やさしく頼もしい父親だった。

　物心もつかないうちに病気で亡くなった母親の分まで、惜おしみない愛情を注いで育ててくれた。仕事で家を空けていることが多く、ほとんど隣りん家かに預けられて育ったリカードが寂さびしさを感じなかったのは父親に愛されているという実感があったゆえだ。

　父親を尊敬するリカードが、父親のしている退治師という仕事に憧あこがれを抱いだくのは当然のなりゆきだった。

　──ぼくも父さんと同じ退治師ハンターになる！　一いつ緒しよに悪い吸血鬼を退治するんだ！

　しかし、父親のゲイルはその時ばかりはなぜか、幼い息子の言葉に否定的な態度を見せた。

　──お前は、退治師にはならないほうがいい。

　決して大きな声ではなかったものの、きっぱりとした拒きよ絶ぜつの意思がこもる言葉にリカードは打ち据すえられた気がした。

　思わず泣き出してしまったのは、当時まだ五歳にもなっていなかったためだ。

　ゲイルは厳いかつい顔を情けなく歪ゆがめて、懸けん命めいにリカードを宥なだめようとしたが自分の口にした言葉を撤てつ回かいすることはなかった。

　もちろん、リカードも長ずるにつれてその仕事の危険性は理解していった。

　父親が自分を心配して止めようとしたことも──しかしリカードの中にある、退治師になりたいという思いは消えはしなかった。

　──誰かがやらなくてはならない、大切な仕事なんだ。

　ゲイルは頑がんとして認めようとはしなかったが、似た者親子とでも言うべきかリカードもまた粘ねばり強かった。

　渋しぶるゲイルに頼み込んで、剣けんの稽けい古こをつけてもらうようになったのは十歳の頃ころ。

　それまでも身を守ることができるように剣と初歩の格かく闘とう術は学んでいたのだが、リカードが求めたのは吸血鬼と戦えるだけの強さだった。ゲイルの厳しい稽古は、むしろリカードが音を上げるのを期待していたようだった。

　──お前は、退治師ハンターになってはいけない。

　だがリカードは決して弱音を吐かず、父親が家を空けている間も一人で稽古を続けた。リカードの意志の強さは、ゲイルにとっても計算外だったろう。

　それでも、ゲイルはリカードが退治師になることには頑として反対を続けた。

　家族を失うことを恐れる彼の気持ちを理解できるようになったのは、自分自身が父親を失ったあとのことだった。

　だからゲイルの部屋でウェスペルについて書かれたメモを見つけた時は、驚おどろいたのと同時に嬉うれしくもあった。父親が自分に託たくした『仕事』──口では反対していても、心の奥底では退治師になりたいという自分の願いを認めてくれていたのだと思った。

　ウェスペルへの入学を決断したリカードが、入学試験のあまりの難しさを知って後こう悔かいしそうになったのは後日のことだ。







「……それにしたって、授業のレベルちょっと高すぎるんじゃないのか？」

　無事に入学式を終えて、通常の授業が始まって三日目。

　机の上に突つっ伏ぷしたリカードの口からは、力ないため息と言葉とともに魂たましいまでもが吐はき出されかかっていた。

　リカードの周囲には、十数冊の分厚い本が積み上げられている。

　ウェスペルの中心部にある図書館。三階まで吹ふき抜ぬけになった本館の一角に置かれた自習用の机に向かい、リカードは授業で出された宿題と格闘している最中だった。

「基き礎そ科目でこれって……専門科目になったらどれだけ難しいこと教えられるんだよ？　数学だの物理学だの取る予定はないからいいけど……っていうか、語学専せん攻こうって希望出してるのにどうして農学だの工学だのの授業まで受けなきゃならないんだよ？」

　虚うつろな目つきでぶつぶつと呟つぶやくリカードの様子を見る限り、すでに敗色濃のう厚こうである。

　一応それなりの覚かく悟ごをしてはきていた。しかし、ウェスペルの授業のレベルの高さは、リカードの想像をはるかと言うのも可愛かわいらしいくらい超こえていたのだ。

　試験のために叩たたき込んだ付け焼き刃ばの知識では、授業を理解することさえ難しい。

（せっかく苦労して入学したのに、このままじゃ調査に取りかかるどころか成績不ふ振しんで退校になりかねないぞ……どこから調べたらいいのか、まだ目め処どさえ立っていないっていうのに。これじゃ父さんに顔向けできないだろ）

「そうでなくても、長期戦になりそうだってのに……」

　リカードは机に突っ伏したまま、周囲の生徒たちの様子を横目に眺ながめやる。

　放課後の図書館には、リカードと同じように自習用の机を使って勉強に励はげんでいる生徒や、本を探して歩き回っている生徒の姿が数多く見られる。

　共通して身を包んでいるのは、灰青色スレートブルーの上着に白いシャツと灰色のベスト。襟えり元もとに臙えん脂じ色いろのタイを締しめ、細かい格子柄グレンチエツクの濃のう灰かい色しよくのパンツをはいている。

　リカードが身につけているのと同じ、ウェスペルの男子用制服だった。

　女子はパンツがスカートに変わり、襟元のタイもリボンとなるが、数そのものが多くはないためほとんど姿は見られない。

（見た限り、平和そのものなんだよな。この学園が吸きゆう血けつ鬼きと関かかわりを持ってるなんて、とても信じられないくらい）

　まず考えられるのは、吸血鬼が学園内部に潜ひそんで生徒や教職員の血を啜すすっているという可能性である。

　しかしウェスペルは世界的にも有名な学まなび舎やで、通っている生徒の中には各国の貴族や商人の子し弟ていも含ふくまれる。これまでに一度でも吸血鬼の被ひ害がいらしきものが報告されていれば、世界中の耳じ目もくを集める大おお騒そう動どうとなっているに違ちがいない。

　あるいは暗示などをかけて被害が表おもて沙ざ汰たにならないようにしているのかもしれないが、吸血鬼に血を吸われた人間は生気がなくなるので一目でわかる。それに大たい抵ていの場合、吸血鬼は何度にもわたって吸血行こう為いをくり返して、狙ねらった相手を確実に死亡させる。

　被害を完全に隠かくしきることは、学園側に協力者でもいない限り難しいはずだった。

（ウェスペルの上層部に、吸血鬼に協力する人間がいたとしたら最悪だけどな。でも可能性は頭に置いておいたほうがいい……調べる時は十分用心しないと）

「……あの、君」

　机に突っ伏したまま動かないリカードに、控ひかえめな声がかけられたのはその時だった。

　考えに没ぼつ頭とうしていたリカードは一いつ瞬しゆん聞き逃のがしかけ、ぱちりと瞬まばたきしてから自分にかけられた声だと気づいて慌あわてて身を起こす。

「俺？」

　跳はね起きたリカードに、驚いた表情を見せたのは灰色の髪かみの少年だった。

　制服の襟えりに付けられた小さな校章は、リカードと同じ一年生であることを表す青銅製。

　そばかすの散った色白の顔は穏おだやかそうで、薄うす緑みどりの瞳ひとみに宿る知性がいかにも優等生といった印象を漂ただよわせていた。

「あ……もしかして、ここ使いたかったか？」

　少年の意図を察して、リカードは問いの声を投げやる。

　館内に用意されている自習用の机には限りがあるので、傍はた目めからは寝ねているようにしか見えないリカードに席を譲ゆずってくれと言いに来たのかと思ったのだ。

「悪い、寝ていたわけじゃなくて……これでも一応宿題やってる最中なんだ。あんまり難しくて、ちょっと挫くじけそうになってただけで」

「ああ、いや……」

　リカードの予想は外れ、少年は机の上に積み上げられている本のうちの一冊を指差し、遠えん慮りよがちに言った。

「その本、今使ってないならちょっと貸してもらえないかな？　僕も宿題をやりに来たんだけど、必要な資料が貸し出し中で残ってるのはその一冊だけなんだ」

「そうなのか？　あとで返してもらえるなら、別にかまわないけど……」
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　リカードが山の中から引き抜いた本を渡わたすと、少年は「ありがとう」と人好きのする笑え顔がおで答える。

　少し離はなれた席に向かっていく少年を、リカードは見るともなしに見送った。

　手元に視線を戻もどすと、リカードは机の上に広げられた教科書と宿題を書き写した問題用紙をため息混じりに見下ろす。

（資料が手元にあっても……問題が解けなきゃどっちみち意味はないもんな）

　とりあえず資料を貸し出した歴史学はあとに回すとして、残るは数学と地質学と物理学──見事にリカードの苦手科目ばかりである。

　頭を抱かかえながら、教科書と首っ引きで数式を解こうと試みること数十分。

「さっきはありがとう。使い終わったから返すよ……？」

　まるで歯の立たない問題を前に、再び燃え尽つきた灰のように崩くずれ落ちるリカードに、先さき程ほどの少年が本を手にして声をかけた。

　語ご尾びが疑問の色を宿して上がったのは、虚きよ脱だつしきったリカードの顔を見たためだ。

　リカードは力ない笑みを浮うかべて顔を上げると、差し出された本を操あやつり人形のようなぎこちない手つきで受け取った。

「役に立ったなら良かった……俺の手元にあっても意味なかったみたいだし」

「ど、どうしたの……目が虚ろだよ？」

「ははははは……」

　虚ろな目つきで笑うリカードから心持ち身を離した少年の目が、机の上に広げられた白紙の宿題に向けられる。

「……もしかして、問題解けなくて困ってる？」

「困ってるどころの騒さわぎじゃなくて、正直進しん退たい窮きわまってる。授業でなにを教えてるのかも理解できないくらいなんだ」

「うわぁ……」

　呆あきれたように呟いた少年が、微び苦く笑しようを浮かべて教科書の例題の一つを指差した。

「この問題は解ける？　前のページの公式を当てはめて解く問題なんだけど」

「ちょっと待ってくれ！　ええと、確かこれは……」

　リカードは酷こく使ししすぎて煙けむりを噴ふきそうな頭を気力で動かし、少年の指示通りに問題を解いていく。適確な助言のおかげか、難なん攻こう不ふ落らくの砦とりでのように見えていた問題がすらすらと解けていくのを見て、リカードは思わず目を丸くして声をあげた。

「──解けた!?」

　むしろ信じられないと言いたげな顔でリカードは声をあげ、思った以上に大きく周囲に響ひびき渡ったことで慌てて口を押さえた。

　身を縮めながらリカードは少年に視線を戻し、顔を綻ほころばせて礼を言った。

「ありがとな。一生かかっても解けないんじゃないかって思い始めてたところだぜ。俺はリカード・レナン・セグリース。同じ一年──だよな？」

「どういたしまして。僕はクライス・フォートン。確か、歴史学では一いつ緒しよの教室だったんじゃなかったかな」

「そ、そうなのか？　悪い、同じ授業取ってる奴やつの顔もろくに覚えてなくて……」

　リカードはばつが悪そうに頰ほおを搔かいたが、少年──クライスは首を横に振ふってみせた。

「覚えていなくても無理はないよ。授業ごとに教室の顔ぶれも変わるし、第一歴史学の授業はまだ一回しか受けてないんだから」

　ウェスペルではその学年ごとに全員が同じ授業を受けるのではなく、別々の教室で行われる複数の授業の中から、受けたいものを自由に選んで履り修しゆうするという形式である。

　一年生には履修を義務づけられた複数の基き礎そ科目があるが、時間をずらして週に何度も行われているため同学年でも顔を合わせない生徒は多い。

「けど、そっちは俺のこと覚えてるんだろ？」

「人の顔を覚えるのは、割と得意なほうなんだ──それに、君のその髪の色は目立つし」

　くすりと笑って額にかかる髪を示され、少し照れくさそうにしながらもリカードは納なつ得とくした表情となる。

「まぁ、確かに目立つよな。親父おやじ譲りだから仕方ないけど……あと、俺が覚えてないのは記き憶おく能力以前に、授業だけで精せい一いつ杯ぱいで他ほかの生徒の顔を見る余よ裕ゆうもなかったせいだ」

　少々情けない事実を告白し、リカードはクライスに向かって片手を差し出した。

「でも、ちゃんと今覚えたからな。次に授業で会った時は、こっちから声をかけるぜ──よろしくな、クライス」

「こちらこそよろしく、リカード」

　微笑ほほえみながらリカードの手を握にぎり、年季の入った剣けんダコの感かん触しよくにクライスはわずかに驚おどろいた表情をのぞかせる。

　だがクライスが言げん及きゆうするより早く、リカードは深刻な響きを漂わせた言葉を投げた。

「ところで……他の問題もできたら解き方を教えてもらえないか？　実は数学以外の宿題も、全然手つかずのままなんだ。全部とは言わないから、せめて得意な教科だけでも……問題を解く手がかりだけでもいい！　このままじゃ落第の危機だ！」

「え……？」

　目を丸くしたクライスだったが、すぐに苦笑をにじませた表情でうなずいた。

「いいよ。それくらいだったら……僕にとってもいい復習になりそうだし、入学早々落第したんじゃリカードがさすがに気の毒だし」

「本当か!?」

　思わず弾はずんだ声をあげるリカードに、クライスは慌あわてて声を抑おさえるよう身み振ぶりで示す。

　周囲から非難めいた視線が向けられているのに気づき、リカードは身体からだを縮こまらせてクライスに手を合わせてみせた。

「悪い……」

「じゃあ、どの教科から取りかかろうか？　歴史学は同じウェイド先生の授業だから、問題の内容も一緒だよね？　あとは物理学と……地質学？」

　小首を傾かしげるクライスの背後から、リカードには光が差しているように見えた。

　すがりつかんばかりの視線をクライスに向けたまま、リカードは教科書と宿題の問題用紙を次々と机の上に広げる。

　その勢いにクライスはやや鼻白んだような様子を見せたが、すぐに気を取り直してリカードの脇わきに立ったまま、丁てい寧ねいに問題の解説を始めた。







「ふう……これでなんとかなりそうだ。助かったよ、クライス」

　一時間ほど経たったあと、リカードは解答の書き込まれた問題用紙を前に達成感と疲つかれの入り混じった表情で深々と息を吐はいた。

「要領も摑つかめたし、残りは寮りように戻ってからやっても大だい丈じよう夫ぶだろう……たぶん、きっと」

　なげに付け加えられた一言にクライスが不安そうな表情をのぞかせ、リカードは慌ててごまかすような笑みを浮かべた。

「それより長い時間付き合わせて悪かったな。俺、物覚えが悪いから説明するのも大変だっただろ？　よく同室の奴らにも呆れられてるし……」

「そんなことはないよ」

　おっとりとした声と笑顔で、クライスは否定の言葉を返す。

「確かに、ウェスペルの入学試験に合格できたって割には、基本的なことも知らなくて驚いたけど……少し説明しただけで理解できるようになったんだから、物覚えが悪いとは間ま違ちがっても言えないと思うよ？」

「そりゃクライスの説明が上手うまかったからだって。あれだけわかりやすく教えられるって凄すごい才能だと思うぜ？　授業聞いてるよりもわかりやすかったくらいだし」

「大おお袈げ裟さだよ、それは……」

　クライスは顔を赤くして首を横に振り、リカードは笑いながら机の上に広げた教科書や問題用紙を片付けていく。

　束ねた紙と教科書を重ねてバンドで縛しばり、ペンとインクは紐ひものついた小こ袋ぶくろの中に入れる。

　荷物を小こ脇わきに抱かかえ、机の上に積み上げた本をもとの棚たなに戻もどしに行こうと立ち上がったところで──周囲の空気がざわりと波立った。

　空気の変化に気づいて、リカードは両手に本を抱えたまま動きを止める。

「……なんだ？」

　図書館内には先さき程ほどまでとは違ちがい、熱っぽい響きを帯びたひそやかな喧けん噪そうが満ちていた。

　場所柄がらもあって大きな声をあげる生徒はいないが、抑えきれない興味の色が声の奥底ににじんでいる。

　リカードは周囲の生徒たちの視線を追い、ようやく彼らの見ているものに気がついた。

　吹ふき抜ぬけになっている本館の二階三階部分──壁かべに沿ってぐるりと設置された歩ほ廊ろうに繫つながる階段を、一人の生徒が下りてくるのが目に入ったのだ。

　その姿を目にした瞬しゆん間かん、リカードも周囲の過か剰じようともいえる反応に納得がいった。

　歩みに合わせて揺ゆれるのは、金とも銀ともつかない灰金色アツシユブロンドの髪かみ。

　緩ゆるやかな曲線を描く髪は月の光を紡つむいだような神秘的な色合いで、作り物めいて見えるほど秀しゆう麗れいな容よう貌ぼうをさらに引き立てる。無造作に切られた髪は首筋を隠かくすくらいの長さがあったが、だらしない印象は受けなかった。

　目の前に存在すること自体が奇き跡せきのような、完かん璧ぺきに整いきった造作のためだろう。

　人の手によって作り出されたのではなく、自然の中で長い時間をかけて生み出された稀き少しような薔ば薇らを思わせる極ごく上じようの美び貌ぼう。すらりとした手足は少年期を抜け出す直前特有の、しなやかさと力強さが危あやうい均きん衡こうを保って同居している。

　年ねん齢れいはリカードとそう変わらないように見えたが、自然ににじみ出る気品と威い厳げんがはるかに年上のようにも感じさせた。

「……生徒会長」

「知っているのか、クライス？」

　ぽつりと洩もらした呟つぶやきを聞き留めて、リカードは問いの声と視線をクライスに投げる。

　リカードにしてみればごく自然な問いだったが、返ってきたのは信じられないと言いたげな驚きを含ふくんだ声だった。

「知ってるのかって……知らないわけがないじゃないか！　このウェスペルで一番の有名人だし、第一入学式の時に在校生代表として壇だん上じようで挨あい拶さつしていただろう!?」

「あ……いや、実はあの時寝ねてた」

　ばつの悪そうな表情で答えるリカードに、クライスは束つかの間呆ぼけたような表情を見せる。

　丸っこい目を限界まで見開いてから、がっくりと肩かたを落として深いため息を吐つきクライスは力の抜けた声で言った。

「君ってある意味大物かも……生徒会長、アルヴィン・ファエルニード先せん輩ぱいだよ。前年度末にまだ一年生だったにもかかわらず、全校生徒の八割近い支持を集めて生徒会長に就任した傑けつ物ぶつだ。単に優ゆう秀しゆうなだけじゃなくて、人望もないとそこまでの票は集まらないんだから」

　ついでに、という前置き付きでクライスが説明したところによると、生徒会というのは学園内において大きな権限を持つ、生徒を中心とする自治組織の名めい称しようである。

　生活・学業両面で生徒の支し援えんを行うのが目的で、役員は成績優秀者の中から指名されることによって選ばれる。指名を拒きよ否ひするのは可能だが、ウェスペルで生徒会役員を務めたという事実は優秀さの証あかしとなるため断る者はごく稀まれだ。

　生徒会長も同様で、役員として選ばれた者の中から自じ薦せん他た薦せん問わずに候補者が出され、全校生徒の投票で過半数以上の支持を集めた者が任命される。

「……そっか、単に顔がいいだけじゃないんだな」

　リカードの反応は他意のないものだったが、その声が聞こえたように階段を下りてきた生徒──アルヴィンの目がリカードへと向けられた。

　それなりの距きよ離りがあったが、思わず身じろぎするほど強さを持った視線だった。

　目が合ったのは一いつ瞬しゆんのことで、リカードは内心で胸を撫なで下ろす。しかしアルヴィンは一階まで下りてくると、迷いもなくリカードのもとへと足を向けた。

「……え？」

　最初は単に自分が進行方向にいるだけだと思ったものの、目の前でアルヴィンが足を止めるのを見てリカードはようやく考え違いを悟さとる。

「あの……？」

「ずいぶん間ま抜ぬけな顔をして見ていたじゃないか。リカード・レナン・セグリース」

　薄うす紫むらさき色いろの瞳ひとみにうっすらと笑えみを浮うかべ、まず発したのがこの一言だった。

　自分の名前を知っていたことに驚おどろくよりも前に、初対面──少なくともリカードにとっては確実に──の相手に対するとは思えない一言に、リカードの口がぽかんと開く。

「そんなに大口を開けると、ますます間抜けな顔に見えるぞ？　間抜け顔のコンクールを開いたら余よ裕ゆうで優勝が狙ねらえるほどだ。それともわざと狙っているのか？　だったら期待に応こたえて、学園内でコンクールを開かい催さいしてやってもいいが」

　もっともお前以外の応おう募ぼ者しやは皆かい無むだろうがな、と形のいい唇くちびるの端はしを吊つり上げてアルヴィンは告げる。

　活動停止していたリカードの思考が、ようやく動き出したのはその時だった。

　開きっ放しになっていた口を意志の力で閉じると、リカードはくすくすと笑っているアルヴィンを険のある目つきで睨にらみつけた。

「あのな……！」

「まぁ、それは冗じよう談だんだが。生徒一人を特別扱あつかいするわけにもいかないしな──それが入学式の最中、いびきをかいて爆ばく睡すいしているような強つわ者ものだったとしても」

「いっ、いびきなんかかいて……！」

　顔を真っ赤にしてリカードは反論したが、入学式の間の居い眠ねむりがばれていたことに気づいて後半の言葉が萎しぼむ。

　内心で冷や汗あせを流すリカードに、アルヴィンは顔を近づけて人の悪い笑みを浮かべた。

「そうだな。さすがにいびきをかいていたら、近くにいた教員が起こしただろう。それにしても、よくあれだけ熟じゆく睡すいできたものだ。あまりにも珍めずらしかったものだから、つい好こう奇き心しんに負けて名前を調べてしまったぞ」

「………」

　リカードは口を閉じたまま、居い心ごこ地ちの悪い思いで視線をさまよわせる。

　だが居眠りについては自分に非があるとしても、そこまで言いたい放題される覚えはないと思い、リカードは腹に力を込めて口を開こうとした。
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「ああ、居眠りについては別に責める気はない。退たい屈くつな話が続いて眠ねむたくなったんだろう──子供にはよくあることだ。問題があるとすれば、幼児並みの頭でも入学できてしまうくらい、ウェスペルの入学試験の質が低下しているという事実のほうだ」

　いつからウェスペルは託たく児じ所しよになってしまったんだろうな、とわざとらしくため息をついてみせるアルヴィンにリカードは憤ふん然ぜんと言葉を投げる。

「誰だれが幼児だ──！」

「年長者に対する礼れい儀ぎも知らんような奴やつは、幼児と言われても仕方あるまい？　そう言われるのが嫌いやなら、年相応の分別あるふるまいを見せてみることだな」

　華か麗れいなまでの笑顔で告げられた言葉に、リカードはあげかけた声を吞のみこむ。

　アルヴィン自身の言動はともかくとして、言っていること自体はぐうの音も出ないくらいの正論だった。

　言葉に詰つまったリカードを意地の悪い顔で見返して、アルヴィンは艶つややかな響ひびきを持つ声でさらに続けた。

「そもそも、私が誰かわかって話をしているのか？　入学式の挨拶の時は、ぐっすり寝ていたようだったが」

「アルヴィン・ファエルニード……生徒会長」

　不ふ機き嫌げんさを隠せない声と表情で、リカードは今しがた知ったばかりの名前を口にする。

　言こと葉ば遣づかいに迷ったため意図せず無ぶ愛あい想そうな口調となったが、アルヴィンは気にする様子もなく満足そうにうなずいてみせた。

　素す直なおな笑みは思った以上に人ひと懐なつっこく、知らずリカードの視線が引き寄せられる。

「思ったよりは阿あ呆ほうじゃなかったみたいだな。礼儀には難があるようだが……ウェスペルでは礼儀も大事な必修科目の一つだ。この機に徹てつ底てい的てきに学んでおくといい」

「……それはどうも」

　リカードの声の温度はさらに下がり、愛想のかけらも感じさせないものとなった。

　半眼になった目つきも相まって、もはや喧けん嘩かを売っているとしか思えない態度だったが、アルヴィンはむしろ面おも白しろがるように口元の笑みを深めた。

「生徒会長」

　アルヴィンが言葉を口にするよりも早く、声を投げ込んだのは彼の背後にひそやかに立っていた男子生徒である。

　癖くせのない栗くり色いろの髪かみを短く整え、知的な顔立ちに黒銀の縁ふちの眼鏡めがねをかけた若者だ。

　アルヴィンよりも拳こぶし一つ分ほど背が高いが、ほとんど存在が感じられなかったのは控ひかえめな態度のためだった。

「下級生をからかうのはほどほどにして、仕事に戻もどっていただけませんか？　これ以上は明日以降の予定にも差し障さわりがあるんですが」

「……口うるさい奴だな。少しばかりの自由時間も私には許されんのか」

「目を通していただく書類が生徒会室に山積していなければ、口出しもいたしませんが。気分転てん換かんの名目で何時間も校内を徘はい徊かいされては困ります」

　事務的な口調で淡たん々たんと告げる生徒に、アルヴィンは嫌そうに口元を曲げて目を逸そらす。

　リカードに視線を戻すと、一瞬だけちらりと笑みを浮かべてアルヴィンはやれやれと言いたげな仕草で背を向けた。

　そのまま歩み去っていくかと思われたが、足を踏ふみ出しかけたところで肩かた越ごしにリカードをふり返ってアルヴィンは言葉を投げた。

「運か実力かわからんが、ウェスペルの一員としてこの場にいることに変わりはない。せめてウェスペルの生徒を名乗って恥はずかしくないよう、勉学に励はげむことだな。まぁ、お前の場合は運の要素が多分に強そうだが──」

「……悪かったな、まぐれ入学で」

　リカードの発した言葉は、ぎりぎりで誰の耳にも届かずに口の中で消えた。

　嚙かみしめた歯の間から洩もれ出たような言葉に、アルヴィンだけが気づいたらしく目を細めてひらりと手を振ふってみせる。

（なんなんだ、いったい……？　入学式で居眠りしてたってことがそんなに気に入らなかったのかよ？）

　今度こそ歩み去っていくアルヴィンの背中を、リカードは忌いま々いましげに見送った。

　度量の小さい奴だな、あんなんで本当に生徒会長が務まるのかよ、とリカードは内心でぶちぶちと文句を洩らす。

（本当は顔だけで選ばれたんじゃないのか？　どれだけ優ゆう秀しゆうなのか知らないけど……）

　口をへの字に結んだまま顔を上げ、リカードはようやく周囲の生徒たちから向けられている視線に気がついた。

　訝いぶかしむとも羨うらやむともつかない、じっとりとした視線が彼を包囲している。

「リカード、君……？」

　クライスにも複雑そうな表情で話しかけられ、リカードは思わず頰ほおを引きつらせると慌あわてて本と荷物を抱かかえて逃にげるようにその場をあとにした。







　図書館の本を慌ただしく棚たなに戻し、息を切らしてリカードは裏口から建物の外へ出た。

　生徒たちの視線と声が、どこまでも追ってくるように感じられた。植え込みの間の細い道を通って大通りに出たあたりで、注目している人間がいないのを確かく認にんして息を吐はく。

「なんだって、こんな大おお騒さわぎになるんだか……」

　愚ぐ痴ちめいた呟つぶやきを洩らしながら、リカードは制服姿の生徒たちが目立つ通りを足早に歩いていった。

　向かう先は、ウェスペル生が寝ね起おきする学生寮りようの一つ──サイゼル寮だ。

　最も近くの街まででも、馬車で三日はかかるという立地のためウェスペルに入学した生徒は卒業までの四年間、もれなく寮生活を余よ儀ぎなくされる。

　家に帰ることができるのは夏冬の長期休きゆう暇かの間のみ──遠方の出身者に至ってはそれすらも望めず、卒業するまで一度も家に戻れない者も少なくはない。

　そのため、寮を中心とした生活区には生徒向けの雑貨屋や衣料品店、軽食や甘味などを提供する喫きつ茶さ店てんなどが並んでいる。ウェスペルでは敷しき地ちの大半を占しめる生産区のおかげで自給自足の体制が整っており、生徒と教職員すべての生活を余よ裕ゆうで支えることが可能だった。

「リカード！」

　やがて見えてきた建物の門もん扉ぴをくぐり、大きく扉とびらが開け放たれたままの正面玄げん関かんから中へ入ろうとした時、リカードの背中に声がかけられた。

「──ぬぐおっ!?」

　前まえ触ぶれもなく肩かた口ぐちにかかった重みに、思わず声をあげてリカードはたたらを踏む。

　かろうじて踏み止とどまれたのは、リカードが身体からだを鍛きたえていたことに加えて背中に飛びついた相手がかなりの軽量級であったためだった。

「ルイシ……っ!?　なんだよ、いきなり!!」

　首を捻ひねって怒ど鳴なり声をあげるリカードに、ルームメイトであるルイシはやや吊つり気味の黄緑色の目を猫ねこのように細めて笑う。

　リカードよりもゆうに頭一つ分背の低い、金茶色の髪をあちこち跳はね散らかした少年だ。

「聞いたよ～、図書館で生徒会長に話しかけられたんだって？　同じ学園の中にいても滅めつ多たに会えない人だってのに羨ましい！」

「どこからそれを……てか、情報早すぎだろ！」

　いくらルイシが平均的男子に比べて軽いとはいえ、肩口に腕うでを回して半ばぶら下がるような体勢でいられたのではたまらない。

　リカードはじたばたと暴れてルイシを振り落とそうとし、ルイシは振り子のように揺ゆれながらも笑いを消さずに言葉を続けた。

「噂うわさの背には翼つばさがある、ってね。とはいえ実のところ、僕も図書館にいて話を聞いたんだけどさ。赤毛の新入生が、生徒会長と仲良くお喋しやべりしてたって……僕の知る限り、リカード以上に見事な赤毛の一年生には心当たりがないからね」

「あれはお喋りなんてもんじゃなくて一方的に因いん縁ねんつけられただけだ！　ついてるのは翼じゃなくて尾おひれだ、尾ひれ！」

「ありゃ、そうなの？」

　首を傾かしげるルイシの腕から力が抜ぬけ、リカードはその機に彼の身体を振り落とす。

　ずるりと滑すべり落ちる形ながらも見事な着地を決め、ルイシは階段に向かって歩き出すリカードの背中を追った。

「入学式の間に俺が居い眠ねむりしてたのを向こうが覚えてて、そのことでネチネチ嫌いや味みを言われただけだよ！　第一お喋りもなにも、俺のほうはほとんどなにも話してないし！」

　ふり返りもせずにリカードは憤ふん然ぜんとした口調で声を投げ、ルイシはいかにも納なつ得とくいかないと言いたげに唇くちびるを尖とがらせる。

「でも、ずいぶん親しげな様子だったって聞いたよ？　名前まで覚えてもらってたって……」

「入学早々居眠りする奴やつが珍めずらしくて、わざわざ調べたんだとさ！　そんなことに費ついやす時間があるなら、もっと有効に活用しろっての！　……そりゃ入学式の間中、ほとんどぶっ通しで寝てたこっちにも非はあるけどよ」

　やや口調を弱めて最後に付け加え、リカードは階段を登り切ったところで四階にある自分の部屋へ向かう。

　部屋に鍵かぎなどはかかっておらず、取っ手を捻ればそれだけで扉が開く。

　一年生は原則的に四人部屋で、たっぷりとした広さのある部屋の四よ隅すみには仕切り幕の付いた寝しん台だいが設置されている。寝台の横には物入れのついた机が置かれ、その一角だけが一人一人の占せん有ゆうする空間となる。

　リカードの寝台は窓まど際ぎわにあり、机の上に荷物を置くとリカードは呆あきれたような顔でルイシに目をやった。

「それにしても、生徒会長と話したってだけのことがずいぶんな騒さわぎになるんだな。どれだけ優秀なのか知らないけど、そこまで特別扱あつかいされるようなもんか？」

「わかってないなぁ、リカード」

　嘆なげかわしげなため息を吐つき、ルイシは芝しば居いがかった仕草で指を一本立ててみせる。

「単に成績が優秀なだけで選ばれるほど、我がウェスペルの生徒会長選挙ってのは甘くはないんだよ？　頭脳の明めい晰せきさ、話術の巧たくみさ、なにより問答無用で人を引きつける人間的魅み力りよく──すべてにおいて候補者中で最も優すぐれていると見なされない限り、当選なんてあり得ないんだ」

「人間的魅力……ねぇ」

　リカードの声に皮肉めいた響ひびきが混ざったのは、自分に対するアルヴィンの態度を思い出したためだ。

「並み居る上級生の候補を押しのけて、圧あつ倒とう的てき得票数で生徒会長に選ばれたってのは伊だ達てじゃないよ！　それだけの能力と人望があることを、短い選挙期間で証明してみせたんだから──まぁ、あの容姿が得票数を伸のばす原因の一つになったのは否定しないけど」

　熱のこもった口調ながらも、最後にほんの少しばかり声を抑おさえて付け加えるルイシに、リカードはふっと鼻から息を抜くようにして笑う。

　軽けい薄はくと見せかけて妙みように冷静なところのある友人の性格が、リカードは嫌きらいではなかった。

　ルイシに背を向けたままリカードは手早く着き替がえ、麻あさのシャツとズボンという服装になる。

　木製のハンガーにかけた制服をベッドの奥の洋服掛かけに吊つるし、リカードは同様に私服に着替えたルイシと連れだって階下の食堂に下りていった。

　そこで待っていたのは、少なくない数の視線と矢や継つぎ早にかけられる言葉だった。

「よう、生徒会長に声かけられたんだって？」

「顔を見られるだけでもついてるのに、話までしてもらえるなんて運のいい奴め。ここ一年分くらいの幸運使い切ったんじゃないのか？」

「なにやって名前覚えてもらったんだよ？　この目立ちたがりめ……！」

　中には冗じよう談だん半分で頭や背中を叩く者までおり、リカードは腕を振ふり回してその手をはね除のけながら怒ど声せいを返す。

「だからどうしてこんなに広まってんだよ！　ウェスペルの生徒は暇ひま人じんばっかりなのか!?　噂に目のない井い戸ど端ばた会議のおばちゃんか、てめえら!?」

　午後もだいぶん回り、すでに闇日ノクス（午後六時以降）に入った食堂には夕食目当ての生徒が大勢詰つめかけている。

　リカードは次々にかけられる声に辟へき易えきしながら、木製の角盆トレイを持って厨ちゆう房ぼうに隣りん接せつする受け取り口へ向かった。そこには同じように角盆を手にした生徒たちが並び、小さな黒板に書かれた献こん立だてに熱い視線を注いでいる。

　今日の献立は、豚ぶた肉にくと豆のトマト煮に込こみに鱒ますの香こう草そう蒸むし、芋いもと玉たま葱ねぎのオムレツ。

　三点の主菜の中からいずれかを選び、パンと日ひ替がわりのスープ、食堂の中央に置かれた取り放題のサラダはおかわり自由となっている。

　周囲の生徒に負けない真しん剣けんな目つきで献立を睨にらみ、どれを選ぶか検討しているリカードに横合いから声がかけられた。

「生徒会長に告白されたって、リカード？」

「入学早々やるなぁ、色男。まぁ、俺は付き合う相手は女の子限定で願いたいけど。美人で気だてが良くて料理の上手うまい子だったら文句はないなぁ～」

　手に持った角盆トレイごとつんのめりかけてから、リカードはぎりぎりで体勢を立て直して声の主へと殺気立った目を向ける。

「誰だれが告白された!?　どこまでヒレの数増やしてんだよ噓うそ情報!!　ジェイスもあっさり信じてんじゃねえ！　イヴェールもお前の好みの話なんて別にどうだっていい！　というか俺だって男と付き合うのなんかお断りだ!!」

　残る二人のルームメイトに唾つばを飛ばしてリカードは喚わめき、二人はひとしきりリカードをからかうと料理の載のった角盆を手にテーブルに向かっていく。

　どっと疲つかれを感じながら、リカードが献立の書かれた黒板に視線を戻もどそうとした時だった。

「──キャアアアアァッ!!」

　食堂のすぐ外で響いたつんざくような悲鳴が、食堂に集まった生徒たち全員の身をびくりとすくませた。

「──なっ!?」

　心臓を摑つかまれた思いで動きを止めたのも一いつ瞬しゆん、反射的にリカードは声の聞こえた方向にある窓へと駆かけ寄った。

　それが契けい機きとなったように、他ほかの生徒たちも雪崩なだれを打って窓に殺さつ到とうする。

　食堂内を一瞬満たした痛いほどの静せい寂じやくは跡あと形かたもなく消し飛び、生徒たちの間から沸わき立った困こん惑わくや疑問の声に満たされる。

「なんだ、今の声は!?」

「女の声だったぞ!!　なにが起こって──!?」

　だが窓に飛びついた生徒たちが目にしたのは、夕ゆう闇やみに沈しずむ普ふ段だんとなに一つ変わることのない前庭の景色だった。

　窓を開けて周囲を見回しても、女性はおろか人の姿らしきものさえ見当たらない。

　ざわざわと落ち着かない話し声が広がる中、強く手を打って注目を集めたのは厨房の中から出てきた長身の男性だった。

「悪い！　騒がせちまったが、今のは追加の食材を届けに来たおばちゃんが裏で足を滑らせただけだ！　期き待たいに添そえなくて申し訳なかったな！」

　エプロンをかけた男性の言葉に、ほっとしたとも気が抜けたともつかない声が広がる。

　たくましい身体からだつきがエプロンに不似合いな男性は、よく日に焼けた顔ににやりと笑えみを浮うかべて手にした杓しやく子しを掲かかげた。

「じゃあ、順番待ちをしていた奴はさっさと列に戻ってくれ！　割り込みされても責任は持てねえぞ──ちなみに、一番人気のトマト煮込みは残りあと三食分だ！」

　空の角盆トレイを手にした生徒たちが、男性の言葉を聞いて慌あわてて受け取り口の前に並ぶ。

　リカードも素す早ばやくもとの位置に戻ろうとしたが、頭をよぎった疑問に気を取られたため一瞬出で遅おくれてしまった。

（今の声……厨房の裏手のほうからだったか？　それに、足を滑らせたくらいのことであんな悲鳴……？）

　周囲の生徒たちの表情を見る限り、リカードと同じ疑問を抱いだいた者はいないようだった。

　食堂の中にはすでにいつも通りの喧けん噪そうが戻り、先さき程ほどの一幕も単なる笑い話として生徒たちの口に上っている。

　収まりきらないものを胸の中に抱かかえたまま、リカードは列の後ろに並び直す。

　自分のすぐ後ろに並んでいたはずのルイシが、ちゃっかり前方に陣じん取どっているのを見てリカードの顔に脱だつ力りよくしたような苦く笑しようが浮かんだ。

　しかし彼の目にのぞいた厳しい光は、食事が終わってもなお消えることはなかった。
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「──はっ！」

　朝あさ露つゆの宿る草の葉を、大きく踏ふみ込んだリカードの爪つま先さきが踏み散らした。

　体重を乗せた足でしっかりと地面を踏みしめ、唸うなりをあげて振り下ろした剣けんの先が空中でぴたりと静止する。

　指先まで意識が行き渡わたっているような、一筋の乱れもない太た刀ち筋すじだった。

　半時ほど型通りの稽けい古こをこなしたあとで、実戦を想定した激しい訓練に移る。隙すきのない身ごなしで剣を振るうリカードの身体は、いつしか汗あせでびっしょりと濡ぬれていた。

「はぁ、はぁ……さすがに、動くとまだ暑いな」

　ひととおりの訓練を終えたところで、リカードは息を弾はずませながら草の上に座り込んだ。

　日の出前の冷たい空気が、汗に濡れた衣服を通してリカードの肌はだを刺さす。

　山間部ということもあるが、すでに盛夏を越こえて実りを迎むかえ始める季節だ。早朝ともなれば長なが袖そでの上着が必要なくらいだったが、袖無しのシャツ一枚という服装でもリカードはまるで寒さを感じなかった。

　剣を鞘さやに収めると側そばに置いておいた手て拭ぬぐいで首筋の汗を拭い、寮りようの裏手にある井い戸どへと足を向ける。

　手押し式のポンプを動かして水を汲くみ、リカードは流れ落ちる水を豪ごう快かいに頭に被かぶる。

　ついでに手のひらに受けた水を喉のどを鳴らして飲み、満足そうな息を吐はいてリカードは髪かみから垂れる滴しずくを払はらい飛ばすように勢いよく顔を上げた。

「ふい～、生き返った！」

　地下水道で水源地から引かれた水は早朝の空気以上に冷えていたが、運動で火ほ照てった肌には心ここ地ちよく感じられる。

　びしょ濡れの頭をリカードは手拭いで乱暴に拭い、小こ脇わきに抱えていた剣を持ち直した。

　人目につかない場所と時間を選んで、毎朝続けている剣の稽古である。

　ウェスペルでも授業の一いつ環かんとして剣の実習は行われているが、退治師ハンターを目指して腕うでを磨みがいてきたリカードにとってはまるで物足りない内容だ。

　剣の腕が鈍にぶるのを避さけるためには、人知れず鍛たん錬れんを続けるより他になかった。

（早起きは正直辛つらいけど……寝ねる時間が以前よりずっと遅おそくなっているんだもんなぁ。宿題や予習復習さえなければ、もっと早く寝られるんだけど）

　小さくため息を吐き出して、リカードは淡あわく朱しゆに染まる空の彼方かなたを見やる。

　ため息の原因は、寝不足を助長しているもう一つの問題にもあった。

　昨晩の食堂での騒さわぎ──唐とう突とつに響ひびき渡った女性の悲鳴のことではない。確かに違い和わ感かんが拭いきれず、夕食後こっそり寮の周囲を調べてみたのだが、厨房の男性の「おばちゃんが足を滑すべらせた」という言葉を否定するだけの材料は見つからなかった。

　むしろ問題は部屋に戻ったあと、ルームメイトから聞かされた噂うわさ話ばなしのほうだった。

　他の学生寮でも人がいるはずのない場所で声を聞いたり、奇き妙みような影かげを見たりといった事件が起きているというのだ。ほとんどはサイゼル寮の場合と同じく、単なる勘かん違ちがいで片付けられているようだったが、だとしてもあまりに数が多すぎた。

（入学したてで精神的に不安定な生徒が多いから……なんてルイシは言っていたけど、実際になにか見たり聞いたりしているんじゃないのか？　それが吸きゆう血けつ鬼きと関係しているのかはわからないけど……今のところ生徒に実質的な被ひ害がいは出ていないようだし）

　吸血鬼が関かかわっているのであれば、今いま頃ごろは血を吸われた被ひ害がい者しやが続出していてもおかしくはなかった。獲え物ものである人間を前に、吸血鬼が血を吸うのを我が慢まんする理由などない。

（あの噂と吸血鬼とは関係ないのか？　それとも、被害が発生していること自体揉もみ消されているのか……だったら、ウェスペルの上層部に吸血鬼の協力者がいるのはほぼ確実ということになるぞ）

　自分の想像にぶるりと身を震ふるわせ、リカードは左手に持った剣の鞘を強く握にぎり締しめる。

　ウェスペルの上層部に吸血鬼と手を結んでいる者がいるというのは、現時点で考えうる限り最悪の事態だ。

「……いや、まだそうときまったわけじゃない。あくまでも可能性の一つだ」

　リカードは口に出して呟つぶやき、昨晩から頭の中をぐるぐると巡めぐり続けている思考を強ごう引いんに断たち切り──かける。

　直前、真後ろから放たれた声がリカードの思考と動きを同時に止めた。

「なにが、可能性の一つなんだ？」

「──んわえおっ!?」

　思わず珍ちん妙みような声が口をついて出たのは、人の気配をまったく感じていなかったためだ。

　首にかけた手拭いが宙に舞まうほどの勢いで飛び上がり、弾はじかれるようにふり返ったリカードの目に長身の青年の姿が映った。

　少し癖くせのある暗褐色ダークブラウンの髪を長く伸のばした、二十代半ばの青年だ。

　身にまとうのは襟えりの立った漆しつ黒こくの教父服──だが、前ボタンを開けてだらしなく着き崩くずした姿から威い厳げんらしきものは感じられない。寝ね癖ぐせの付いた髪を肩かたのあたりで、適当に紐ひもで束ねているのだからなおさらだった。

　彫ほりの深い顔立ちは秀しゆう麗れいといってよかったが、明るい緑の目は眠ねむそうに細められている。

「な、な……なんだよ、あんた!?　いつからそこに……!!」

「ん～、さっきから？　もう朝晩は冷えるってのに、豪快に水被った元気な若人わこうどが妙みように深刻な顔して悩なやんでるもんだから、つい気になって」

　狼ろう狽ばいしながら上うわ擦ずった声を投げるリカードに、あくび混じりの口調で青年が答える。

　手にした剣にちらりと目が向けられるのを感じ、リカードは半ば反射的に身体の後ろに剣を隠かくした。焦あせりと不安のにじむリカードの視線に気づかないように、青年はかりかりと頭を搔かきながら深みのある低声バリトンで告げた。

「それより、濡れっ放しのままじゃ風か邪ぜ引ひくぞ～。部屋に戻もどって着き替がえるか、せめてきちんと頭を拭ふいたらどうだ？」

　見てるだけで寒々しいからな、と肩を震わせる青年にリカードは胡う乱ろんな目を向ける。

　教父であることは服装でわかったが、こんな朝早くに出歩いている理由に思い当たるものはなかった。気配も感じさせずに近づいてきたこともあって、リカードの目つきは自然と尖とがったものとなる。

「いや、別に怪あやしい人間じゃないって。俺はオスタリオ・グレン・マルゴット──見ての通りウェスペルの教会堂に勤める教父だ」

「見ての通りっていうわりには、ずいぶんくだけた格好してないか？」

「ウェスペルだとこれくらいでちょうどいいんだよ。教会堂にやって来る人間の大半が、悩み多き年とし頃ごろの若人なんだから。堅かたっ苦しい格好した教父よりも、このほうが色々と相談しやすいだろ？　頼たよりになる身近なお兄さんって感じで」

　じとっとした目つきのままリカードが思わず返した声に、オスタリオは悪びれる様子もなく笑って答える。

　言葉の内容はともかく、確かにその姿には自然と頼りたくなるような雰ふん囲い気きがあった。

　着崩した教父服もよく見ると男性的な色気のある風ふう貌ぼうには似合っており、だらしなさよりも親しみやすさを感じさせる。

　リカードのぞんざいな言こと葉ば遣づかいにも、慣れているのか特に注意するそぶりは見せなかった。

「き……教父がなんで、こんな朝早くにうろついてるんだよ？」

「健康増進のため毎朝の散歩が日課でね。今日はちょっと寝ね坊ぼうして教会堂に戻るのが遅くなりそうだったんで、近道を通ったらお前さんを見かけたんだ」

　リカードがぎくりとしたのは、稽古の一部始終を見られたのではないかと思ったためだ。

　剣を後ろ手に隠しながらリカードは内心で冷や汗を流し、オスタリオは強こわ張ばったリカードの顔を面おも白しろそうに見つめて口を開く。
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「お前さんのほうはあんまり寝てないみたいだけどな？　ずいぶん目が赤いぞ」

「え？　あ、そのっ、これは……!!」

「悩み多き年頃か、それも青春だねぇ。せっかく顔を出したんだし、悩み事があるんだったら聞いてやるよ。話を聞いてもらうだけでも、けっこうすっきりするもんだぞ？」

　慌あわてふためくリカードの様子から、悩みがあるものと一方的に決め付けてオスタリオは彼に歩み寄っていく。

　忙せわしなく視線を上下させ、どうごまかそうか内心真しん剣けんに悩むリカードの前で、オスタリオはぽんと強く手を叩たたいた。

「もしかして人に言えないような悩みなのか？　若い身空で気の毒なことだが、深刻な水虫だとか抜ぬけ毛が気になるとか、もしかしてそれ以上に……ああ、こればかりは憶おく測そくで口にしないほうがいいな。当たってても当たってなくても、名めい誉よ毀き損そんになりかねん」

「はぁ!?　なにを勝手なことを言って……!!」

「いや、大だい丈じよう夫ぶだ。ウェスペルでは日々新しい薬が開発されている。それに多少の欠点があったほうが、人間としてより魅み力りよく的てきと言える……のかもしれない。きっとお前の魅力に気づいてくれる女性も、もしかしたらそのうち現れてくれるかも……」

「そんなことで悩んでんじゃねーよ！　ていうか、悩みなんかねえ!!」

　こらえきれずにリカードが怒ど鳴なると、オスタリオは切れ長の目をわずかに見開いた。

「寝不足はその……宿題のせいだ！　片付けるのに朝方までかかったから寝てないんだよ！　今から寝たら授業に遅ち刻こくしそうだったから、眠ねむ気け覚ざましに身体からだを動かしに来て暑くなったんで水を被かぶった、以上！」

　全力で頭を回転させて捻ひねり出した言い訳を口にして、頭一つ分高い位置にあるオスタリオの顔をリカードは睨にらみ返す。

　オスタリオは二、三度瞬まばたきすると、軽く頭を搔いて拍ひよう子し抜ぬけしたような口調で言った。

「なんだ、朝から人ひと騒さわがせな奴やつだな～。心配して損しちまったぜ」

「って、勝手に勘違いしたのはそっちだろ!?　妙な悩みまで捏ねつ造ぞうしやがって!!」

　まったく動じるところのない笑え顔がおで言い放つオスタリオに、リカードは顔を真っ赤に染めて怒鳴り声をあげた。怒いかりのあまりくらりと目め眩まいまで覚えるリカードの肩を、オスタリオは手を伸ばして支える。

　まぁまぁ、と宥なだめるように肩を叩かれてリカードの血圧が再び上じよう昇しようしそうになったが、彼にはすでに怒鳴り返す気力は残されていなかった。

「そんなに興奮するなって──というか、まだ朝早いんだからあんまり騒さわぐと近きん所じよ迷めい惑わくだぞ」

「……誰だれのせいで騒ぐ羽目になってるんだ」

　疲つかれ切った表情でそれだけ口にし、リカードは両りよう肩かたを摑つかんだ腕うでを押しやるようにしてオスタリオから離はなれる。

「まぁ、それだけ大声出せるような元気があるなら、心配はいらなそうだが……一人で思い悩むのに飽あきたら、いつでも教会堂に相談に来いよ。お兄さんの人生相談は年中無休、教会の門は悩める青少年のためにいつでも開放されてるぞ！」

「だから悩みなんてないって言ってんの！　相談になんか誰が行くかよ！」

　オスタリオはそんなリカードの声を右から左に聞き流して軽く手を振ふり、さっさと背を向けて歩き出す。

　なおも声をあげようとするリカードの前で、彼はああ、と思い出したように言った。

「学園都市の敷しき地ち内は武器の携けい帯たいは原則禁止だからな。剣けんの稽けい古こをしたいんだったら、もっと寮りようから離れたところでやるか、練習用の木ぼつ剣けんを使ったほうがいいぞ？」

　リカードは思わず後ろ手に隠した剣を取り落としそうになったが、オスタリオはふり返りもせずに悠ゆう々ゆうと歩み去っていく。

　遠ざかっていく教父服の背中を、リカードは硬こう直ちよくしたまま見送ることしかできなかった。

　オスタリオの姿が完全に見えなくなったところで、深々と息を吐はいてリカードは身体に込めていた力を抜いた。

（いったいなんだってんだ、あいつは……？）

　胸の内で呟つぶやくリカードの首筋に、濡ぬれた髪かみから垂れる水すい滴てきがぽたりと落ちる。

　今いま更さらのように寒さが押し寄せてきてリカードは豪ごう快かいなくしゃみをし、難しい顔のまま足早に寮の勝手口へと向かった。







　朝早くから妙な出会いを果たしたリカードだったが、部屋に戻れば待っていたのはいつもと変わらぬ風景だった。

　朝食のあとで簡単な予習をし、制服に着替えて授業の行われる校舎へと移動する。

　ぞろぞろと列をなして校舎に向かう生徒たちの中で、別の授業に向かうルームメイトに手を振って別れ、リカードは目当ての教室に向かった。

「よう、クライス」

　席に着いている生徒の中にクライスの姿を見つけ、リカードは笑顔で声をかける。

　リカードに気づいたクライスは嬉うれしそうに挨あい拶さつを返し、二言三言かわしたところで教師が入ってきたため、リカードは慌てて空いている席に着いた。

　教室の席は特別決まっておらず、空いている席に好きなように座ることになっている。

　友人同士で並びの席に座る者もいれば、授業への参加意い欲よくを表すかのごとく前列を確保する者もいた。比率で言えば後者のほうがやや高い割合だ。

　授業開始の鐘かねの音ねが鳴り響ひびくのと同時に、すべての生徒の注意が教師へと向けられる。

　ウェスペルの授業は午前に二時限、午後に二時限で、授業の間に教室移動を兼かねた二十分の休み時間と、一時間の昼休みが設定されている。授業は八十分とかなりの長さだったが、どんどん内容が先へ進んでいくため退たい屈くつしている暇ひまなどなかった。

　緊きん張ちように満ちた語学の授業が終わると、リカードはどっと疲れた顔になって椅い子すの背にもたれかかる。

（剣の訓練なんかより、こっちのほうが何倍も疲れる……）

「教室移動しなくていいの？　リカード」

　荷物をまとめたクライスに声をかけられ、リカードは力ない手つきで机の上に広げたままの教科書と筆記用具を片付ける。

　リカードの疲ひ弊へいぶりを見て取って、クライスはわずかに苦く笑しようを含ふくんだ笑みを見せた。

「なんだかもう、一日授業を受けたあとみたいだね」

「気分的にはかなり近いかも。これがあと三時限もあるんだからなぁ……」

　ため息を零こぼしながらリカードはまとめた荷物を抱かかえて立ち上がり、教室を移動する他ほかの生徒たちとともに出入口に向かう。

「でも、さっきの授業はけっこう余よ裕ゆうがあったんじゃない？　指名されても全然慌ててなかったし……語学は得意なほうなんだ？」

「必死の予習のたまものだって。確かに、他の教科に比べればいくらかマシだけど……」

　虚うつろな目を宙に向けて答えてから、リカードは思い出したように笑みを含んだ視線と言葉をクライスへと投げた。

「あ、だけど昨日クライスに教えてもらった教科はちょっと楽になったかもな。授業でやった内容をわかりやすく説明してくれただろ？　あのあと残りの宿題をやったら一人でもすらすら問題が解けたぜ」

「……そうなんだ？」

「ああ、クライスのおかげだな。あれなら、次の授業を受けてもさっぱり内容が理解できないなんてことにはならない……はずだ」

　自信たっぷりに断言しようとして、結局付け加えずにはいられない一言がリカードの正直な心境を物語っていた。

　クライスはまじまじとリカードの顔を見つめ返してから、小さくぷっと噴ふき出す。

「……笑うなって」

「うん、ごめん……でも、そこまで力強く言っておいて……」

　笑いをこらえながら切れ切れに言うクライスを、リカードは憮ぶ然ぜんとした顔で横目に見やる。

「ごめんってば。だけど、ほんの少し教えただけで要領を摑めるんだから、リカードは全然物覚えが悪くなんてないよ。素地はあるみたいだし、理論立てて物事を考える習慣さえつければこれからどんどん伸のびるんじゃないかな」

「本当か!?」

「うん……たぶん？」

　最後の一言にリカードはがっくりと肩かたを落としかけたが、クライスの目に宿った笑みを見て自分の口くち真ま似ねだと気づく。

　抗こう議ぎのかわりに口から出たのは笑い声で、しばらく二人は声を殺して笑いあった。

　ひとしきり笑ってからリカードは廊ろう下かでクライスと別れ、次の授業が行われる教室へと急ぎ足で向かう。

　予よ鈴れいぎりぎりで教室に滑すべり込み、空いている席に座るのと同時に教師が姿を現した。

　次は生物学の授業で、のんびりとした口調で喋しやべる初老の教師が担当だ。

　要点のはっきりした講義は他の授業に比べてわかりやすく、リカードはノートを取りながら頭の片かた隅すみでぼんやりと思し索さくを巡めぐらせた。

（寮で流れている噂うわさについて、もう少し詳くわしく調べてみたほうがいいかもな……噂が集中している場所があったら、そこを重点的に探さぐってみて……）

　考えに集中しすぎて教師の指名を聞き落とすなどという失敗はあったが、おおむね問題なく授業を終えてリカードは教室を出る。

　生徒たちの流れに従う形でリカードが向かったのは、中央校舎の裏手にある大食堂だ。

　大きな平屋建ての建物を四つ、十字に組み合わせたような形の大食堂は数百人が一度に利用することが可能だった。だが昼休みが始まったばかりの今、四つの建物のどれもが詰つめかけた生徒や教職員で混雑している。

　リカードは屋内で昼食を摂とるのを早々に諦あきらめ、建物の外に並ぶ売店へと足を向けた。

　大食堂の周囲には広々とした中庭があり、植え込みや芝しば生ふの間に作られた小こ径みちに沿う形で簡単な屋台のような売店が何なん軒けんも並んでいる。売られているのは持ち運びの利きく軽食や飲み物が中心だったが、値段が手て頃ごろで味も悪くないため利用する生徒の数は多かった。

「おっちゃん、鱒ますの薫くん製せいのサンドと腸ちよう詰づめパン一つ！　あと瓶びん入いりの香こう茶ちやも！」

　売店の一つで昼食を買い込むと、紙に挟はさまれたパンを両手に持ってリカードは適当な場所を探す。食べ盛りの少年少女を想定してか、パンは一つ一つがかなり大きい。

　小こ脇わきに挟んだ教科書類と、瓶入りの香茶を落とさないように留意しながら空いている芝生の上に座り、リカードはまだ熱い腸詰めパンにかじりついた。

「あちちっ」

　鉄板の上で焼かれたばかりの腸詰めが、口の中でぶちりと切れて熱い油が零こぼれる。

　瓶入りの香茶で口の中を冷ましながら腸詰めパンを平らげると、リカードは玉たま葱ねぎの薄うす切ぎりがどっさり入った鱒の薫製のサンドに取りかかる。

（午前中の授業はそれほど宿題の量が多くなかったから、今日は学園の中を本格的に探たん索さくしてみるか……生産区のほうには、まだ一度も行ってないしな。けど用事もないのに生徒がうろついていたら怪あやしく思われたりしないかな……？）

　半ば考えに没ぼつ頭とうしながら機械的に咀そ嚼しやくしているうちに、手に持ったサンドは見る見る小さくなっていく。

（とりあえず、放課後の時間を確保するために早めに宿題は終わらせておくか。昼休みも図書館は開いているはずだし、今からでも行って──）

　最後のひとかけらを口の中に放ほうり込んで、リカードが立ち上がろうとした時だった。

「──じゃないだろう。きっとなにかの見み間ま違ちがいだって」

「いや、他にも見た奴やつがいるんだよ。うちの寮りよう、黒の森アートルムから一番近いって知ってるだろ？　森から出てきた悪あく霊りようが、寮のまわりをうろついてるんじゃないかって言ってる奴もいる」

　立ち上がりかけた動作を途と中ちゆうで止めて、リカードは話し声の方向をさりげなくうかがう。

　それほど離はなれていない芝生の上で、顔を寄せ合うようにして話し込んでいるのは四、五人の体格のいい生徒だ。

　制服の襟えりにちらりと見えた校章は、三年生であることを表す金。

　当然ながらリカードよりもはるかに大人びた風ふう貌ぼうをしていたが、幽ゆう霊れいが出たと訴うつたえる生徒の顔にはひどく深刻そうな表情が浮うかんでいた。

「悪霊ってのもただの噂だろう？　中で迷う生徒が多いから、立入禁止になっているってだけで──だいたい、教会に守られているウェスペルの中に幽霊だの悪霊だの出てくるわけがないだろ？　不信心だぞ」

「けどなぁ……」

「そんなに心配なら、オスタリオ教父に相談して護ご符ふでももらったらどうだ？　少なくとも気休めくらいにはなるだろ」

「気休めにするにしては、ちょっと不ふ真面目まじめすぎるけどな。あの人」

　茶ちや化かすように別の生徒が口を挟み、違ちがいない、といっせいに笑い声があがる。

　それで区切りがついたように話題は別のものへ移ったが、リカードは全身を耳にして彼らの会話の中に再び「幽霊」の単語が出てくるのを待った。

　しかし話題は二転三転しながらも戻もどることなく、昼食を終えると生徒たちは芝生から立ち上がって移動を始める。

　立ち去っていく後ろ姿を見送りながら、リカードは耳に残った言葉を胸の中で呟つぶやいた。

（……幽霊、か）

　未練を残した人の魂たましいがこの世に留とどまるという現象を、教会は表向き認めてはいない。死んだ人間の魂は、すべからく神の御み許もとに帰ると考えられているためだ。

　現世への未練から神を拒きよ絶ぜつするなどということはあってはならず、教会では幽霊というのは死者の姿を借りた魔ま物ものの一種とされていた。

（教会の祝福を受けた土地に、悪霊が入り込めるはずはない……となると、単なる噂か。それともウェスペルの中は教会の力に守られていないのか。もし後者なら、吸きゆう血けつ鬼きだろうとそれ以外の化け物だろうと出入り自由ってことになるぞ）

　芝生の上に座り込んだまま、リカードは宙の一点を睨にらむようにして考え込む。

　昼休みも残り少なくなっており、周囲から生徒の姿は徐じよ々じよに減ってきていたがリカードは気づきもしなかった。

「黒の森アートルム……調べてみたほうがいいかもな」

　半ば無意識に呟いた瞬しゆん間かん、授業開始まで残り十分であることを告げる鐘かねの音が響ひびく。

　その音でようやく我に返ったリカードは、すっかり人ひと気けのなくなった中庭を見回して顔色を変えた。

「え？　まずい、もうこんな時間……!?」

　リカードは慌あわてて立ち上がると香茶の空き瓶を売店に返へん却きやくし、バンドで束ねた教科書を抱かかえて校舎へと走り出した。小径を無視して近道のために植え込みを飛び越こえ、中庭を囲むように建っている校舎の一つへと向かう。

　先さき程ほどの上級生の会話は、全速力で走るリカードの頭の中にはすでに残っていなかった。

　それを思い出したのは放課後かなり遅おそくなってから──午後の授業で出された大量の宿題を前に、図書館で頭を抱えている最中だ。

　今回はクライスと会う幸運にも恵めぐまれず、ルームメイトに泣きつく決心を固めながら学生という身分の不便さをリカードはあらためて実感したのだった。







　月明かりに白く照らし出された街路を、足音を殺して歩いていく影かげがあった。

　時刻はすでに夜半をまわり、街路に沿って並ぶ建物の窓に明かりはない。就しゆう寝しん時刻の定められた学生はもちろん、遅くまで仕事をしている教員や職員も眠ねむりについている時間だ。

　研究棟とうのほうにはまだ起きている人間もいるだろうが、周囲の建物の陰かげに隠かくれてこちらから明かりは見えない。

（……とはいえ、用心第一だよな）

　周囲を見回しながら、慎しん重ちように足を進めているのは私服のリカードだった。

　警けい戒かいの表情は、就寝時刻後に部屋を抜ぬけ出してきているためばかりではない。ウェスペルに潜ひそんでいるかもしれない吸血鬼を警戒してだ。

　日光を苦手とする吸血鬼が本来の力を発揮できる時刻──夜に彼らと遭そう遇ぐうすることは多くの場合死を意味する。念のため剣けんを携けい帯たいしてきてはいるが、実戦経験のないリカードに緊きん張ちようするなと言うのは無理な話だった。

　リカードが向かっているのは、生活区の北側に広がる黒の森アートルムである。

　深夜の決行となったのは不ふ可か抗こう力りよく──主に大量の宿題のため──だったが、人目を避さけるという点ではかえって良かった。たとえ誰だれかに見つかれば、寮則破りで失点を科せられる危険と隣となり合わせだったとしても。

（どのみち黒の森が立入禁止になっている以上、昼間でも見つかれば咎とがめられるのは確実なんだし……決定的な証しよう拠こを摑つかむんだったら、夜のほうが好都合なくらいだ。吸血鬼にしても悪霊にしても、動き回るのは夜なんだから）

　自身を鼓こ舞ぶするようにリカードは胸の内で強気な呟きを発し、やがて彼の前に黒々と広がる森が姿を現した。

　満月に近い月明かりの下でも、その名の示す通り森は深い闇やみに閉とざされている。

　リカードは森の外周に沿って少し歩き、藪やぶの薄うすくなっている部分を見つけて森の中へと侵しん入にゆうする。途と端たんに視界は真っ暗な闇に閉ざされたが、しばらく足を止めて目を闇に慣れさせてから再びゆっくりと歩き出す。

　梢こずえから洩もれ込む月明かりのおかげか、森の中は慣れればものの輪りん郭かくがわかる程度には明るかった。

「これは……確かに、迷子になりそうだな」

　用心深く足を進めながら、リカードは上級生の言葉を思い出して呟く。

　声に出したのは周囲の闇に圧あつ倒とうされそうな気持ちを紛まぎらわすためだったが、思いの外大きく響いた声にリカードはどきりとして口を閉じる。

　思わず足を止めて周囲に動くものの気配がないのを確かく認にんし、過か剰じように反応し過ぎた自分に苦く笑しようしながらリカードは小さく息を吐はいた。

　同時に風を巻いて押し寄せてくる気配を背後に感じ、リカードは瞬間的にふり返る。

「……っ!!」

　剣を抜いたのは半ば無意識の動作で、相手の姿も確認できないままリカードは迫せまり来る影を斬きり払はらっていた。

　しかしリカードの剣は、迫ってきた相手をとらえることなく宙を薙なぐ。

　抜き放ちざまの一いち撃げきをするりとかわして相手はリカードから離れたが、間近に迫った獣けものの息づかいと硫い黄おうのような臭においがはっきりと感じ取れた。

（なんだ……っ!?）

　全身を冷たい汗あせで濡ぬらしながら、リカードは剣を構えて闇と対たい峙じする。

　かすかな明かりに浮き上がる輪郭は、地面を四本の足で踏ふみしめる巨きよ大だいな獣の形をしていた。油を塗ぬったような光こう沢たくを持つ漆しつ黒こくの毛並みに、闇の中でなお炯けい々けいと輝かがやいている真しん紅くの瞳ひとみ。瞳の数は見間違いでなければ二対ついだ。

　獣はリカードに向かって油断なく身構え、低い獰どう猛もうな唸うなり声を洩らしている。

（こいつは、いったいどこから……？）

　胸の中にわき上がる疑問を、リカードは強ごう引いんに意識の奥深くへと押し込めた。

　今は相手の詮せん索さくをするより、この場を逃のがれることに集中するべきだ。あれこれと考え事をしながら戦えるほど生易しい相手ではない。

（ウェスペルが化け物の巣そう窟くつだってことだけは、はっきりしたけどな……！）

　注意が逸それた一いつ瞬しゆんの隙すきを狙ねらうように、黒い獣が草を踏み鳴らしてリカードへと襲おそいかかってくる。夜目にも白い牙きばの連なりが、闇に慣れたリカードの目に鮮あざやかに焼き付いた。

　むろんぼうっと見とれていたわけではなく、獣が地面を蹴けったと思った瞬間リカードは横に身体からだを投げ出すようにして飛び退のいていた。藪に頰ほおを引っ搔かかれながら立ち上がり、身を低くして森の中を駆かけ出す。

　とっさに森の外へと向かいかけて強引に方向転てん換かんしたのは、この獣を連れて他ほかの生徒や教職員のいる場所に行くことはできないと考えたためだった。

「──つおうっ！」

　わずかに森が途と切ぎれた場所で、背中に衝しよう撃げきを感じてリカードは前につんのめる。

　顔から地面に突つっ込みそうになるのを根こん性じようで踏み止とどまり、枯かれ葉はや下草で靴くつ底ぞこを滑すべらせながらリカードは反転して獣に向き直った。

　こうなったら迎むかえ撃うつのみ、と意を決して手にした剣を振ふり上げようとした瞬間。

「──待て！」

　耳に入ったのが人の声だと気づくより早く、リカードは獣の首筋めがけて力ちから一いつ杯ぱい剣を振り抜いていた。

　声に動どう揺ようするリカードの意識とは裏腹に、その太た刀ち筋すじは容よう赦しやなく揺ゆるがない。

　だが剣が切り裂さいたのは、獣の首ではなく寸前にリカードと獣の間に飛び込んできた人物の腕うでだった。

「──っ!?」

　肉を切り裂く手て応ごたえに、リカードの思考と動きが完全に停止する。

　剣を振り切った体勢のまま動かないリカードに、獣を庇かばうように飛び込んできた人物は顔を伏ふせたまま抗こう議ぎの声を投げた。

「……待て、と言ったはずだぞ私は。最低限のしつけもできていないのか？　納屋の魔犬オヴインニクのほうがお前よりもよほど頭がいいぞ！」

「あ……」

　のろのろと口を動かし、同時に思考が回復してリカードは相手に慌てて飛びつく。

「だ、大だい丈じよう夫ぶか!?　すまない！　今すぐ手当てを──!!」

「必要ない」

　言いながら顔を上げた人物の視線が、リカードの目を真正面からとらえる。

　リカードの目が零こぼれ落ちそうなほどに見開かれたのは、相手の顔に見覚えがあったため──だけではなかった。

　相手の頰に飛んだ血の滴しずくが、不自然な動きで流れ落ちていくのが見えたせいだ。

　まるで生き物のように白い肌はだを滑り落ちた血がシャツの襟えり元もとに消え、だが繊せん維いを赤く染めることなくざっくりと断たたれた袖そで口ぐちから再び現れる。

　衣服に染しみこんだ血も見る見るうちに抜け落ち、袖からのぞく傷口へと戻もどっていく。

　すべての血液を取り戻した傷口が、跡あと形かたもなく消え去るのをリカードは目と口を大きく開けたまま見守ることしかできなかった。

「な、な……!?」

　相手は痛みをこらえるように寄せていた眉まゆを、わずかに皮肉そうな角度に持ち上げてリカードの顔を見返した。

「どうした？　またひどい間ま抜ぬけ面づらをしているじゃないか。私に間抜け面を見せつけるのが、お前の趣しゆ味みなのか？」

「おま、お前……」

　半ば無意識に口を動かしながら、リカードは染みこむような寒気を全身に感じる。

　深く考えるまでもなく、目の前の人物の正体は明らかだった。

　リカードがウェスペルに入学した一番の理由──ウェスペルと吸きゆう血けつ鬼きの繫つながりを探さぐるための最大の手がかり。

　しかし同時に、このような形で対峙するのは極力避けたい相手でもあった。

「なんだ、まさかもう私の名前を忘れたのか？　本当によくそれでウェスペルの入学試験に合格できたものだな……」

　強こわ張ばった表情のリカードへ、上質な衣服に身を包んだ人物はからかいとも挑ちよう発はつともつかない成分を含ふくんだ声こわ音ねで告げる。

　梢の切れ間から差し込む月明かりを反射して、淡あわく輝く灰金色アツシユブロンドの髪かみ。

　ある種の異形とさえ呼んでいい桁けた外はずれの美び貌ぼうに、生命の通った宝石のような底知れぬ輝きを宿した薄うす紫むらさき色いろの瞳。

　後ろから首を伸のばしてくる漆黒の獣の頭を、愛いとおしげな手つきで撫なでながら、

「それとも恐きよう怖ふで声も出ないか？　リカード・レナン・セグリース」

　涼すずやかな声で言い放つ相手を、身動きもできず見つめ返したままリカードはその名前を口にした。

「アルヴィン・ファエルニード……生徒会長」

　名前を覚えていたことを褒ほめるように、にこりと笑ったアルヴィンの口元に白い小さな牙が姿をのぞかせた。
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「生徒会長……あんた、吸血鬼なのか!?」

　一度声を発したことで弾はずみがついたのか、リカードの口は止まることなく疑問の言葉をアルヴィンに向けて放っていた。

　口に出した言葉の意味に遅おくれて気づき、リカードの顔がさっと青ざめる。

「見ての通りだ。私が吸血鬼だったことに感謝しろよ。もしただの人間だったら、お前は一生残る傷を相手に負わせていたところだぞ」

　だがアルヴィンはリカードの顔色の変化に気づく様子もなく、首をすり寄せてくる獣の額を指先で搔きやりながら言った。

　小こ馬ば鹿かにしたようなアルヴィンの言葉に、リカードはなに一つ言い返すことができなかった。

　自分の非を認めたためではなく、恐怖で全身が縛しばり付けられていたためだ。

　心のどこかでアルヴィンの言い分を認める部分もあったが、たった一人で吸血鬼と対峙しているという恐怖と緊きん張ちようの前で気づく余よ裕ゆうはなかった。

　息の詰つまるような沈ちん黙もくがあたりを支配し、やがてリカードは緊張に耐たえかねたように喉のどの奥から声を絞しぼり出した。

「……どうして」

　かすれた声に、アルヴィンがほんの少しだけ瞳ひとみの表情を動かした。

「どうして、俺を殺そうとしない？　俺の気力が尽つきるのを待ってでもいるのか？」

「気力が満ちていたところで、お前など私の敵ではない。そもそも、なぜ私がお前を殺さねばならんのだ？」

　いかにも不ふ機き嫌げんそうに返された声に、リカードの顔が困こん惑わくの色を浮うかべる。

　困惑に続いてリカードの顔に広がったのは怒いかりの表情だ。相手が吸血鬼であるということも忘れたような剣けん幕まくで、リカードは力一杯声を叩たたきつけた。

「人間と見れば片かたっ端ぱしから殺して血を吸うのが、お前ら吸血鬼だろう!?　もちろん黙だまって殺される気なんかないが……!!」

「勝手に人を野や獣じゆう扱あつかいするな。殺すつもりなどないし、お前の血を吸おうとも思わん」

　呆あきれをにじませた声でリカードに言い返してから、アルヴィンは右みぎ腕うでを上げて断ち切られた服の袖を見せつける。

「相手をろくに確かく認にんもせずに斬きりつけてくるお前のほうが、この場合よほど危険人物なのではないか？」

「そ、それは……その化け物が襲おそってきたから……！」

「殺気のあるなしも判別がつかんのか、未熟者め。こいつが本気で襲いかかっていたら、お前などとっくに挽ひき肉にくになっているところだ」

「ひき……!?」

　アルヴィンが口にした言葉の物ぶつ騒そう極きわまりない内容に、リカードの表情が強張る。

「なんだったら今からでも、納屋の魔犬オヴインニクの牙きばの鋭するどさをその身体からだで味わってみるか？　腕一本くらいなら、命に別状はあるまい……？」

「……っ！」

　静かに足を踏ふみ出したアルヴィンの手が、リカードの喉のど元もとに伸ばされる。

　反射的に剣けんを振り上げようとしたリカードだったが、アルヴィンの手が首に触ふれるほうが早かった。

　蒼そう白はくな顔で動きを止めたリカードを間近に見返し、薄うす笑わらいを浮かべたままアルヴィンが口を開こうとした時だった。

「そのくらいにしておいたらどうですか、生徒会長」

　アルヴィンの背後から投げられた冷静そのものの声が、リカードの耳に届いた。

　梢こずえの切れ間から差し込む月光の下に、進み出てきたのは一人の若者だった。

　昨日図書館でアルヴィンに同行していた生徒だと気づいたのは、やや冷たい印象のある顔にかけられた眼鏡を見た時だ。

　私服姿のアルヴィンとは違ちがい、深夜であるにもかかわらず制服を隙すきなく身につけている。

「なんだ、面おも白しろいところなんだから邪じや魔まをするな、トリア」

　深く茂しげった下草を踏み分けて近寄ってくる生徒──トリアに、アルヴィンはやや不満そうな口調で声を投げる。トリアはリカードの顔を特に興味もなさそうに一いち瞥べつし、天青色セルリアンブルーの瞳をアルヴィンに向けて首を横に振ふってみせた。

「脅おどかしすぎですよ。恐怖のあまり気絶でもするならともかく、破れかぶれで斬りかかってこられたらどうするつもりです？　窮きゆう鼠そ猫ねこを嚙かむという言葉を知らないんですか？」

「それなら問題ない。とっくに斬りかかられたあとだ」

　清すが々すがしいほどの笑え顔がおで言い放ったアルヴィンに、トリアは一いつ瞬しゆんの間のあとで剣けん吞のんこの上ない微び笑しようを浮かべた。

「……胸を張って偉えらそうに言うほどのことですか、それが？　どのあたりに問題がないのか、じっくりお聞かせ願えませんかね？」

　笑顔に威い圧あつされたようにアルヴィンは落ち着きなく視線を動かし、かろうじて「活動時間外まで生徒会長と呼ぶな」とだけ言葉を返す。

　話を逸そらそうという意図は明白だったが、トリアはあえて追つい及きゆうしようとはせず尖とがった視線をリカードに向けた。白はく皙せきの顔に表情はなかったものの、はっきりとした敵意の宿る視線にリカードは気け圧おされるものを感じる。

　怯ひるみかけた気持ちを反発に変えて口を開こうとした時、アルヴィンが声を発した。

「まぁ、いささか悪ふざけが過ぎたのは認めよう。あんまりびくついているから、つい面白くなってしまってな」

「だ、誰だれがびくついて──！」

　アルヴィンの笑いを含んだ視線と言葉に反応して、リカードは思わず大声をあげる。

「そうか。だったらこちらから手を出さない限り、斬りかかってくることもないな？　そんな真ま似ねは臆おく病びよう者もののやることだものな？」

「……っ、と、当然だ!!」

　ほう、と言いたげな表情を瞳の奥にのぞかせて、アルヴィンはリカードの首筋に触れた手を引いた。リカードが小さく息を洩もらすのにはかまわず、ついてこい、という仕草を見せて身を翻ひるがえす。

　一瞬ためらってから、リカードはトリアと黒い獣けものをちらりと見やって剣を収めた。

　今いま更さら逃にげようとしても逃げられるものではないし、隙をついてアルヴィンを倒たおすにしても三対一という状じよう況きようではあまりに不利だ。

　アルヴィンが生徒のふりをしてウェスペルに潜ひそんでいる目的を探さぐるためにも、ここは黙ってついていくのが最良の手であるはずだった。

（……にしても、どうしてすぐに殺そうとしないんだ？）

　殺す気はないとアルヴィンは言ったが、リカードは彼の言葉を信じるつもりなどなかった。

　吸きゆう血けつ鬼きが人間にとって厄やつ介かいな敵である一番の理由──それは人間と同等の知能を持っていることだ。『吸血鬼の言葉に惑まどわされてはならない』というのは、退治師ハンターにとって常識以前の鉄則だった。

　無言のリカードを引き連れて、アルヴィンは森の奥へと迷わず足を進めていく。

　ろくに前も見えないような闇やみの中、リカードは不安と恐きよう怖ふ心しんが徐じよ々じよに大きく育っていくのを感じる。じわじわと心を蝕むしばむ感情を無む理り矢や理り抑おさえ込み、おぼろげに見えるアルヴィンの背中へリカードは言葉を投げた。

「……一つ、聞いてもいいか？」

　相手の答えを待たずに、リカードは低い声で問いを口にする。

「お前は……なにが目的でウェスペルに忍しのび込んだんだ？」

　どこへ連れて行くのか、自分をどうするつもりなのか──などといった問いを避さけたのは、胸を占しめる恐怖から意識を逸らすためだった。

「私の目的か……別に答えてもかまわんが、一つだけ訂てい正せいさせてもらおう。私はウェスペルに忍び込んだわけではないぞ」

「……え？」

「最初から私はここにいた。ウェスペルがこの世に生み出された最初の時から、な」

　アルヴィンの言葉の意味を摑つかみかねて、リカードはわずかに目を瞬まばたかせる。

　問い返すより先にアルヴィンは再び前を向いて歩き出し、不自由な視界の中リカードは彼の背中を追うだけで精せい一いつ杯ぱいとなる。

「お、おい……!?」

　やがて森を抜ぬけた先にあったのは、ウェスペルの正門から中心部までの間にあるものと同じ畑や樹林の連なる光景だった。月光にほの白く浮かび上がる景色の中、真夜中にもかかわらず作業着で働いている人々の姿が見える。

（いや……人、じゃない!?）

　畑で動く影かげの中に、明らかに人間とは異なる形の輪りん郭かくを複数見て取って、リカードは思わず声をあげそうになった。

　人間にしては大きすぎたり、毛むくじゃらだったり、あるいは小さすぎる影。

　森のすぐ側そばを流れる水路の縁ふちには、鮮あざやかな青色の髪かみを長く伸のばした女性が腰こし掛かけている。薄うす物ものを身にまとった女性の肌はだは青白く、その横には異様に目の大きいずんぐりとした老人が寄り添そうように立っていた。

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくしかけたリカードだったが、背中を軽く押される感かん触しよくにふり返るとすぐ目の前に黒い獣の凶きよう悪あくな面相があった。

　あげかけた悲鳴をすんでで吞のみ込み、リカードは足を速めてアルヴィンの背中を追う。

　まもなく前方に見えてきたのはこんもりとした小さな森で、細い道に沿って森の奥へ入っていくと木々に囲まれた白い石造りの建物が姿を現した。

　蔓つる薔ば薇らを絡からませた鉄てつ柵さくが、館やかたと呼んでいい大きさの建物の周囲を取り巻いている。

　大きな露ろ台だいと飾かざり格ごう子しの嵌はめ込まれた窓が印象的な、壮そう麗れいさと品の良さを同時に感じさせる建物だ。二つの尖せん塔とうが露台のある棟むねの両りよう端たんにそびえ、黒に近い暗褐色ダークブラウンの屋根が月光を鈍にぶく弾はじき返している。

　開かれたままの門もん扉ぴをアルヴィンが通り抜けたところで、獣はリカードの側を離はなれて森の奥へと消えていった。

　身体の力がわずかに抜けるのを感じながら、リカードはアルヴィンに声を放っていた。

「ここは……いったいなんなんだ？　どうしてウェスペルの中に、堂々とあんな化け物が棲すみついているんだ!?」

「化け物とはまたご挨あい拶さつだな。事実であることは否定しないが」

　アルヴィンは足を止めてふり返り、微笑とも苦笑ともつかぬものを漂ただよわせた声こわ音ねで告げる。

　その声に先さき程ほどまでの高圧的な響ひびきはなかったが、混乱と緊きん張ちようで精神の張りつめたリカードがわずかな変化に気づくことはなかった。

「それとも教会の守りのことを言っているのか？　あれは人間に害意を抱いだく魔ま物ものを人里に近づかせないようにする力だぞ。つまり、ここにいるのは人間に危害を加える気のない者ばかりということだ。むろん私も含ふくめてな」

「そんなことを──！」

「信じられないか？　五体満足でここまで来たことでは証しよう拠こにならんか。殺すつもりがあるのなら、とっくに殺していると最初から言っているぞ」

　悠ゆう然ぜんとした笑みを浮うかべるアルヴィンに、リカードは口に出しかけた言葉を吞みこむ。

　複雑な表情で黙だまり込むリカードを笑みを深めて見返し、アルヴィンは一言一言言い聞かせるようにゆっくりと言葉を口にした。

「いかにして、ではなく『なぜ』私たちがここにいるのかというのなら、理由は簡単だ。私が彼らにこの地に住む許可を与あたえたから──人間に危害を加えないことと、人間の前に不用意に姿を見せないことを条件にな」

「な……!?」

　あまりにも思いがけない言葉の内容に、リカードは自分の耳を疑う。

　聞き間ま違ちがいかとも思ったが、アルヴィンはそんなリカードの内心を見み透すかしたように苦笑して、もう一度同じ言葉をくり返した。

「ウェスペルを設立したのは、私だ。三百年前、ウェスペルの母体となる研究機関をこの地に作り上げ、それからずっと──陰かげながらではあるが成長を見守り続けてきた。時に生徒として学園に身を置きながら、三百年間ずっと」

「……まさか」

　ようやくリカードが口にしたのは、否定の響きを帯びた言葉だった。

「そんな、わけが……」

「だが事実だ。学園の運営に携たずさわっている者は皆みな、私が吸血鬼であることも人ならざるものがここで生活していることも知っている。すべて承知の上で協力してくれる者を選んで任命したのだから、当然といえば当然だが」

「いったい……なぜ」

　愕がく然ぜんと目を見開いて呟つぶやくリカードに、アルヴィンは口元の苦笑を消して静かに答えた。

「人間と吸血鬼──人ならざるものが共存できる可能性を探るためだ」

「共存……だって？」

　思考を止めたまま、リカードはアルヴィンが口にした言葉を機械的にくり返す。

　噓うそだ、と即そく座ざに否定する気持ちがわき上がった。吸血鬼の言葉に耳を傾かたむけてはならないという警告も──だが、まっすぐに自分を見み据すえるアルヴィンの瞳ひとみの真しん摯しさが、それらの言葉を口に出すことをリカードにためらわせた。

　自分自身の胸に生まれた迷いに戸と惑まどうような表情で、リカードは沈ちん黙もくする。

　アルヴィンはそんなリカードの表情の変化を見て取ったのか、わずかに瞳を和やわらげながらも口調を変えることなく告げた。

「吸血鬼が人間を害さずに生きていく方法を探さぐり、同時に人間に広く様々な知識を与えて理性的に物事を判断する下地を作り上げる。それが私がウェスペルを作った最大の目的だ。結果として人間を襲おそう気のない吸血鬼や、吸血鬼以外の種族を受け入れる場所ともなったがな」

　くすりと笑えみを洩もらして森の外へちらりと目を向けてから、アルヴィンは言葉を失って立ち尽くすリカードに視線を戻もどした。

「無知は恐おそれを招き、恐れは拒きよ絶ぜつを招く──人間にとっても、人ならざるものにとっても同じように。だから私はウェスペルを〝学園〟とした。ここは人間と人ならざるものがともに学ぶ場所。互たがいが互いを異なる生き物と見なして敵対するのではなく、同じ心を持った存在として認め合う……そんな未来を実現するために用意された、世界で唯ゆい一いつの学まなび舎やなのだ」







[image: 第三章]







　翌朝、日が昇のぼるのを待ってリカードは寮りようの部屋を抜け出し、寝ね不ぶ足そくで重たい頭を抱かかえながら朝の冷たい空気の中を一人歩いていった。

　石いし畳だたみに覆おおわれた道の上には、早朝ということもあってほとんど人の姿はない。

　目に付くのは生産区から届けられる物資を荷車で運ぶ職員や、体力作りのための走り込みをしているわずかな生徒の姿くらいだ。すれ違ちがう人々の姿を横目に、リカードは早足で生活区のほぼ中央に位置する教会堂へと向かった。

　朝日に白く照らし出される石造りの外がい壁へきと、立派な尖塔を持つ壮麗な建物である。

　鍵かぎのかけられていない正面の扉とびらをそっと開け、リカードはしんと静まり返った礼拝堂へ足を踏ふみ入れた。

　白を基調とする礼拝堂の中には、高窓から降り注ぐ光と清せい浄じような空気が満ちていた。

　無意識に背筋が伸びるような空気に包まれながら、リカードは奥に設しつらえられた祭さい壇だんへと歩み寄っていく。

　純白の石材で作られた祭壇を染めているのは、ステンドグラスから降り注ぐ色とりどりの光だ。控ひかえめな色調の色いろ硝子ガラスから注ぐ光は華はなやかではあってもけばけばしくはなく、むしろ荘そう厳ごんな印象を与える。

「……特におかしいところはないか」

　足を止めたリカードの視線の先には、祭壇の上に安置された聖印があった。

　無色透とう明めいの水すい晶しようから削けずり出された聖印は大人の頭くらいの大きさで、十字の星を象かたどった形をしている。

　青を中心とした光に彩いろどられ、神こう々ごうしく輝かがやく聖印をリカードは複雑な顔で見上げた。

　ウェスペルの中を吸きゆう血けつ鬼きが自由に闊かつ歩ぽしていることから、聖印に異常があるのではないかと疑ったが、見た限りそんな様子はない。

　リカードは自分の呟きの不敬さに気づいたように周囲を慌あわてて見回すと、祭壇の前に膝ひざをついて祈いのりを捧ささげた。

　故郷の教会堂にも頻ひん繁ぱんに通っていたため、ごく慣れた自然な動作だった。

　しばらく動きを止めてからリカードは立ち上がり、朝の光と静けさに満たされた礼拝堂をぐるりと見み渡わたす。

「ここからたいして離はなれていない場所に、化け物が棲み着いているなんてとても信じられないよな……」

　リカードの口からため息とともに洩れたのは、重たい呟きだった。







「……ウェスペルが、人間と化け物の共存を目指して作られた場所だって？」

　立入禁止とされた黒の森アートルムの奥──そこに隠かくすように建てられた館やかたの前で、リカードは愕然とした声が零こぼれるのを止められなかった。

「しかも吸血鬼のお前がウェスペルの設立者？　そんな話、信じられるわけがないだろう!?」

「信じられなくとも、事実であることに変わりはない」

　リカードの声ににじむ不自然なほど強い拒絶の響きに、アルヴィンは余よ裕ゆうのある笑みを浮かべたまま言葉を返す。

　反射的に言い返そうとしたリカードに彼はくるりと背を向け、月光の下に蒼あおくたたずむ館の正面玄げん関かんへ向かって歩き出した。

　肩かたすかしをくらった形のリカードに、アルヴィンはふり返りもせずに声を投げやった。

「立ったまま長話というのもなんだ。ついてくるといい──恐こわいのだったら、ここで帰ってもかまわんが」

「……っ！」

　あからさまな挑ちよう発はつの言葉に、リカードはかっと朱しゆの色を顔に上らせる。

　乱暴な足取りで追ってくる気配を背中に感じ、アルヴィンは口元の微び笑しようを深める。そこには苦笑めいたものも含ふくまれていたが、ふり返らずに進む彼の表情がリカードの目に触ふれることはなかった。

　玄関を入るとあたりは一面の闇やみで、伸のばした手の先さえも満足に見えない。

「戻ったぞ」

　思わずリカードが足を止めた瞬しゆん間かん、アルヴィンは闇に塗ぬり潰つぶされた館の内部に向かって声を発する。

　同時に、玄関の壁かべに設えられた燭しよく台だいに小さく音を立てて明かりが点ともった。

　誰だれ一人見当たらないというのに廊ろう下かの壁に並ぶ燭台にも次々と火がつき、明るくなった館の中をリカードは顔を引きつらせて眺ながめた。

　アルヴィンはかまわずに館の奥へ足を踏み出し、ぎこちない動きでリカードが続く。

　艶つややかに磨みがき上げられた木製の階段を上り、広々とした一室に通されたところでリカードは詰つめていた息を言葉とともに吐はき出した。

「……で、俺をここに連れてきてどうする気だ？」

「立ち話もなんだと言っただろう。取って食おうというわけじゃないし、まずは座れ──話はそれからだ」

「取って食うとか、吸血鬼が言うと全然洒落しやれになんないぞその台詞せりふ」

　嫌いやな顔をしながらリカードが示された席に着くと、うっすらと身体からだの透すけた老人がどこからともなく現れて茶器をテーブルの上に並べた。

　老人に気づいたリカードは盛大に顔を引きつらせ、飛び退のく寸前でかろうじて留とどまる。

　片かた眼鏡めがねに古風な侍じ従じゆうの服装をした白しら髪がの老人は、流れるような手て際ぎわで茶の用意を済ませると一礼して室内から──文字通り──姿を消す。

　ばくばくする心臓を服の上から押さえて、リカードは青ざめた顔を正面の椅い子すに座ったアルヴィンへと向けた。

「は、話を……聞かせてもらおうじゃないか」

　尖とがった声を投げるリカードの目から力は失われておらず、アルヴィンは満足げに目を細めて目の前に置かれたカップを取り上げた。

「話すことと言っても、もうそれほど残ってはいないが……むしろこちらから聞かせてもらいたいくらいだな。どうしてこんな夜よ更ふけに、立入禁止の森の中をうろついていたのか」

「え？　あ、それは……」

「夜間の無断外出に、立入禁止の黒の森アートルムへの侵しん入にゆう。ついでに真しん剣けんの所持及および使用──私に対しての傷害行こう為いを差し引いても、十分過ぎるほどの校則違い反はんだぞ」

「校則違反って……」

　よりにもよって吸血鬼に校則違反を問われるとは思っておらず、リカードは目を白黒させて言葉を探す。

「まともな生徒は部屋で大人しく寝ねている時間だろうが。不健全にもほどがあるぞ。まさか、眠ねむれなくて散歩に出たなどと馬ば鹿かな言い訳をするつもりじゃないだろうな──しっかり武器まで持って？」

「それは、その……」

　たたみかけるように言葉を重ねるアルヴィンに、リカードは微び妙みように目を逸そらして答えた。

「上級生が黒の森アートルムの近くで幽ゆう霊れいを見たって話をしているのを聞いて、本当かどうか確かめようかと思って……幽霊だけならまだしも、物ぶつ騒そうな化け物がうろついていたら誰かが襲おそわれるかもしれないだろ」

「自分の身に危険が及ぶとは考えられなかったのか？　そこそこ剣は使えるようだが、自うぬ惚ぼれは身を滅ほろぼすもとだぞ」

　アルヴィンの台詞にリカードは眉まゆ尻じりを吊つり上げたが、冷ややかな声の底ににじむ妙みように真剣な響ひびきに返す言葉を失う。

　わずかに視線を泳がせたのち、リカードは口元を曲げて言いにくそうに声を発した。

「話半分だと思っていたんだよ。剣を持ってきたのも念のためというか、森に入るんだったら最低限の武装は必要だと思ったからで──村の近くで頻繁に危険な獣けものが出しゆつ没ぼつするから、うちの村じゃ森に入る時は剣を持っていくのが当たり前になってるんだ」

「習慣……ですか」

　平へい淡たんな口調で言葉を差し挟はさんだのは、アルヴィンの後方に立っているトリアだった。

「確かに、普ふ通つうの生活を送っていた割にはずいぶん剣を持って歩くのに慣れている様子でしたが。まるで高度な訓練を受けてでもいたみたいに」

　トリアの指し摘てきにリカードはぎくりと身を強こわ張ばらせてから、ややぎこちない笑え顔がおで「いざって時に備えて、普ふ段だんから鍛たん錬れんしてるからな」と言い返す。

「小さい村だから、男はみんな戦力みたいな扱あつかいなんだよ。たまに大型の獣が村の中まで侵入してくることがあるし……」

　退治師ハンターを目指して腕うでを磨いてきたなどとは、口が裂さけても言えるものではない。

　内心で冷や汗あせを流しながら、リカードは噓うそと事実がまぜこぜになった説明を口にする。

　そのため無言で茶を口に運んでいたアルヴィンが小さく息を吐き、「まぁ、それはいい」と声を発した時には心の底から安あん堵どした。

「染しみついた習慣はなかなか抜ぬけるものではないからな。むろん、だからといって校則違反が許されるわけではないが」

「……吸きゆう血けつ鬼きに校則違反だなんだと言われる覚えはないぞ」

　安堵のあまり脱だつ力りよくしそうになるのをこらえ、リカードは低く唸うなるように言葉を返す。

　リカードにしてみれば至し極ごく当たり前の抗こう議ぎだったが、アルヴィンはいかにも心外そうに眉まゆを上げて言い返した。

「私が吸血鬼であることと、お前の校則違反を咎とがめることにいったいなんの関かかわりがある？　私が生徒会長だということを忘れたのか？」

　傲ごう然ぜんとした口調は真面目まじめそのものだったが、唇くちびるの端はしに浮うかんだ笑みを見れば面おも白しろがっているのが丸わかりだった。

「だから、どうして吸血鬼が生徒会長なんてやって……！」

「生徒の支持を得て選ばれたからに決まっている。もちろん、魅み了りようや暗示などの不正などいっさい使ってはいない。そんな必要などなかったしな」

「そういう問題じゃなくて！」

　平然と言葉を重ねるアルヴィンを前に、リカードは強い口調で言い放って首を横に振ふった。

　自分のことに話が及んで忘れそうになっていたが、ここは化け物の巣そう窟くつのただ中だ。

　目の前の存在が吸血鬼であることと、自分がウェスペルに入学した一番の目的を思い出してリカードは気持ちを引き締しめる。

（こいつの話術に巻き込まれては駄だ目めだ。それこそ吸血鬼の得とく意い技わざなんだから、自分の意志をしっかり持って対応しないと）

「お前たちの目的は、いったいなんなんだ？」

　一度伏ふせた目に炯けい々けいたる光を宿して、リカードはアルヴィンを睨にらみ据すえて言った。

「ここまで俺を連れてきた以上、生かして帰すつもりなんてないんだろう？　だったらせめて本当のことを言ったらどうなんだ？」

　決死の覚かく悟ごで告げた言葉だったが、アルヴィンはやれやれと言いたげな表情で肩かたをすくめただけだった。

「殺す気はないとさっきから言っているだろうに……」

「信じられるか、そんな言葉！」

　ほとんど反射的にリカードが口にした声に、不快そうな表情を閃ひらめかせたのはアルヴィンではなくトリアだった。

　薄うすいレンズの下の目を鋭するどく細め、言葉を発しかけたトリアをアルヴィンが手で制する。

　リカードに向けたアルヴィンの目には、試ためすとも挑ちよう発はつするともつかない成分を含ふくんだ笑みが揺ゆれていた。

「だったら、私がなにを答えても無む駄だではないのか？　吸血鬼の言葉は信じられないのだろう──それとも自分にとって都合のいい言葉だけは信じるのか？」

「……それはっ！」

「私がウェスペルにいる目的なら、さっき話した通りだ。人間と吸血鬼の共存の可能性を探さぐること。生徒として在ざい籍せきしているのは……まぁ、一種の趣しゆ味みだ。何十年かに一度くらいの頻ひん度どなのだし、少しばかりの息いき抜ぬきは許されてもいいだろう？」

　生徒会長に選ばれてしまったのは計算外だったが、とアルヴィンは苦く笑しようをのぞかせる。

　リカードはその顔を見つめたまま、返すべき言葉を胸の中で探した。アルヴィンの声や表情から噓は感じられなかったが、リカードは唇をきつく嚙かみしめて自分自身の感想を否定した。

（そんなはずはない。吸血鬼は人間を襲って殺す存在なんだ──父さんを殺したのだって吸血鬼なんだぞ！）

「いったい今まで、どれだけの人間が吸血鬼に殺されたと思ってる？　仮に百ひやつ歩ぽ譲ゆずってお前の言ってることが本当だったとしても、共存なんてできるわけがないだろう！　お前と同じ吸血鬼が、今もなお大勢の人間を殺しているんだぞ!!」

　椅子を蹴けって立ち上がったリカードが叩たたきつけた怒ど声せいを、アルヴィンは顔色一つ変えることなく受け止めた。

　揺るぎもせずにリカードを見返す瞳ひとみには、凪ないだ水面のような光が浮かんでいる。

　見下すのでも敵視するのでもなく、正面から相手と向き合う瞳にリカードは瞬しゆん時じ息を吞のみ、同時にアルヴィンは毛一筋ほどの笑みを口元に含ませて言った。

「……そうだな。人間と吸血鬼の歴史を思えば、そう思うのも無理からぬことだ」

　笑みを含んではいてもどこか寂さみしげな響きを持つ声に、リカードは胸の奥底を罪悪感めいた痛みがよぎるのを感じる。

「言葉をいくら重ねたところで、信じる気持ちがないのなら時間の無駄としかならない。それならいっそ、その目で私たちが信の置ける相手かどうか確かめてみるか？」

「……確かめる？」

「そうだ。私の言葉が信用できないというなら、自分自身の目で私のやろうとしていることを──私たちが信用に足る相手かどうかを確かめてみろ。それなら、いくら石頭のお前でも納なつ得とくできるだろう？」

　端たん整せいな顔に浮かべた笑みをにっこりと深めて、アルヴィンは朗ほがらかな声で提案する。

　咲さき誇ほこる大輪の花のような笑みに目を奪うばわれかけ、はっと我に返ってリカードは表情を引き締める。

　警けい戒かいの色を強めたリカードの視線を、歯し牙がにもかけぬ様子でアルヴィンは言い放った。

「リカード・レナン・セグリース──生徒会長として、お前を臨時役員に任命する」

「は……？　臨時役員って……」

　ぽかんとした表情で声を発してから、リカードは慌あわててアルヴィンに問いかける。

「なんだよそれは!?　任命って……いったいなんのつもりだ!?」

「その名の通り臨時の生徒会役員だ。正式な役員は成績優ゆう秀しゆう者しやの中から各学年十名ずつ、指名する形で任命されるのだがな。大きな行事や役員の欠員などで手が足りなくなった時、臨時で任命されるのが臨時役員となる──こちらは特に成績優秀者などという条件はない」

　よかったな、とアルヴィンが笑って付け加えた一言に、リカードの表情が困こん惑わくと憤ふん慨がいの混ざり合ったものとなる。

「だあぁっ！　だから、どうして俺が臨時役員なんてものにならなきゃなんねえんだよっ!?」

「私が信用できるかどうか確かめるのなら、側そばで観察するのが一番の早道だろうが。生徒会の仕事もやってもらうから多少忙いそがしくはなるだろうが……ちょうど今は新入生交流会の準備で、人手が足りないところだったしな」

「それって単にこき使うための口実じゃ……!?」

　反射的にリカードが口にした言葉に、アルヴィンは底意地の悪い笑みを浮かべてみせた。

「断っても別に構わんが、その場合ちょっと困ったことになるかもしれんぞ？　今夜一晩だけで、お前はいったい何件の校則違い反はんを犯おかした？」

「え……？」

　嫌いやな予感がよぎるのを感じ、リカードはアルヴィンの顔を見つめ返す。

「一件一件は厳重注意で済まされることかもしれんが、ここまで重なると長期の停学もしくは退学ということも考えられるな。特に人に剣けんを向けたことに関しては、事情がどうあれ厳しい処分が行われるのが常だ」

「あれは不ふ可か抗こう力りよくだろ！　お前が剣の前に飛び出してきたんだし!!」

　思わずリカードは言い返したが、アルヴィンはしれっとした口調で「まぁ退学となった場合ここで見聞きしたことは忘れてもらうが」と呟つぶやく。

「ちょっと待て！　お前に傷を負わせた件は差し引くって、さっき──」

「傷は治ってしまったから傷害の件は立証できないが、真剣を向けたことはまた別だ。実際に剣を所持しているのだから言い逃のがれはできまい？　ついでに私はウェスペルの中ではかなりの発言力も持っている──生徒一人、どう処分するのも思いのままだぞ」

　にやりと笑ってアルヴィンが口にした言葉の意味を正確に察し、リカードは圧あつ倒とう的てきな不利を悟さとりながらも大声をあげる。

「横暴だ！　権力濫らん用ようにもほどがあるだろ!!」

「好きなだけ吠ほえるといい。そもそも今夜の件では、お前のほうに非があるのだからな。裏で手を回さなくても、十分処分を受けるだけの行こう為いはしているんだ。私の申し出を受けるならともかく、そうでないなら目をつぶってやる必要などない」

　傲ごう然ぜんと言い放つアルヴィンにリカードは睨み殺すような目を向けたが、もはや臨時役員となる以外の道が残されていないことは明らかだった。

（……いや、これはチャンスだ）

　ぎりぎりと奥歯を嚙みしめるリカードの意識の奥で、冷静さを取り戻もどした精神の一部がささやきかける。

（こいつらがウェスペルに化け物を集めてなにをやろうとしているのか調べるには、側にいたほうが好都合……今すぐ殺されることもなさそうだし、監かん視しのためにもここは大人しく従っておいたほうがいい）

「わかった……臨時役員の件、引き受ける」

　油断なく瞳を光らせながら、リカードはいかにも渋しぶ々しぶといった様子で答える。

「そうか！　だったら、明日にでも書類を用意しておくとしよう。授業が終わってから生徒会室まで任命書を取りにこい。あと言うまでもないことだが、私たちの正体については他言無用だ。もし誰だれかに話そうとしたら、その素そ振ぶりを見せただけで放校処分になると思え」

「……ああ」

　低く声を返すリカードに、アルヴィンはにこりと屈くつ託たくのない笑え顔がおをのぞかせる。

　親しい友人に向けるような笑顔のためか、居い丈たけ高だかな物言いにも不思議と反感を覚えることはなかった。

　リカードは薄うすれそうになる警けい戒かい心しんを懸けん命めいに繫つなぎ止め、アルヴィンの顔を睨にらみつける。

　この笑顔に騙だまされてはいけない──くり返し自分自身に言い聞かせながら、リカードは鈍にぶい痛みを訴うつたえる胸の一部から意識を引き剝はがした。







「……馬ば鹿かなことを考えるんじゃないぞ」

　昨夜のことを思い出したのと同時に、胸によみがえった複雑な感情をリカードは首を振ふって追い払はらった。

（あれは吸きゆう血けつ鬼きなんだ。どんなに無害そうに見えても、人の生き血をすする化け物なんだぞ。こうして無事でいられること自体、奇き跡せきにも等しい……どんなつもりで俺を生かしているのか知らないが、あいつがなにか企たくらんでいることは確かなんだ！）

　考えれば考えるほど胸に広がる苦々しさの原因が、アルヴィンの言葉を否定し続ける自分にあることにリカードは気づいていなかった。

　大きく息を吐はいて、礼拝堂の入口にリカードが足を向けようとした時だった。

「──珍めずらしいな、こんな朝早くからお客か？」

　ふいにかけられた男性の声に、ぎくりと身をすくめてリカードは足を止める。

　慌てて声の方向に目を向けたリカードは、礼拝堂の奥にある通用扉とびらから出てくるオスタリオの姿を認めた。

　以前会った時と同じように教父服を着き崩くずし、室内履ばきの踵かかとを潰つぶして履いている。

「なんだ、昨日の熱血小こ僧ぞうじゃないか。どうした、やっぱりお兄さんに悩なやみ事を聞いて欲しくなって訪ねてきたのか？」

「違ちがうわっ！　悩み事なんかないって言ってるだろうが!!」

　反射的に怒ど鳴なり返したリカードだったが、オスタリオは気にする様子もなくあけっぴろげな笑みを浮うかべて歩み寄ってくる。

「まぁ、遠えん慮りよするなって。悩み事のない人間なんてこの世に存在しないぞ～。特に若いうちはつまらんことであれこれ頭を悩ませるもんだ。寝ね癖ぐせが取れないとか服に付いたシミが落ちないとか顔が悪くて女の子にもてないとか」

「相談受ける立場の奴やつがつまらんとか言っちまっていいのかよ!?　てか最後のは絶対つまらん悩みなんかじゃないぞ!!」

「いやぁ、その手の相談は面めん倒どう臭くさくて受けたくないんだよ、正直。特に顔のことは──相談を受けたら誠心誠意対応はするけどさ～」

「正直過ぎるんだよ不良教父！　そんな話聞いて相談しようって気になれるか!!」

　静まり返った礼拝堂の中にリカードの声がわんわんと響ひびき渡わたり、こらえきれないように噴ふき出してからオスタリオは表情をあらためる。

「若者には悩み事があるくらいでちょうどいいんだよ。どんなつまらん悩みだろうと、悩んだ分だけ成長できるのが人間ってやつだ。その手助けをするのが、人を教え導く俺たち聖職者の役割。ただ話を聞いてもらうだけで気が楽になるなんてこともあるしな」

　にんまりと目を細めるオスタリオの顔から、リカードは気づかれないようにそっと視線を逸そらす。

　悩み事などないという自分の言葉が、正しくないことをリカードは知っていた。

　昨晩から頭の中を巡めぐり続けている考えを、胸をちくちくと責め続ける複雑な感情を、残らず吐き出してしまいたい気持ちはあった。

　だがそれは決して、安易に他人に明かすことのできる問題ではなかった。

　アルヴィンに口止めされているからではない。確かに理由の一つではあったが、吸血鬼がウェスペルに潜ひそんでいるという事実を公表した場合、どれだけの騒さわぎが起こるかリカードには想像もつかなかった。

　ウェスペルに在ざい籍せきしている生徒や、教職員の安全を考えるのならすぐにでも明かしたほうがいいとわかってはいたが──

（わかっているのに、どうして口に出す気になれないんだ？　アルヴィンの言葉を信じているから？　あり得ないだろう、吸血鬼の言うことを信用するなんて）

　アルヴィンの本当の目的がなんなのか、ウェスペルに潜んでいる吸血鬼がどれだけいるのか探るだけ──そう思いながらも、根こん拠きよが薄いことをリカードは自覚していた。

（結局、俺はウェスペルの人間を危険にさらしているだけじゃないのか？　こうして手をこまねいている間に、誰かが犠ぎ牲せいになりでもしたら……）

　思い詰つめたような表情で黙だまり込んでいるリカードの顔を、オスタリオが男らしく整った眉まゆを寄せてのぞき込む。

「おい……大だい丈じよう夫ぶか？」

　目を上げると思った以上に近い場所にオスタリオの顔があり、リカードはぎょっと目を見開いて大きく身をのけぞらせた。

「……んなっ!?」

「うわ～、お兄さん傷つくんだけど。そんな化け物でも見たみたいな反応されると、心配して損した気分になっちゃうぜ」

　目を細めて棒読みの口調で言うオスタリオに、リカードは顔を赤らめて「わ、悪い」と声を投げる。

「いいんだけどさ、どうせ思い悩む若人わこうどにもろくに信用してもらえない不良教父だし。悩みを相談するだけの価値もないってことかな。なんのために教会堂に常じよう駐ちゆうしてるのかわからなくて泣いちゃうよ、もう」

「いや、だから相談するような悩みなんて……」

「暗い顔して思い詰めてるくせに、悩みなんてないの一点張りだしよ～。どれだけ信用されてないのか丸わかりじゃねえか」

　オスタリオは胸を押さえてがっくりとうなだれ、リカードは慌あわてて声をかけようとする。

　しかしオスタリオの仕草には芝しば居い臭くささがたっぷりと漂ただよっており、それに気づいてリカードは怒いかりと安あん堵どの入り混じった表情で怒鳴った。

「わざとらしい芝しば居いしてんじゃねえっ!!　ていうか、いい年と齢しした男が泣き真ま似ねなんかしてもうっとうしいだけだぞ!!」

「年齢差別反対～！　そもそも男の泣き真似なんて、何歳だろうと見られたもんじゃねえし」

「わかってんならやるな!!」

　気の抜ぬけた声で唱えるオスタリオを睨みつけ、リカードはわずかに表情を陰かげらせると足元に視線を落として言った。

「……ちょっと、あれこれ頭を悩ませているのは事実だけどな。色々あって……自分のやっていることが本当に正しいのか、これまで自分が信じてきたことが本当に正しかったのかわからなくなってきてさ」

　ぽつりぽつりとリカードが口にする言葉を、オスタリオはよけいな合いの手を入れようとはせずに黙って聞いていた。

「これなら、なにも知らないでいた時のほうが気楽だったよ……少なくとも、自分のやるべきことははっきりわかっていたんだから」

「無知でいることは、決して正しいことじゃないと俺は思っているけどな」

　瞳ひとみに穏おだやかな笑みをのぞかせて、オスタリオは重く響く言葉をリカードに投げやった。

「なにも知らず、なにも考えずただ誰だれかの言うことに従って生きるのは楽だぜ？　だけどその生き方は人間の生き方じゃない、奴ど隷れいの生き方だ」

「……奴隷？」

「そうだ──神が人間に知ち恵えを与あたえたのは、奴隷として生きさせるためじゃない。自分の目と耳で多くのことを知り、なにが正しいか自分で考えさせるためだ。正しいことなんて人に教えられるようなもんじゃねえ。考えて迷って、自分の力で見つけ出すものなんだよ」

　迷いの末に選び取った答えなら、与えられたものとは違って簡単に揺ゆらぎはしないさ──とオスタリオは力強く言い放つ。

「……いいのかよ、教父がそんなこと言って？」

　わずかな沈ちん黙もくのあと、リカードは目を細めてオスタリオに声を投げやった。

「神の教えは絶対にして神聖なものだって説教するのが、教父の仕事じゃないのか？」

「そりゃ偉い大だいなる神の教え以上に、正しいものなどないと思っておりますので」

　照れ隠かくしの成分を多分に含ふくんだ憎にくまれ口に、教父ぶった口調で答えながらオスタリオはいかにも敬けい虔けんな仕草で印を切ってみせる。

「いずれ誰だれもが正しき教えにたどり着くなら、成長の過程として通るその道を否定することはないと思うのですよ、リカード君」

「……やめてくれ、その口調。あと、俺いつあんたに名乗った？」

「神の御み許もとを訪おとずれる迷える民たみを、私たちは常に注意深く見守っているのです──いや、生徒の顔と名前はひととおり把は握あくしてるのよ。色々と相談されるわけだし」

　途と中ちゆうでがらりと口調を変えてオスタリオは答え、嫌いやそうに顔を歪ゆがめていたリカードが千人を超こえる生徒を!?　と表情を一変させる。

「そうなんだよ、だから教父の仕事は激務なんだって……普ふ通つうの村に赴ふ任にんしても、村人全員の顔と名前は必ず覚えることになってるけどさ」

　オスタリオは笑って告げ、呆ぼう然ぜんと立っているリカードに歩み寄るとぽんと頭に手を置いた。

「ま、それだけ生徒がいれば考え方だって千せん差さ万ばん別べつ、自分の考えに自信が持てなくなるなんてこともあって当たり前だ。一人一人顔も性格も、能力や考え方だって違ちがうわけなんだから……違うことを理由に否定してたら、この世に分かり合える奴やつなんて一人もいなくなっちまうぜ」

「……今、あんたが初めてまともな教父に見えた」

「お前なぁ、真面目まじめに相談に乗ってやった人間に向かって言う言葉か、それが！」

　オスタリオは腹いせのようにリカードの髪かみをぐしゃぐしゃに搔かき回し、ぐあっと声をあげてリカードは彼から距きよ離りを取る。

　いささか憮ぶ然ぜんとした顔で乱れた髪を直し、リカードは足早に礼拝堂の入口に向かった。

「まぁ、参考程度に聞いておくよ。あと、本当にあんたに相談したくて教会堂に来たわけじゃないからな！　最近きちんと礼拝してないから、散歩がてら祈いのりに来ただけだ！」

「そうかそうか、そりゃ信しん仰こう熱心で結構なことだ」

　リカードの怒ど声せいにもまるで動じることなく、へらりとした笑えみを浮うかべてオスタリオは手を振ふってみせた。

　去っていくリカードを見送る瞳には、歳としの離はなれた弟を見やるような温ぬくもりが宿っていた。

「ま、相談と言わず愚ぐ痴ちでも恨うらみ言でも聞いてやるから、気が向いたらまた来いよ！」

　背中にかけられた声にリカードは少しだけ足を止めてふり返り、軽く会え釈しやくだけして再び歩き始める。

　同意するともただの儀ぎ礼れいともつかない仕草に、オスタリオの顔に苦く笑しようが浮かぶ。

　細められた目の奥にはどこか抜け目のない鋭するどい光が見え隠れしていたが、すでに扉とびらの外へと出ていたリカードが見て取ることはなかった。







　寮りように戻もどって食堂に駆かけ込み、パンと卵入りのスープとサラダという朝食を摂とるとリカードは制服に着き替がえ、ルームメイトたちとともに授業へと向かった。

　睡すい魔まと戦いながら一日の授業を受けて、放課後になると校舎群の中心に位置する中央校舎へ足を向ける。

「リカード？　どうしたんだ、そっちに用か？」

「ん、まぁ……ちょっと呼びだし受けてて」

　ルームメイトのジェイスに歯切れ悪く答えて、リカードは下校する生徒たちとは反対方向に歩き出す。

　中央校舎は学園都市の中で最も古い建物で、石の外がい壁へきは蔦つたの葉に半ば覆おおわれている。

　かろうじて見える部分も風雨や日差しで色いろ褪あせ、白茶けた外壁にそこだけ新しく直した窓の木き枠わくが黒々と映はえていた。

　リカードは建物の中へ足を踏ふみ入れると、案内図に従って二階の奥にある一室へと向かう。

　やがて足を止めたリカードの視線の先には、『生徒会役員室』と彫ほり込まれた金属板が打ち付けられた扉があった。

「……よし」

　覚かく悟ごを決めるように呟つぶやいて、リカードは飴あめ色いろの艶つやを帯びた扉を軽く叩たたく。

　しんと静まり返った廊ろう下かにノックの音が高く響ひびいたが、しばらく動きを止めて待っても室内から応答はなかった。

　訝いぶかしげな表情がリカードの顔に浮かび、もう一度ノックしようとした時かすかな音を立てて扉が開かれる。

「うわっ!?」

　振り上げた手が空を切り、内開きの扉を開けた男子生徒が目を丸くした。

　起き伏ふくに乏とぼしい顔をした細身の生徒で、墨すみで描えがいたような漆しつ黒こくの眉まゆと瞳が象ぞう牙げ色いろの肌はだに鮮あざやかに映える。濡ぬれたような黒くろ髪かみは腰こしに届く長さで、背中の半ばあたりで朱しゆ房ぶさのついた組くみ紐ひもで束ねられている。

　静せい謐ひつな物もの腰ごしと落ち着いた表情が彼を大人びて見せていたが、実際はリカードより一つか二つ年上といったところだろう。

「あ、あの……」

　相手の雰ふん囲い気きに吞のまれたようにリカードは呆然と声を発し、同時に黒髪の生徒は無言で扉の脇わきへと移動した。

「ああ、来たか──入れ」

　同時に部屋の中から投げかけられた声に、リカードは知らず全身を緊きん張ちようさせながら従う。

　危害を加えるつもりなら昨晩とっくにやっている──心の中で何度もそう唱え、リカードは生徒会室の奥へと足を進めた。

　部屋の中は簡素ではあったが、一目で質の良さがわかる調度品で調ととのえられていた。

　白く塗ぬられた壁かべ際ぎわに置かれた書しよ棚だなには書類を綴とじた冊子フアイルが整然と並べられ、テーブルの上には必要最底限の筆記具や書類用紙だけが準備されている。

　絨じゆう毯たんの敷しかれた床ゆかの上も、掃そう除じが行き届いているらしく塵ちり一つ落ちている様子はない。

　現実に使われているとは思えないほど整理整せい頓とんされた部屋だったが、リカードにとって意外だったのは大きく取られた窓からさんさんと日が差していることだった。

「……なんだ、その顔は」

　窓を見やるリカードの表情を見て、一番奥の席に座っているアルヴィンがおかしそうに目を細める。

「暗い穴あな蔵ぐらのような部屋に閉じこもっているとでも思ったか？　一いつ般ぱん生徒も出入りするのに、それじゃ怪あやしすぎるし不便だろう？」

　気の抜ぬけた表情を引き締しめて、リカードはアルヴィンの座る席に歩み寄っていく。

「足労をかけたな。昨日の様子からして、怯おびえて寮の部屋にでもこもっているのではないかと心配していたぞ。きちんと自分の足で来られてなによりだ」

「──馬ば鹿かにすんなよ」

　リカードの声に怒ど気きがこもるのを、アルヴィンは笑顔のまま聞き流す。

　怒いかりが目の前の吸きゆう血けつ鬼きに対する恐きよう怖ふも警けい戒かいも押し流し、憤ふん然ぜんとリカードが大声をあげようとした時、アルヴィンが机の上を滑すべらせるように一枚の書類を差し出した。

「これは……？」

　出しかけた言葉を吞みこんで、リカードは執しつ務む机の上に置かれた書類を見下ろす。

「ここに来た目的を忘れたのか？　任命書を渡わたすと言っていただろう……そこに服務規程が書かれているから、ひととおり目を通して下の空白に署名しろ」

　アルヴィンに促うながされてリカードは渋しぶ々しぶ書類を取り上げ、眉み間けんに皺しわを寄せて紙面にびっしりと書かれた文字を目で追う。

「期間はとりあえず交流会までの間でよかろう。役員とは言ってもあくまでも臨時だ。あまり長く拘こう束そくして勉学に支障が出ては困るし、特にお前の場合はあっという間に成績が落ちて退校する羽目にもなりかねん」

「よけいなお世話だ──交流会ってのは？」

「年中行事についての説明も聞いていなかったのか？　新入生が多少学園での生活に慣れてきたところで、普ふ段だん接する機会の少ない上級生や教職員との交流を促すための行事だ。上級生相手でも物もの怖おじせずに話しかける、お前のような図太い生徒ばかりではないのでな」

　あからさまな皮肉を含ふくませたアルヴィンの声に眉を寄せながらリカードは書類を読み終え、荷物の中から筆記用具を取り出して文末に署名する。

　半ばやけっぱちで突つき出された書類を、アルヴィンはにんまりと笑って受け取った。

「これで俺はお前らの思いのまま、か？　覚悟は決めてきたんだ、あとは煮にるなり焼くなり勝手にしろ！」

「お前をどうこうしようという気はないが……そこまで言うのだったら、いっそ期待に応こたえてやるべきか？」

　剣けん吞のんな光を瞳ひとみに宿してアルヴィンは立ち上がり、思わず飛び退すさろうとするリカードの右みぎ腕うでを摑つかむ。優ゆう雅がであるにもかかわらずその動きは素す早ばやく、決して悪くはないリカードの反射神経をもってしても逃にげる間はなかった。

　薄うす紫むらさき色いろの瞳に射いすくめられたように、リカードは全身を硬こう直ちよくさせて立ちすくむ。

　間には机が挟はさまっていたが、強い力で引き寄せられて両者の距きよ離りはわずかしかない。間近に迫せまった人間離ばなれした美び貌ぼうに見とれる余よ裕ゆうもなく、リカードは悲鳴をあげてアルヴィンを力ちから一いつ杯ぱい突つき放そうとした。

「──うわぁっ！」

　同時にアルヴィンはリカードの腕うでを解放し、くくっと低く声をたてて笑った。

「見事に予想通りの反応だな。本気で手を出すとでも思ったのか……？　だいたい襲おそおうにも昼の吸血鬼には血を吸う牙きばもないのだぞ？」

「う、うるさい!!」

　からかわれたことに気づいてリカードは顔を真っ赤に染め、にやりと笑った口元を示すアルヴィンからさらに距離を取ろうとする。

　その背に軽い衝しよう撃げきを受けて、リカードは背後に立っている人物の存在に気がついた。

「あ……っ!?」

　反射的にふり返り、部屋の扉を開けてくれた男子生徒であると気づく。

　しかし口にしかけた謝罪の言葉は、結局音とはならずに口の中で消えた。リカードの脳のう裏りを一つの疑念がよぎったためだった。

　表情を硬かたくしたリカードに、椅い子すに座り直したアルヴィンが人の──あるいは吸血鬼の──悪い笑えみを浮うかべて声を投げやった。

「言い忘れていたが、今期の生徒会役員はほぼ全員が吸血鬼だ。それくらいは当然予測してきているだろうがな」

「……っ！」

　頭の片かた隅すみにあった疑念が現実のものとなり、リカードは声にならない悲鳴をあげる。

（そうだよ、吸血鬼が生徒会長をやってるんだから、それくらい考えておくべき……ってどうして今まで忘れてたんだよ、俺!?　いくら緊張してたからって頭回らな過ぎだろ!!）

「ちなみにそいつは書記のシン・ムラン。二年生だ。東国の出身で吸血鬼としてはまだ若じやく輩はい者ものだが、武術の腕はかなりのものだぞ」

　アルヴィンの紹しよう介かいを受けて、シンはリカードから身を離はなすとわずかに両手を組んで胸の前に掲かかげるような独特の礼をする。

　だがリカードには礼を返すどころか、相手の様子をまともに見る余裕さえなかった。

　飛び上がるようにシンの側そばを離れるリカードを、アルヴィンはわずかに非難の色の混ざった眼まな差ざしで見やった。

「お前もたいがい失礼な奴やつだな。そんな態度を取られたのではシンが傷つくぞ。こう見えてもけっこう繊せん細さいな奴なんだ」

「彼になにを言ったところで無む駄だですよ」

　そっけなく投げられた声の方向にリカードは目をやり、出入口とは別の扉とびらの前に立っているトリアの姿を発見する。

　リカードを無視して部屋を横切り、トリアはアルヴィンの前に用意してきた茶を置く。

「こっちはすでに見知っているだろうが、副会長のトリアドーレ・ケイサム。礼れい儀ぎに関しては特にうるさいから、心して口をきくようにな」

「別に気にしませんよ。人語を解する動物の一種だと思っていますから」

「──なんだと!?」

　顔を向けようともせずトリアが投げた言葉の辛しん辣らつな内容に、リカードは目を吊つり上げて声を張り上げる。
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　うるさそうに眉まゆを寄せただけで、トリアはなにも言わずに書類の整理を始めた。

　怒りに満ちた表情でトリアに詰つめ寄りかけ、寸前でリカードは自分を取り巻く状じよう況きようを思い出して踏ふみ止とどまる。

　忙いそがしく表情を変えるリカードの顔を横目に眺ながめ、アルヴィンは苦く笑しよう混じりに声を発した。

「動物がいくら吠ほえても、うるさいだけで本気で腹を立てることはない──か。よかったな、リカード。どれだけ無礼な態度を取っても特別に目こぼししてもらえるぞ」

「嬉うれしくねえよ、そんな特別!!」

「だったら、その言動をあらためることだな。たった一学年でも、私たちが年長者であることには変わりがないぞ。ついでに言うなら実じつ年ねん齢れいではもっと上だ」

「うう……」

　歯は嚙がみしながらリカードは口を閉じ、アルヴィンは笑みを含んだ口元に茶のカップを運ぶ。

　馥ふく郁いくたる茶の香かおりが室内に流れ、カップを受け皿の上に戻もどすとアルヴィンが机の上から先さき程ほどとは別の書類を取り上げ、ひらりとリカードに突き出した。

　距離があるため書類の内容は読み取れず、リカードは訝いぶかしげに眉を寄せる。

「これがお前に渡す任命書だ。嚙かみついたりしないから、そんな離れたところにいないでさっさと取りに来い」

　ひらひらと紙を振ふってみせるアルヴィンに、馬鹿にされたように感じてリカードは憤然と足を踏み出す。

　吸血鬼に近づくことに抵てい抗こうはあったが、反はん抗こう心しんと意地がリカードを動かした。

　後ずさりたい気持ちを腹の奥深くに沈しずめて、リカードはアルヴィンの前に歩み寄ると差し出された書類を受け取った。

　渋しぶい顔のまま書類に目を落とすリカードを、アルヴィンは満足げに見上げて言った。

「これでお前も、臨時とはいえ立派な生徒会の一員だ。注目を受ける立場でもあることだし、生徒会の名に恥はじることのない態度で業務に励はげむように」

「業務って……どんな仕事があるんだ？」

「まぁ色々だ。学園自治会は学園内で活動するすべての組織の支し援えん、統とう括かつをする立場にあるからな。寮りよう会かいしかり、学部会しかり……」

　数え上げるように指を折って口にしてから、アルヴィンは瞳の笑みをわずかに深める。

「とはいえ、お前の場合あくまでも臨時役員だからな。仕事の中心は各部署への連れん絡らくや届け物などになる。言ってみれば使いっ走りのようなものだが、気き兼がねなくこき使える人員が足りなくて困っていたところだ。いや、本当に助かったぞ」

「って、結局やっぱり人手の確保が目的だったんじゃねえか！」

「一石二鳥と言ってもらいたい。お前は私たちを側で観察することができる、私たちは人手を確保することができる。誰だれも損をしない、実にお得な取り引きだろうが」

　しれっとした顔でアルヴィンは告げ、複雑極きわまりない表情で口を閉じるリカードに声を低く落としてささやきかける。

「それに、お前は根本的に私たちを信用していないだろう？　私たちが人間に手出ししないか見張るためにも、生徒会に入っていたほうが都合がいいのではないか？」

「……っ！」

　内心に秘ひめていた目的の一つをまっこうから指し摘てきされ、リカードの顔色が変わる。

「むろん、私も含ふくめて人間に手出しするような吸きゆう血けつ鬼きは生徒会には所属していないがな。自分たちの存在が表おもて沙ざ汰たになれば、ウェスペルも私たちも無事では済まないと判断する知ち恵えもないような馬ば鹿かはこっちから願い下げだ」

「けど……血を吸わなければ吸血鬼は生きられないんじゃないのか？」

　恐おそる恐るリカードが口に出した問いかけに、アルヴィンは一いつ瞬しゆん底の見えない眼差しを向けてからこともなげに答えた。

「確かに、吸血鬼の主食は人間の血液だ。だが血液を吸わなければ、必ずしも生きられないと決まったわけでもない。人間と同じ食物も摂とれるし、植物から精気を吸い取るという方法もある──血液に比べれば微び々びたる活力しか得られないがな」

　血液に含まれる精気は吸血鬼の力の源であり、吸血以外の食事を続ければ年々力が弱まっていってしまうのだとアルヴィンは説明する。

「だったら……」

「だがウェスペルでは長年かけて品種改良し、人の血と変わりないくらい精気を高めた作物が栽さい培ばいされている。栽培方法が難しくて量は確保できないが、数十人の吸血鬼を飢うえさせない程度のことならできる」

　人間の血液に比べたら味もそっけもない代しろ物ものだが、とアルヴィンは苦笑して付け加える。

「そんなものが本当にあるのか!?　それをもっと増やせば、もう吸血鬼に人間が襲おそわれることなんてなくなるんじゃ……」

「まぁ、そう簡単にもいかないのだがな。とにかく、ウェスペルには人を襲うような吸血鬼はいない──とそれで納なつ得とくしてもらえるか？」

　問い返されて、リカードは知らず顔に浮かべていた明るい笑みを消す。

　表情を曇くもらせて目を伏ふせるリカードに、アルヴィンは苦い笑みを口元に漂ただよわせたままむしろ力づけるような口調で言った。

「だから、納得するまで自分自身の手で調べたらいい。なにを調べようともお前の自由だ──ただし、学業や業務には差し障さわりのない範はん囲い内でな。やるべき仕事をほっぽり出して調べ物に熱中などしていたら、その時は……」

　脅おどすようにアルヴィンは声を低め、リカードはごくりと唾つばを飲み込む。

「まさか……殺すとか？」

「なにを馬鹿なことを言ってる？　記き憶おくを消して学園都市ここから放ほうり出すだけだ。昨晩の提案をお前が吞のまなかった場合と同じようにな」

　ほっとするとも気が抜ぬけるともつかないものを感じながら、リカードは「わかったよ」と言葉を投げ返した。

「あとはその言こと葉ば遣づかいをなんとかしろ。私は今いま更さら気にはせんが、他ほかの人間の手前もある。第一そのままだと、お前はいつまでたっても言葉を喋しやべる珍ちん獣じゆうのままだぞ」

「珍獣ってなんだよ！　いや──わ、わかりました」

　そ知らぬ顔で部屋の片かた隅すみの机に向かい、黙もく々もくと書類を作成しているトリアに目をやってリカードは嫌いやそうに言い直す。

「では、正式に任命も済んだことだしさっそく仕事を頼たのむとしようか。交流会はもう五日後に迫せまっているからな！　悠ゆう長ちように仕事を覚えさせている時間などないし、習うより慣れろだ。まずは交流会の晩ばん餐さんで演奏を担当する生徒のところに行って、曲目の決定を伝えてもらって……」

　次々とアルヴィンの口から出てくる用事に、リカードは顔を引きつらせて自分が早まった決定をしてしまったのではないかと思った。







　その日からリカードは勉強のかたわら、生徒会の役員として業務に忙ぼう殺さつされる日々を送ることとなった。

　有言実行とばかりに、アルヴィンが大量の仕事を押しつけてきたためである。

　仕事内容は彼が言った通り、連絡や書類の配達、荷物の運うん搬ぱんなどといった簡単なものだったが、なにしろ件数が半はん端ぱではない。しかもウェスペルの敷しき地ちは広く、同じ学業区内にある校舎でも徒歩で十分以上かかるところが珍めずらしくもないのだ。

　生産区に至っては往復に一時間近くかかる場所もあり、いくらリカードが体力に自信があるとはいえ、休む間もなく走り回されていれば疲つかれて当然だった。

「……ゆっくり観察するどころの話じゃねえ」

　ため息にも似た呟つぶやきを、リカードは半開きになった口から力なく洩もらす。

　今は空き倉庫に積まれていた空の樽たるを、荷車に載のせて生産区の醸じよう造ぞう所へと運んでいる最中である。交流会の晩餐で出す飲み物の樽が足りなくなり、急きゆう遽きよ手配することとなったのだ。

　ぎしぎしと軋きしむ荷車の音を背中で聞きながら、俺は馬じゃねえぞ、とリカードは内心で恨うらみがましく思う。

　汗あせを搔かきながら醸造所まで樽を運び、荷車ごと職員に引き渡わたしてリカードは息を吐はく。

「ああ……まったく、遠えん慮りよなくこき使いやがって。好きに調査していいって言ったところで、これじゃろくに調べる時間もありゃしねえ。ウェスペルの中をあちこち見て回る分にはいいかもしれないけど……」

　リカードが見た限り、ウェスペルの中はどこも平へい穏おんそのものだった。吸血鬼や他の化け物が同じ敷地内で暮らしているなどとはとても思えない。

　あるいは職員たちの中に吸血鬼の犠ぎ牲せい者しやが出ているのではないかと思っていたリカードは、気の抜ける思いだった。

「……まさか最初から、俺を忙いそがしくさせてなにも調べられないようにするのが目的だったんじゃないだろうな？」

「そんな姑こ息そくなことをするか、たわけ」

　予想もしていなかった声が横手からかけられて、リカードは思わず飛び上がる。

　慌あわてて目を向けた先には、制服の上に黒のインバネスを羽織ったアルヴィンの姿があった。

　陽光を受けて輝かがやく灰金色アツシユブロンドの髪かみと白い美び貌ぼうを見て、あまりの違い和わ感かんにリカードはくらりと目め眩まいじみたものを感じた。

（吸血鬼のくせに、日の光の下を平然とうろつき回ってるんじゃねえ！）

　力の弱い吸血鬼には肉体的な損傷ももたらす日光だが、長く生きて力をたくわえた吸血鬼にとっては能力を半減させる程度の効果しかない。そのことはリカードも知識として知っていたが、青空の下の平和な光景との落差に内心呻うめかずにはいられなかった。

「……生徒会長がこんなところでなにやってん──ですか？」

　声の届くところに職員がいるのを見て取り、とってつけたような敬語を使うリカードにアルヴィンはくすりと笑いを洩もらす。

「晩餐で出す飲み物の最終打ち合わせだ。何度も使いを往復させるよりも、私が直接出向いたほうが話が早くすむからな」

「……その配はい慮りよがもう少し早く欲しかったぜ」

　もはや言葉を取り繕つくろう気力もなく、疲れ切った表情でリカードは呟く。

　アルヴィンは遠慮なく声をあげて笑い、恨めしげな目を向けるリカードに少し離はなれた場所に停とめてある馬車を示した。

「だったら、校舎まで一いつ緒しよに乗っていくか？　どうせ私が校舎に戻もどるついでだ──吸血鬼と同乗するのが嫌だと言うなら、無理に勧すすめはしないが」

　堂々と言い放ったアルヴィンに、慌てた表情を見せたのはリカードのほうだった。

　ちらりと職員たちのほうを見やったが、聞こえていなかったのか特に驚おどろいたり怯おびえたりする様子は見られなかった。

　リカードはアルヴィンに視線を戻し、少しの間を置いてから慎しん重ちようにうなずいた。

「そうか。じゃあ来い」

　にこりと笑ったアルヴィンに導かれて、リカードは一頭立ての馬車の座席に乗り込んだ。

　二人ふたり掛がけの座席と荷物置き場があるだけの小型の馬車だ。御ぎよ者しや台だいに座ったアルヴィンが手た綱づなを取るのを見てリカードはやや意外そうな表情になり、アルヴィンはちらりとその顔に目をやって苦く笑しようした。

「本当は馬のほうが移動には便利なのだがな。生徒会長として最低限の体てい裁さいは整えるようにと押しつけられてしまった」

　結局本人が手綱を握にぎっているのでは、あまり意味はなさそうだ──とリカードは思う。

　顔に書かれているそんな思いをはっきりと読み取り、アルヴィンは苦笑を本物の笑いへと変えて馬車を発進させた。

「ところで、生徒会の仕事はどうだ？　勉強との両立はできそうか？」

　しばらく馬車を走らせたあとでふいに問いの言葉を投げられ、流れ去る景色をぼんやりと見送っていたリカードは慌ててアルヴィンに顔を向けた。

「どうだ……って、忙しいに決まってるだろ！　勉強のほうも宿題片付けるだけで精せい一いつ杯ぱいで、ぎりぎり授業についていけるかどうかって状態だよ！」

　それでも以前のように授業内容が理解できないところまで至らないのは、クライスやルームメイトの手助けがあってのことだ。

　いきなり臨時役員に任命されたことで質問攻ぜめにはされたものの、成績が落ちないよう協力してくれている彼らには頭が上がらなかった。

「それより、他の職員の人たちがいる場所で吸きゆう血けつ鬼きだなんて言っていいのか？　さっきはたまたま聞こえなかったみたいだけど……」

　リカードが投げ返した問いに、アルヴィンはふり返ろうともせずあっさりと答えた。

「ああ、それなら気にする必要はない。生活区で働いている職員は私たちの正体を知っている者ばかりだ。人間に化けて働いている仲間も多いしな」

「──はぁ!?」

　一いつ瞬しゆんの間をおいて、リカードは間の抜けた声を張り上げる。

　目をむいたリカードの顔を肩かた越ごしに見やるアルヴィンの目には、してやったりと言いたげな微び笑しようがのぞいていた。

「言わなかったか？　さすがに人の姿をとれない者は、人目につかないように黒の森アートルムの奥で生活しているが、人に混ざって暮らしている者も少なくないぞ。実を言えば生徒の中にも、それなりの数が紛まぎれ込んでいる」

「そ……そう言えば生徒会役員は、大半が吸血鬼だって……」

　呆ぼう然ぜんと呟いてから、リカードはアルヴィンに険のある視線を向ける。

「大だい丈じよう夫ぶなのかよ!?　そんなことをして……いくら血の代わりになるものがあるにしたって、なにかのはずみで人間が襲おそわれることになったりは──」

「そんな不心得者を野放しにするほど、私が愚おろかなように見えるか？」

　強い響ひびきのこもった声にリカードは言葉を吞のみこみ、アルヴィンは眼まな差ざしをやや和やわらげると馬車の外を流れ去る風景を眺ながめやった。

「確かに、吸血鬼にとって血を求めるのは本能──代用品では飢うえをしのぐことはできても、本能を満たすことはできない。だが本能のままに血を啜すするのでは、野生の獣けものとなにも変わらんではないか」

　むしろ穏おだやかな声こわ音ねで淡たん々たんと言い放ち、アルヴィンはリカードに視線を移した。

「私は理性ある生き物として、吸血鬼と人間がともに生きてゆくことを望む。だから断じて、ウェスペルで暮らす何者にも人間に危害を加えるような真ま似ねはさせん。衝しよう動どうに負けて血迷うような馬ば鹿かは力ずくで性しよう根ねを叩たたき直すか、後あと腐くされないように滅ほろぼすのみだ」

「滅ぼす……って」

　思いがけず厳しいアルヴィンの言葉に、リカードは呆然と呟く。

　静かな声音の底にのぞく決然とした響きは、それが単なる言葉ではなくまぎれもない本気であることを表していた。

　圧おされたように黙だまり込むリカードに微笑を見せ、アルヴィンは口を開いた。

「それくらいの価値が、このウェスペルにあるとは思わないか？　人間と人間ならざる種族が作り上げた、この景色には……」

　アルヴィンの言葉につられたように、リカードは馬車の窓から外へと目をやる。

　轍てつの刻まれた未み舗ほ装そうの道の両りよう脇わきには一面の畑が広がり、あちこちで農作業を行っている人の姿が見える。そこには人間以外の種族が含ふくまれている可能性もあったが、リカードの目に映ったのはどこまでも穏やかな光あふれる景色だった。

　黙りこくったリカードから前方に視線を戻し、アルヴィンは馬車を進める。

　二人を乗せた馬車が校舎の立ち並ぶ学業区に戻るまで、結局どちらもほとんど言葉を発することはなかった。
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「……あれ？」

　休日を挟はさんで二日後の琅月日ルナン。

　週の始まりを告げるその日の放課後、生徒会室を訪おとずれたリカードは拍ひよう子し抜ぬけしたような声を発した。交流会を間近に控ひかえ、常に誰だれかしら出入りしているはずの生徒会室にはほとんど人の姿が見られなかったのである。

　ただ一人、長い黒くろ髪かみを組くみ紐ひもで束ねたシンだけが机に向かって書き物をしている。

　ちらりと目を上げたシンに腰こしの引けた会え釈しやくを返し、リカードはバンドで束ねた教科書を抱かかえて部屋に足を踏ふみ入れる。

「あの……なにか用事は？」

「今はない」

　打てば響くように声が返ってきたものの、事実のみの端たん的てきな返答である。

　リカードはどう言葉を返すべきか迷ったものの、結局なにも思い当たらず黙って壁かべ際ぎわに歩み寄っていった。

（そのうち誰か戻ってきたら、もう一回聞いてみよう。ていうか、用事がないのならこのまま帰っちゃ駄だ目めか……？）

　壁に背中を預けるようにして立ちながら、リカードは心の中で呟つぶやく。

（いやいや、生徒会の仕事を手伝っているのは監かん視しと調査のためだろう？　帰ってどうするんだよ……確かに、もはや監視も調査も意味がないような気がするけどさ）

　吸血鬼は人間の天敵だという常識が、揺ゆらぎ始めているのをリカードは感じていた。

　そう見せかけているだけで、実際はなにか企たくらんでいるに決まっている──胸の中で主張する声も日に日に力を失っていく。

（でも、万が一のことを考えたら──父さんがどうして死んだのか、もう忘れたのか？）

　吸血鬼を倒たおすために命を落とした父親のことを思い出して、リカードは自分自身を叱しつ咤たするようにきつく拳こぶしを握りしめる。

　アルヴィンたちが脅きよう威いでないのなら、ウェスペルに行けと遺ゆい言ごんを残した父親の意味もわからなくなる。退治師ハンターとしての自分の仕事を、引き継ついでもらいたいのだと理解してウェスペルに入学した自分の行動が正しかったのかどうかも──

「……っ!?」

　間近に気配を感じて、知らずうつむいていた顔をリカードは上げた。

　同時に飛び退のくような格好になったのは、机に向かっていたはずのシンが目の前に立っていたためだった。

「……なにか？」

　壁を背にしているため、それ以上下がることはできずリカードは上うわ擦ずった声を返す。

　シンは壁に貼はり付くように立っているリカードを無言で見下ろすと、握り締しめた拳を指先で示してみせた。

「己おのれで己の身を傷つけるのは愚かなことだ」

　抑よく揚ようのない声の意味を理解したのは、握っていた右手を軽く開いた時だった。

　無意識に力が入りすぎて手のひらに爪つめが食い込んでいたのだと気づく。爪痕にはうっすらと血がにじんでおり、忘れていた痛みが手のひらから伝わってきた。

　じくじくとした痛みにリカードは顔をしかめ、やや遅おくれて目の前の相手の正体を思い出す。

「……っ!!」

　全身の毛が逆立った思いで、リカードは傷ついた手を後ろに回そうとした。

　そこで背後が壁であることを思い出し、わずかに向きを変えて後じさる。しかし勢いが付きすぎて絨じゆう毯たんに足を取られ、リカードは仰あお向むけに転てん倒とうした。

「どうわっ！」

　傷ついた手を突つくのを避さけたせいで、背中と腰をまともに打ち付ける。

　慌あわてて身体からだを起こしたリカードを表情の読めない黒こく瞳どうで見下ろし、シンは身を屈かがめると転んだ弾はずみで放ほうり出された荷物を拾い上げる。

「あ……どうも」

　立ち上がるのを待って差し出された荷物を、リカードは左手で受け取った。

　どことなく間の抜ぬけた沈ちん黙もくが漂ただよい、シンが無言のまま自分の席に戻もどろうとしたところでリカードはためらいがちに声を投げた。

「ムラン──先せん輩ぱいは、血を見ても吸いたいとは思わないですか？」

　ぴたりと歩みを止めたシンの視線を受けて、リカードは胃の腑ふが縮み上がるような思いを味わう。危険な質問だとは自分でも思ったが、口に出さずにはいられなかったのだ。

　シンは目め尻じりの切れ上がった目でリカードを見つめ、ゆっくり十数える以上の間を置いて低く答えを返した。

「否ひか是ぜかと問われれば、是。だが、己を律することができぬほどの未熟者だと思われるのは心外だ」

「……すみません」

　シンの声に怒ど気きは感じられなかったが、思わずといった様子でリカードは謝る。

　ばつの悪い思いで目を背そむけるリカードの右手をちらりと見やり、シンはやや強ごう引いんにそこから視線を外した。

「謝る必要はない。人の血に対する渇かつ望ぼうは吸きゆう血けつ鬼きであれば誰しも持っているが、欲よく望ぼうのままに人を襲おそう吸血鬼が多いのも事実。特に人の血の味を覚えた吸血鬼は、己の意志で抑よく制せいしきれないほど強い吸血衝動に襲われることがある」

　淡々とした口調で告げられるのは背筋が寒くなるような内容の言葉で、リカードは後ずさりしたくなるのをこらえながら問い返す。

「そんなものがあるなら──衝動に負けて血を吸うことだってあるんじゃないのか？」

「ウェスペル以外の場所でなら、是というべきだろう」

　うっかり敬語を忘れたリカードに眉まゆをひそめもせず、シンは平へい淡たんな声を投げ返した。

「ウェスペルはアルヴィン殿どのの領地だ。衝しよう動どうに負けて人を襲うような吸血鬼を、彼が見み逃のがすことは決してない。力ずくで従わせ、従属の誓ちかいで心を縛しばって吸血衝動を抑制させる──たとえ本能的な衝動であっても、上位者からの命令という支えがあれば抑おさえ込むことはできる」

「ムラン先輩も……その、従属の誓いを？」

「己を律することもできない未熟者だと思われるのは心外、と告げたばかりだが」

「あ、悪い！　そんなつもりじゃ……！」

「そのようなことでアルヴィン殿の手を煩わずらわせるわけにもいかぬ。幸い我の血への渇望はそこまで強くもない。己の意志で十分抑えきれる範はん囲い内だ」

「そ、そうか……」

　ほっと胸を撫なで下ろしたリカードは、シンの目に宿る苦く笑しようじみた色に気づかなかった。

「それと、我の呼び名はシンでよい。もとよりそちらが本式だ──我の故郷では、名ではなく姓せいが先にくる」

「え？　じゃあシン……先輩？」

「先輩も必要ない。体てい裁さいを整える必要のある時以外は」

　要点のみを抜き出して投げるようなシンの言葉に戸と惑まどいながら、リカードは遠えん慮りよがちにうなずきを返す。

　シンは表情を変えないまま、向きを変えて部屋の隅すみにある戸と棚だなに歩み寄っていった。

　戸棚から取り出したのは蓋ふた付つきの木の箱だ。彼は近くの机の上に箱を置くと、包帯や陶とう器きの軟なん膏こう入れを取り出してリカードを手招いた。

「小さな傷でも、放っておくのはよくない。手当てはしておくべきだ」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽つくすリカードに、シンはごくわずかに眉を寄せて箱の中から取り出した包帯や薬を押しつける。

　用は済んだと言わんばかりに席に戻るシンを、リカードは困こん惑わくした顔で見送った。

　吸血鬼にしてはいやに親切すぎる対応に戸惑いを隠かくせないまま、手元の医薬品とシンの姿を見比べる。ちらりと頭の隅をかすめた疑問があった気もしたが、シンの親切に気を取られて明確な形を取らないまま消え去ってしまった。

　近くの机に荷物を置いて傷口に薬を塗ぬるリカードを、わずかに離はなれた自分の席で書類を作成しながらシンが目の端はしで見やる。

　彼の顔にはリカードの傷を見た時と同じ、なにかを案じるような気配が漂っていた。

　しかしリカードが見られていることに気づくより早く、彼は表情を完全に消して手元の書類へと視線を戻したのだった。







　鎧よろ戸いどまで閉め切った薄うす暗ぐらい部屋の中に、一つの大きな箱が置かれていた。

　大人が一人、楽に入ることのできそうな大きさの箱だ。一見したところは衣い装しよう箱のようにも見えたが、装そう飾しよくに見せかけた鉄の枠わくで各所を補強され、頑がん丈じようそうな錠じよう前まえで蓋ふたを固定されている姿はどこか物々しい印象を与あたえた。

　よく見れば箱の各所には、他ほかにも見えにくいような形で錠前が取り付けられている。

　部屋に足を踏ふみ入れた人物は、どこにも異常がないことを確かく認にんしてから慎しん重ちような足取りで箱へ近づいていく。

「………」

　その人物は無言で箱を見下ろすと、ポケットの中から鍵かぎの束を取り出す。

　床ゆかに膝ひざをついて一つ一つ鍵を外す手つきは、慎重を通り越こして臆おく病びようと思えるほどゆっくりとしたものだった。

　すべての鍵を外し終えたところで、その人物は素す早ばやく立ち上がって箱から離れる。

　逃にげるようなその行動が正しかったことは、わずかな間を置いて勢いよく開かれた箱の蓋が証明した。

　箱の中から流れ出した身も凍こおるような鬼き気きが、部屋全体を満たしていく。

　歯の根も合わぬほどの震ふるえをこらえて箱を見つめる人物の目に、ゆらりと立ち上がる黒い人ひと影かげが映った。







　その日一日の仕事を終えて寮りように戻ると、リカードは教科書を机の上に放り出してぐったりとベッドに身を伏ふせた。

　疲つかれてるね～、とルイシが他人ひと事ごとそのものの口調で投げた声に答える元気もない。

　最初の平へい穏おんさが噓うそだったかのように、生徒会室にアルヴィンが戻ってくるなり次から次へと用事を言いつけられて走り回っていたのだ。忙いそがしさのあまり一度ならずミスも犯おかし、寮に帰ってきた時には肉体的にも精神的にも疲れ切っていた。

　部屋に戻っていた他のルームメイトにも心配そうな声をかけられるが、顔を起こせずに力のない声を返すばかりだ。

「大だい丈じよう夫ぶ？　晩ご飯食べにいく元気もないんだったら、かわりに食べとくけど？」

「そこは持ってきてあげようか、じゃないのかよ……」

　食堂が開く時間になったところで、リカードはよろよろと起き上がるとルイシの台詞せりふに顔をしかめながら階下に下りていく。いつもと変わらず食堂は生徒たちで賑にぎわっており、顔見知りの声に適当に応じてリカードは受け取り口の列に並んだ。

　周囲から聞こえてくる話の内容は、一日の出来事や害のない噂うわさ話ばなしばかりだった。

　明日に迫せまった交流会が楽しみだという会話もちらほらと聞こえ、リカードは交流会にかけるアルヴィンの意気込みを思い出して口元を綻ほころばせる。いまだに一いつ般ぱん生徒には交流会の詳しよう細さいは明かされていないが、十分楽しんでもらえるものにはなりそうだった。

（当日まで誰だれにも明かすなとは言われてるけど……つい喋しやべってしまいたくなるな）

　そう思いながらリカードは足を進めかけ、自分の口元に浮うかんでいる笑えみに気づいて慌あわてて顔を引き締しめた。

（だから目的をはき違ちがえるなって！　交流会の準備をするために臨時役員になったんじゃ──そりゃ口実としてはそうだけど、そもそも目的はあいつらのことを調べるためで！）

　懸けん命めいに自分に言い聞かせるものの、アルヴィンたちとともに交流会の準備を進めるのを心のどこかで楽しんでいることは事実だった。

　こんな自分を父親が見たらどう思うか──暗い表情になりながら、リカードは受け取り口の前に立って機械的に注文する。

「──ほい、お待ちどう！」

　ほどなく出てきた深皿には、羊肉のワイン煮に込こみが山盛りに盛りつけられていた。

　思わずまじまじと料理を凝ぎよう視ししてから、リカードは視線を跳はね上げる。受け取り台の向こう側に立っていたのは、厨ちゆう房ぼうでよく見かける大おお柄がらな男性だった。

　強こわい黒くろ髪かみの上に三さん角かく巾きんを巻いた男性は、リカードと目が合うとよく日に焼けた顔ににかっと笑みを浮かべる。

「落ち込んでる時は美味うまいもんを食うに限る！　生徒会の手伝いで疲れも溜たまっているだろうし、しっかり栄養つけて頑がん張ばれ！」

「ど、どうも……」

　厨房にまで情報が伝わっているのかと内心呆あきれながら、リカードは男性に礼を言う。

　答えるように目を細める男性は二十代前半──緑を帯びた金色の瞳ひとみと、野性味のある精せい悍かんな顔立ちが目を引くなかなかの男前だ。

　リカードは料理の載のった角盆トレイを手にテーブルに向かい、大盛りの主菜を横取りしようとするルームメイトらと戦いながら夕食を摂とる。

「そういえば、最近変なものを見たって話聞かなくなったね～」

　夕食を終えて部屋に戻もどる途と中ちゆう、ルイシがふと思い出したような顔になって言った。

「入学してから日も経たって、みんな精神的に落ち着いてきたってことかもね。でなかったら、変なものを見ても誰も気に留めなくなってきたから──とか」

「それってつまり、妙みようなものを見聞きするのに慣れてきたってことじゃないか？」

　別のルームメイトが問い返すのにルイシは笑って、「人間の適応力ってやつだよね」とのんびりした口調で応じる。

（そういや……そんな問題もあったんだっけ）

　アルヴィンの正体やウェスペルで暮らす人ならざるものの存在を知ったせいで、怪あやしげな噂うわさのことはすっかり失念していた。

（アルヴィンたちと関係があるのか……それとも、本当に単なる根も葉もない噂なのか）

　もう一つ考えられるのは、アルヴィンたちとは関係のない怪かい事じだという可能性だ。

　寮の自室に戻って入浴の順番が来るのを待ちながら、リカードはぼんやりと考え込む。机の上には宿題が広げられていたが、問題を解く手は止まったままだった。

　宿題をあらかた片付け終わったのか、ルームメイトたちは思い思いにお喋りしている。

　やがて部屋の扉とびらが叩たたかれて、先に入浴を済ませた生徒から浴場が空いたことが告げられた。

　リカードは考え事を中断し、着き替がえを持ってルームメイトたちとともに一階の奥にある浴場へと向かった。

　明かりの少ない廊ろう下かをぞろぞろと歩いている時──浴場の方向から大きな物音と「うわっ」という声が聞こえた。

「──どうした!?」

　飛び込んだ脱だつ衣い所には、下着姿で立ちすくんでいる数名の生徒の姿がある。

「今、浴室のほうから大きな猫ねこみたいなのが飛び出してきて……」

　開かれた窓を指差し、そこから出ていったと告げる生徒に背を向け、リカードは高い位置にある窓に飛びついた。

　窓から顔を突つき出すと、淡あわい月明かりの下をなにかが走り去っていくのが見えた。

　リカードは窓から思いきり身を乗り出すと、前転の要領でくるりと一回転して足から地面に着地する。

「──リカード!?」

　背中にかけられた声にも、ふり返らずリカードは全速力で走り出した。

　一いつ瞬しゆんでも目を離はなせば、黒い影かげは確実に闇やみにまぎれてしまう。「大丈夫だ！」と答えにもならない声だけを残し、リカードは寮に背を向けて猛もう然ぜんと駆かけていった。

　寮の周囲には木や植え込みも多く、それらに隠かくれるようにして影は逃とう走そうを続ける。

　ともすれば見失いそうになりながらも、リカードは目を凝こらして素早く動く影を追いかけていく。だがしばらく走り続け、前方に森の影が見えてきたところで追つい跡せきも終しゆう了りようとなった。

　速度を上げた影は森の中に逃げ込み、生おい茂しげる草木とその影に隠されて完全に姿が見えなくなってしまったのである。

「だあ～、逃にげられたか……」

　ぜいぜいと息をしながら、リカードは両りよう膝ひざに手をついて悔くやしげに言った。

　捕つかまえてどうこうする気もなかったが、正体を知ることができれば気にかかっていた問題の一つは解明する。ウェスペルの住民の一人──あるいは一いつ匹ぴきであると判明すれば、あれこれと思い悩なやまなくてもすむと思ったのだ。

「まぁ、その可能性が高いとは思うけど……」

　明日アルヴィンにでも確かく認にんしてみよう、と呟つぶやきながら、リカードは方向を変えて歩き出す。

　寮に戻ろうとしたその足を、直後かすかに聞こえた女性の悲鳴が止めた。

「──今のは!?」

　リカードは目を見開き、ぐるりと周囲を見回して声の出所を探さぐる。

　同時に再度耳に届いた甲かん高だかい悲鳴の方向へと、リカードは地を蹴けって走り出した。

　声が聞こえてきたのは先さき程ほどの影が逃げていったのとはまた別の、手入れの行き届いた森の中だった。十分な間かん隔かくを保った木々の間を走り抜ぬけ、リカードは森の奥へと向かう。

　梢こずえの間から月明かりが差し込み、森の中は視界に不自由しない程度の明るさがあった。黒の森アートルムじゃなくてよかったとリカードが胸の中で正直な感想を抱いだいた時、木こ陰かげの暗がりの中にぼんやりと見える人影に気づいた。

　一人分の影だと思ったのは、二人の人物がぴたりと密着していたためだ。

　すぐにリカードは勘かん違ちがいに気づき、ではなぜそんな格好で──と訝いぶかしく思った瞬しゆん間かん、全身が総毛立つような感覚に襲おそわれた。

「──っ!!」

　暗がりの中で赤々と輝かがやく、二つの瞳を認めたためである。

　不自然なまでに黒々とした輪りん郭かくの中、そこだけくっきりと浮かび上がって見える。

　人ひと影かげが腕うでに抱かかえているのが、ウェスペルの制服を身につけた少女であることにもリカードは気がついた。

　ぐったりと力を失った女生徒の首には、二つの牙きばの痕あとがはっきりと残されている。

　牙の痕から首筋に流れ落ちる血を見て取るのと同時に、リカードの思考が真っ白に染め上げられた。

「てめえっ!!　よくも──!!」

　飛びかかっていったあとで、自分が完全な丸まる腰ごしであることを思い出す。

　理性が警告を発したが、リカードは自らその警告を無視して人影の膝ひざ裏うらのあたりに滑すべり込むように蹴りを見み舞まった。

　命中した感かん触しよくはなかったが、解放された女生徒の身体からだがリカードの上に倒たおれ込む。

　反射的に抱だき止めた女生徒を地面に下ろし、リカードは低い姿勢で身構えながら周囲に目を走らせた。

「──無ぶ粋すいな真ま似ねを」

　すぐ真上から聞こえた声に、ぞわりとリカードの背が粟あわ立だつ。

　固めた闇を打ち鳴らしたような、ひとかけらの情感もこもらぬ声だった。リカードは素す早ばやく飛び退のこうとして女生徒の存在を思い出し、覆おおい被かぶさるように身を屈かがめる。背中を叩いた鋭するどい音と風圧が、避さけなければ命がなかったことを証明していた。

　リカードは思いきり女生徒を突き放し、その反動で自分も大きく後方に跳とび下がった。

　体勢を立て直すなり走り出したのは自分に注意を引きつけるためで、わざと速度を落として走りながらリカードは声を張り上げた。

「来やがれ、ヘボ吸きゆう血けつ鬼き！　女子供しか襲えないのかよ!?」

「言ってくれるな」

　その声は背中のすぐ後ろ──触ふれそうなほど近くから聞こえた。

　思わずリカードは表情を凍こおりつかせ、反射的にふり返った瞬間上体に衝しよう撃げきを受けて勢いよく前方にすっ飛ぶ。

　とっさに右手で急所を庇かばったものの、衝撃までは殺しきれなかった。

「──でっ!!」

　胸から地面に叩きつけられるのを、寸前で身体を丸めてどうにか避ける。

　地面を一回転して起き上がったリカードだったが、手のひらに走る痛みに顔をしかめている余よ裕ゆうもなかった。

　目の前に黒くそびえる人影から、目を逸そらすことができなかったのだ。

　ただ向き合っているだけでじっとりとした汗あせが背中ににじみ、心臓が早はや鐘がねのように鳴っているのがわかる。息苦しいほどの緊きん張ちよう感かんの中、リカードの頭を占しめていたのはこのままでは殺されるという確信にも似た思いだけだった。

　右手に巻き付けた包帯に、血がにじんでいることにもリカードは気づかない。

　異様に濃こい影に覆われた相手の顔は、はっきりとは見てとれなかった。だがその顔にどこか怪け訝げんそうな色が浮うかぶのを、リカードは気配で感じ取った。

「……お前は」

　なにかに気づいたような呟きを相手が口にした瞬間、リカードのすぐ側そばの藪やぶががさりと音をたてて大きく揺ゆれた。

「キィアアアアアア──ッ!!」

　同時に響ひびいた耳を覆いたくなるほどの悲鳴にリカードは身をすくめ、藪の中から飛び出してきた影が彼と闇をまとった人影の間に飛び込んできた。

　木の葉の塊かたまりのような丸い姿を、リカードは目を大きく見開いて見つめる。

　それが寮りようから追ってきたものと同一であると気づくより早く、目の前の人影が飛びかかってきた影を無造作に打ち払はらった。

「──小物風ふ情ぜいが、私の邪じや魔まをするか！」

　手て鞠まりのように弾はずんだ影は藪の中へと消える。思わず声をあげそうになってから、リカードは慌あわてて黒い人影に視線を戻もどした。

「お前は……アルヴィンの仲間か？」

　目の前の相手が吸血鬼であることは疑いの持ちようがなかった。

　影に覆われた輪郭に見覚えはなかったが、ウェスペルに存在する吸血鬼はアルヴィンの仲間であるはず──その認識を言葉にするのと同時に、リカードは胸むね一いつ杯ぱいに重苦しいものが広がるのを感じた。

（やっぱり……吸血鬼はしょせん吸血鬼だってことなのか）

　冷え切った感情がリカードの頭の奥から、心の中にゆっくりと滑り落ちてくる。

　胸の奥に刃は物ものを突き立てられたような痛みを感じ、リカードは自分が思っていた以上にアルヴィンに気を許していたことを悟さとった。

　裏切られた、という思いがリカードの思考と動きを一いつ瞬しゆん完全に停止させた。

　表情を失ったリカードを人影は黙もく然ぜんと見下ろしていたが、わずかに見える口元が動くよりも早くその姿が霞かすむように消えた。

　音もなく背後から突つき出された拳こぶしが、薄うすれた影かげを貫つらぬいたのは直後のことだった。

「──っ!?」

「チッ！」

　舌打ちしたのは、鍛きたえた身体を簡素な衣服に包んだ男性だ。奔ほん放ぽうに跳はねる強こわい黒くろ髪かみと日に焼けた顔を見て、リカードは彼が寮の厨ちゆう房ぼうでいつも見かける人物だと気づく。

　しかし彼の姿には見慣れないものが二つ、頭の両側と腰こしの後ろに備わっていた。

　髪かみと同じ漆しつ黒こくの毛に覆われた獣けものの耳と、ふさふさとした長い尻尾しつぽである。

「──逃がすかっ！」

　驚おどろきに声も出ないリカードには構わず、男性は滑るように移動した影に追つい撃げきを加える。

　鋭い爪つめを生やした手が人影の頭部をとらえたと思った次の瞬間、その姿は四方に散るように雲うん散さん霧む消しようした。木陰の闇やみにまぎれて消えていく影を、男性は厳しい眼まな差ざしで見送った。

　忌いま々いましそうに顔をしかめてもう一度舌打ちすると、彼は地面にへたり込んだままのリカードへと視線を移した。

　薄く光を放っているような金緑の瞳ひとみを見上げて、リカードはのろのろと口を開こうとする。

　その時、リカードの耳に森の中を駆かけてくる複数の足音が入った。

「リカード！」

　足音と一いつ緒しよに届いた声に、半ば反射的にリカードは顔を向ける。

　傷ついた色を浮かべながらも安あん堵どを隠かくし切れていない瞳に、木々の間を走り抜ぬけてくるアルヴィンの姿が映った。
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「大だい丈じよう夫ぶか!?　どこにも怪け我がは……!!」

　言いながら肩かたに触れようとするアルヴィンの手を、リカードはほとんど無意識のうちに払いのけていた。

　ぱしっと乾かわいた音が響き、アルヴィンは目を見開いてリカードを見返す。

　リカードも自分自身の行動に一いつ瞬しゆん驚おどろいたような表情をのぞかせたが、すぐに彼の顔は怒いかりと嫌けん悪おの色で染まった。

「ウェスペルに人を傷つけるような吸血鬼はいない──お前はそう言ったよな!?」

　リカードの声の激しさに圧おされたように、アルヴィンは言葉を吞のみこむ。

　わずかに開閉した唇くちびるが声を発することはなく、生じた間にリカードは感情のまま怒ど声せいを叩たたきつけた。

「だったらさっきのはなんなんだ!?　どう見ても人を襲おそっていたじゃねえか!!」

　アルヴィンは反射的に言葉を返しかけてから、瞳に浮かんだ感情の色を消してあえて冷静な口調で問いかけた。

「……どのような風ふう体ていだったか覚えているか？」

「なにを白々しい！　お前の仲間が生徒を襲ったんだろう!?　よくウェスペルは安全だなんて言えたよな──お前も本当は、人間を襲って血を吸っているんじゃないのか!?」

「リカード、私の話を──」

　伸のばされた手を再び振ふり払い、リカードはアルヴィンに背を向けて走り出す。

　背中に複数の声がかけられた気がしたが、ふり返ろうともしなかった。

　梢こずえの間から洩もれる月明かりを頼たよりに駆け続けるリカードの頭にあるのは、裏切られたという思いだけだった。

（寮に戻って──剣けんを取ってこなければ。殺される前に吸血鬼を倒たおすんだ！　そうしなければまた別の犠ぎ牲せい者しやが──!!）

　混乱する思考を自覚しないままリカードは森を駆け抜け、前方に薄うす明あかるい森の出口が見えてきた時だった。

「──あっ！」

　わずかに気が緩ゆるんだせいか、地面の窪くぼみに足を取られて勢いよく前に転がる。

　身に付いた動作で受け身をとったはいいが、勢いまでは殺しきれず二転三転したあと立木に衝しよう突とつする。

「～～～～っ！」

　まともに打ち付けた頭を両手で抱かかえて、涙なみだ目めでうずくまっているリカードに背後から呆あきれたような声が投げられた。

「本当に見てて飽あきない奴やつだな、お前は」

「……くそっ！」

　自分のうかつさに腹を立てながら、リカードは素す早ばやく身体からだを起こしてアルヴィンに向き直る。

　全速力でここまで駆けてきたリカードを追ってきたのにもかかわらず、アルヴィンは息一つ乱していなかった。呆れと少しの笑えみをにじませた瞳に邪じや悪あくなものは感じられず、リカードの胸にもしかしたらという思いが湧わく。

「──来るな！」

　そんな気持ちを振り払うように、アルヴィンを睨にらんでリカードは声を張り上げた。

「お前の話など誰だれが聞くもんか！　結局、お前もあいつの同類なんだろう!?　人間と吸きゆう血けつ鬼きの共存なんて馬ば鹿かげた話、ちょっとでも信じた俺が馬鹿だった──！」

「いいから話を聞け!!」

　リカードの語ご尾びに被かぶせるようにして、アルヴィンは一いつ喝かつする。

「何者であろうと、ウェスペルの中で人間に手を出すことを私は許した覚えはない。人間との共存を望むのならば、吸血鬼が人間を襲ってはならないというのは最低にして絶対の前提条件なのだからな」

　語調は強かったものの感情的な響ひびきはなく、ただ厳然とした意志だけを感じさせる鋭するどい声がリカードの耳を打つ。

「私はウェスペルの吸血鬼が人間を襲ったとは思わない。だが、現にお前とあの女生徒は襲われた──だったら草の根分けても犯人を見つけ出して、己おのれがしでかしたことの責任を取らせてやる。ウェスペルは安全だとお前に告げた、私の顔に泥どろを塗ぬった償つぐないも含ふくめてな」

　アルヴィンが背後に目をやると、そこにはいつの間にか追いついていたトリアとシンの姿があった。

　二人はアルヴィンの目配せにうなずきを返し、二手に分かれて森の中を走り去っていく。

　やや呆ぼう然ぜんと二人の姿を見送ってから、リカードはアルヴィンに視線を戻した。

「本当に──お前の意志とは関係ないのか？」

　不信と疑念をにじませたリカードの声を、アルヴィンは目を逸そらせることなくまっこうから受け止めた。

「断じて違ちがう。言葉だけでは信じてもらえないかもしれないが」

「………」

　ひそやかな苦さを漂ただよわせた声に、リカードはうつむいて拳を握にぎる。

　包帯の緩んだ右手からずきりと痛みが伝わってきたが、まるで他人のものであるように遠く感じられた。血をにじませた包帯を見てアルヴィンがわずかに眉まゆを寄せ、口を開こうとした時リカードが声を発した。

「……あの、女の子は？」

　ぽつりと放たれた言葉の意味を、やや遅おくれてアルヴィンは理解したようだった。

「あの女生徒だったら、すでに運ばせて手当てを受けさせている。血を吸われたとは言っても少量だから、命に別状はあるまい」

「そうか……」

　ほんの少しだけ、リカードの肩に入っていた力が抜ける。

　アルヴィンは安堵の息を吐はき出したリカードを複雑な瞳で見下ろし、軽く首を振ると続けて言った。

「女生徒を助けたのはお手て柄がらだったが、いささか無む謀ぼうが過ぎるぞ。泣き女バンシーがお前の危機を知らせてくれたから良かったようなものの……」

「泣き女バンシー……って、あの声か？」

　リカードが思い出したのは、吸血鬼と対たい峙じした際に響き渡わたった女性の悲鳴だ。

　考えてもみれば、こんな時間に森の中を歩いている女性がいるはずもない。

「女生徒が一人寮りようからいなくなったと報しらせを受けてな。捜そう索さくを行わせていたらこの森で怪あやしい人ひと影かげを見たと報告があって、駆けつけてきたところで泣き女バンシーの声を聞いたのだ。本当に間に合って良かったぞ」

「あ……なんか、木の葉の塊かたまりみたいなものにも助けられて」

　リカードの言葉に、アルヴィンは意外そうな角度に眉を持ち上げる。

「それは木精こだまだな。他ほかの悪いた戯ずら者ものと一緒にちょくちょく寮の近くをうろついて、生徒を驚おどろかせてばかりいるが……」

「……やっぱり、寮の噂うわさはあいつらが原因だったのかよ」

「連中は好こう奇き心しんが旺おう盛せいでな──新しい生徒が入ってくると、様子を見に行かずにはいられないのだ。それにこうして役に立つ時もある」

　謎なぞが一つ解明したものの、もはやどうでもいい気分でリカードは深くため息を吐つく。

　アルヴィンは微び笑しようを浮うかべたままリカードの顔を見やり、少し言いにくそうに目を逸らして声を発した。

「人ならざるものでも、人を助けたいと思って動くことはある……それだけでも認めてはもらえんか？　すべてを信用しろとは言わないが」

「……わかってる」

　アルヴィンに顔を向けようとはせず、リカードは硬かたい声だけを投げ返した。

　冷静に考えてみれば、アルヴィンの仲間が自分を助けようとしたことは明白だった。彼らが人間と敵対する存在なら、わざわざ自分を助けたりはしないだろう。

　それでも、心の奥底にわだかまった恐きよう怖ふと疑念を完全に拭ぬぐい去ることはできなかった。

　念の入った芝しば居いではないかという思いが頭の片かた隅すみを離はなれなかったのだ。自分を騙だましてどんな得があるのかとささやく声もあったが、単なる娯ご楽らくとして人間の信しん頼らいを裏切った吸血鬼の話は枚挙にいとまがない。

　だからこそ、退治師ハンターの間では『吸血鬼の言葉を信じてはならない』という戒いましめが存在するのだ。裏切られた時の絶望に満ちた顔を見るためだけに、時間と手間をかけて人間の信頼を得る吸血鬼がいるからこそ──

（アルヴィンは違う……はずだ。あんな化け物とは──）

「そういえば、俺を助けてくれた──あの男の人は？　なんか、物もの凄すごく見覚えのある顔だった気が……」

　千々に乱れる内心を隠かくすように、リカードは思いついた言葉をそのまま口にする。

　獣けものの耳と尻尾しつぽを持った男性の姿はすでに目に入る範はん囲いにはなかった。アルヴィンはリカードの問いに、少しだけ面おも白しろくなさそうな様子を見せながら答えた。

「ああ、ディスか……あいつなら襲おそわれた女生徒の寮に向かっているはずだ。いなくなったまま戻もどらないのでは、変に心配されかねないからな。あと見覚えならあって当然だぞ。あいつはお前のいる寮で厨ちゆう房ぼう係の仕事をしている」

「やっぱりか……」

　どこまで入り込んできてるんだ、という呟つぶやきには力がなかった。

　自分の生活圏けんが得体の知れぬ存在で脅おびやかされている、そんな薄うす気き味みの悪さが声ににじまないようにするだけで精せい一いつ杯ぱいだった。

「……いや、悪い。助けてもらったのに逃にげちまって」

　目を合わせることを避さけたまま、リカードはぎこちない声をアルヴィンへ投げやる。

　感情のこもらぬ言葉にアルヴィンはわずかに眉を上げたが、それについては一言も口にせず鼻を鳴らして言い放った。

「まったくだ。少しは落ち着いて物事を考えろ、この馬鹿者が」

　遠えん慮りよのかけらもない物言いに、強こわ張ばっていたリカードの口元がむっとへの字を描えがく。

　自分に向けられた目の奥に反感という名の強い感情が宿るのを確かく認にんし、アルヴィンは微笑を浮かべるとリカードの手元に視線を落とした。

「傷が開いてしまったようだな。大だい丈じよう夫ぶか？」

「──っ！　あ、ああ……」

　唐とう突とつに転じた話題に、目を白黒させながらリカードは答える。

　包帯に包まれた手をアルヴィンの目から隠したのは、半ば無意識の行動だった。手のひらの痛みに気づいたのはそのあとで、顔をしかめてリカードは右手に目をやる。

　傷が開いたというよりも、吸きゆう血けつ鬼きの攻こう撃げきを防いだ際の衝しよう撃げきで傷口が広がったようだ。

「た、たいしたことねえし、こんな傷……」

「やせ我が慢まんするものではないぞ。きちんと手当てをしておいたほうがいい──吸血鬼の前でいつまでも血の匂においを漂わせているつもりか？」

　自分の行動の理由を見み抜ぬいたようなアルヴィンの言葉に、ややばつの悪い思いでリカードは右手を後ろに隠したまま立ち上がる。

　小さく笑って歩き出したアルヴィンに、リカードは微び妙みような距きよ離りを保ったまま続いた。

　先を歩くアルヴィンの背中を正視することができなかった。うつむいて歩くリカードの胸中ではもやもやとした複雑な感情が揺ゆれていた。

　疑念と不安、それを上回る恐怖──初めて目にした害意のある吸血鬼の存在が、リカードの心に暗い影かげを落としていた。

　アルヴィンもまた、同じ存在なのではないかという思いが拭いきれなかったのだ。

「………」

　無言で足を進めるリカードを、アルヴィンは肩かた越ごしにちらりと眺ながめやった。

　白い横顔に浮かんだ憂うれいの表情は、たとえリカードが顔を上げていたとしても見てとれないほどかすかなものだった。

「……やはり、か。予想はしていたが、思った以上に厄やつ介かいなものだな」

　伏ふせた目に厳しい表情を宿らせたアルヴィンが、どこか苦しげに口にした呟きもリカードの耳に入ることはなかった。







『頼たよるべき相手を間ま違ちがえているのではないか？　よりにもよって吸血鬼の私に真祖の血の持ち主を託たくそうなどと……』

『筋すじ違ちがいの頼たのみだということは承知している』

　訥とつ々とつとした声が告げるのは、噓うそも駆かけ引きもない本心からの思いだった。

　ふんと鼻を鳴らす相手の年ねん齢れいが見た目通りではないことを知りながら、恐おそれも嫌けん悪おものぞかせずに男は言葉を続ける。

『だが、他にふさわしい相手がいるとは私には思えない』

『私がその血を利用するとは考えなかったのか？　真祖の血の特性を知っているのであれば、どれだけ吸血鬼にとって魅み力りよく的てきなものかもわかっているはずだ』

『ああ』

　迷いのない声が、柔やわらかな響ひびきの中に力強さをたたえて告げる。

『吸血鬼にとっても人間にとっても、最大の切り札となり凶きよう器きともなり得る血──だからこそあなたに託したい。吸血鬼でありながら人間との共存の道を探しているあなただからこそ……信じられると思ったのだ』







　翌日、交流会の会場となる中央校舎前の広場にリカードの姿はあった。周囲には同じような背格好をした新入生が、期待に満ちた顔つきで立ち並んでいる。

　よく晴れ渡わたった青空の下で、新入生交流会が始められようとしているところだった。

（……あんまり、眠ねむれなかったな）

　新入生に混ざって立っているリカードの表情は、天候とも周囲の生徒たちの表情とも対照的にどんよりと重く沈しずんでいた。

　準備に駆け回っていた日々を思えば、いくばくかの感かん慨がいを覚えないこともない。

　だが、昨夜の吸血鬼の一件はまだ解決してはおらず、ここに集まった生徒たちの安全も保証されているとは言えなかった。

　むしろ交流会を中止すべきではないかとリカードは思ったが、アルヴィンは日中に行われる行事であることを理由に開かい催さいに踏ふみ切った。晩ばん餐さん会が開かれるのは夜だが、ほとんどの生徒が一カ所に集まっている分むしろ安全だというのだ。

（本当に……信じていいんだろうな、その言葉）

　思い思いに並んだ二百人あまりの生徒の中から、リカードは複雑な表情で壇だん上じように立つアルヴィンの姿を見つめる。

「──今回の交流会は、宝探しという形式で行われる。宝探しと銘めい打うってあるが、諸君が探すのは会場内に隠された問題用紙だ。一枚一枚に異なる問題が記されており、それを解いて判定員に合格をもらえば問題の難しさに応じて点数ポイントを与あたえられる」

　演えん壇だんの上から並んだ生徒たちを見下ろす瞳ひとみは誇ほこらしさに満ちて輝かがやき、張りのある澄すんだ声が挨あい拶さつに続いて宝探しの規定ルールを説明する。

　集めた点数の高い者から順に、表ひよう彰しようされて賞品をもらえるという形式である。

　また、問題を解くために上級生や教師、あるいは職員の力を借りることが認められており、そういった形で生徒同士や教職員との交流を図はかるのが一番の目的だった。

「ねぇねぇ、リカード」

　側そばに立っていたルイシが、リカードの上着の裾すそを軽く引っ張った。

「この交流会の準備を手伝ってたんだよね？　だったら、問題用紙を隠してある場所もわかるんじゃない？」

「ズルしようったって、そうはいかないぞ」

　期待に満ちた表情で尋たずねるルイシに、眉まゆをひそめてリカードは言い返す。

　リカードも交流会に参加する新入生の一人であるため、問題用紙の隠し場所などについてはいっさい教えられていない。

　それを告げると、ルイシはあからさまに残念そうな顔で肩かたを落とした。

「なお、他人が見つけた問題用紙を脅おどし取ったり、自分の問題を他人に解かせるなどといった行こう為いは厳禁だ。見つかり次し第だい即そく失格となるから心しておくように。もちろん、他人が獲かく得とくした点数を横取りするような行為もだぞ」

　リカードが彼を半眼で睨にらみつけている間も、壇上に立つアルヴィンの説明は続く。

　不正行為についてしっかり釘くぎを刺さした上で、規定ルールが書かれた紙が会場内の数カ所に貼はり出されていること、腕わん章しようを着けた生徒会役員が巡じゆん回かいしているので困ったことがあれば頼るようにと伝える。

「だが、腕章を着けていないからといって話しかけるのを遠慮する必要はない。今日は最大限諸君らに協力するよう皆みなに伝えてあるからな。わからないことや困ったことがあれば、近くにいる人間を頼ればいい──そのための交流会なのだから」

　華はなやかな笑えみがアルヴィンの面を彩いろどり、吸い寄せられるように生徒たちの熱を帯びた視線が集まったところで、彼は高らかに宣言する。

「では、これより生徒会主しゆ催さい、第百九十二回新入生交流会を始める！」

　わっとあがった歓かん声せいとともに生徒たちが動き出し、人の流れに巻き込まれる形でリカードは中庭の外に押し出されていった。

　なんとか人ひと混ごみの中から抜ぬけ出した時には、近くにいたはずのルイシや他ほかのルームメイトの姿はなく、リカードは街路樹の下に避ひ難なんする。周囲にはリカードと同じく、人混みを避さけて立ち止まっている生徒たちの姿があった。

「リカード！」

　その中から呼びかけてくる生徒の姿に気づき、リカードは軽く手を上げて応こたえる。

「クライスもこっちに来てたのか」

「人の流れに巻き込まれて、否いや応おうなしにだけどね」

　苦く笑しようするクライスに、リカードは俺もだ、と同じ種類の笑みを浮うかべる。

「せっかくだから、このまま西校舎のほうを探してみようと思ってるけど……リカードは？」

「あ、ああ……俺は、もうちょっと人の流れが落ち着いてから、あちこち見て回ろうと思ってる。まずは東校舎のほうからかな……」

　宝探しよりも昨日の吸きゆう血けつ鬼きのほうが気になっていたため、リカードは当たり障さわりのない返事をする。昼間から人が襲おそわれることはないはずだが、念のために警けい戒かいして回るつもりだった。

　昨日の失敗に懲こりて、手には布を巻いて荷物に見せかけた剣けんも握にぎっている。もし誰だれかに見とがめられた時は、練習用の木ぼつ剣けんだと言い訳をする予定だ。

「そう──じゃあお互たがい頑がん張ばるとしようか。隠かくされているものを見つけ出すのは苦手だけど、問題を解くほうには自信があるからね」

「ああ。俺は頭より手足を使うほうに自信があるから、きっといい勝負だな」

　少しばかり硬かたさの取れた表情でリカードは返し、クライスと手を振ふり合ってそれぞれ別の方向へと歩き出す。慌あわただしげに行き交かう生徒たちを尻しり目めに、リカードは申し訳程度に木の上や茂しげみの中を探すふりをしながら東校舎に向かっていった。

　周囲からはもう問題用紙が見つかったのか、歓声や悲鳴じみた大声が聞こえてくる。

　よほど難しい問題にでも当たったのか、悲ひ愴そうな顔で近くを通りかかった上級生に話しかけている生徒の姿もあった。

　彼らの姿を見やるリカードの口元には、知らず淡あわい笑みが浮かんでいた。

（……楽しそうだな）

　表情は悲喜こもごもだったが、賑にぎやかに騒さわぐ生徒たちは今日の行事を心から楽しんでいるように見える。彼らの相手をしている教職員も同様だ。

　生徒や教職員の間を、明らかに人間ではないものの姿がかすめていくのも見えたが、騒ぎになる様子もないのでリカードは見なかったふりをした。

　宝探しに熱中しているためか、あるいは目にしても気のせいだと思っているのだろう。

　綿毛の塊かたまりのような物体や、緑の帽ぼう子しを被かぶった小人──目の端はしをかすめる姿にリカードは内心冷や汗あせを流ながしながらも黙だまって歩いていく。

（いいのか、こんな場所で堂々と……いや、こんなお祭まつり騒ぎだから平気なのか）

　考えてもみればそのあたりを歩いている生徒や教職員の中にも、人ならざる存在が何食わぬ顔で紛まぎれ込んでいるはずなのだ。今いま更さら異形の一つや二つに目くじらをたてたところで、意味もないような気がした。

（それに……なんか、こいつらも楽しそうだ）

　ちらちらと見え隠れする影かげもまた、生徒たちとは別の形で交流会を楽しんでいるようだ。

　アルヴィンもこれが見たくて、宝探しという企き画かくを進めたのだろうかと思った。

　下っ端ぱの自分とは比べ物にもならないくらい、大量の仕事をアルヴィンが抱かかえていたことをリカードは知っている。生徒会長の仕事は交流会の準備だけではない。日常の業務を滞とどこおりなく処理しながら、交流会の準備も行っていたアルヴィンには休む間もなかったはずだ。

　例年通りなら、少しばかり規模の大きい食事会程度の行事であったことも生徒会に所属する上級生から聞かされていた。

　にもかかわらず、宝探しという形で盛大に交流会を開催したアルヴィンの真意をリカードは測りかねていた。人間の間に紛れ込むための芝しば居いにしてはあまりにも熱が入りすぎ、また交流会の準備をするアルヴィンの顔はいやに楽しそうだった。

　その理由が──交流会を開いた目的が、人間も人間以外も関係なく一つの行事を楽しむ時間を作り出すことだったとしたら。

（吸血鬼なのに……いや、吸血鬼だからこそ誰かを喜ばせたいんだろうか？）

　胸の奥で固く凝こったままの感情が、ほんの少し緩ゆるむのをリカードは感じる。

　自分に見せている顔がすべて噓うそだったら、という不安は消しきることができない。どんなに信じようとしても、吸血鬼という強大な力の主ぬしに対する恐おそれが、昨晩目にした人間を糧かてとしか見ない吸血鬼の姿が、抜けない杭くいのようにリカードの心が動くのを止めている。

　だが裏切りを恐れる気持ちの一方で、同じほど強く信じたいという思いがあった。

　今日まで自分が目にしてきたアルヴィンの言動、今目にしているアルヴィンの努力の成果。それらが信じるべきだと──信じてもいい存在なのだと声こわ高だかに訴うつたえている。

（だけど……万に一つでも、全部が噓だったら。昨日の吸血鬼とアルヴィンが同類だったとしたら）

　信じる気持ちの強さの分、二度と立ち直れないような気がした。

　きつく唇くちびるを嚙かみしめてリカードは足を進め、人で賑わう会場を足早に通り過ぎていく。

　やがて周囲に人の姿がほとんど見えないことに気づき、リカードは足を止めた。考えに沈しずみすぎていた自分を内心で叱しかり、会場に戻もどろうと踵きびすを返しかけた時だった。

「……あれ？」

　自分とは反対の方向に向かっていく生徒の姿に、リカードは目を留める。

　遠目に見える生徒は男子の制服に身を包んでいたが、距きよ離りのためもあって顔を判別することはできなかった。

　わかったのは背格好と、薄うすい色の髪かみをしているということだけだ。

「なんだ、あいつ……？」

　このあたりは宝探しの会場となっている範はん囲いの外でもある。訝いぶかしげに眉まゆを寄せるリカードの視線の先で、男子生徒はどんどん会場から遠ざかっていく。

　誤って会場の外に出たのかとも思ったが、その足取りに迷いは感じられなかった。

　男子生徒の行く手に、学業区の東に広がる鬱うつ蒼そうとした森──新月の森ノワルナがあるのを見て取ってリカードは思わず声をあげる。

「──おい！　そっちには森しかないぞ!!」

　呼びかけるのと同時に歩き出したリカードに、男子生徒は驚おどろいたのかふり返りもせずに森に向かって走り出した。

　思いがけない反応にリカードは慌て、男子生徒を追いかけながら大声を張り上げる。

「待てって！　一人で歩き回るのは──！」

　男子生徒は答えも立ち止まりもせず、リカードに背を向けたまま森に駆かけ込んでいく。リカードも彼を追って森に入ったが、すでにその姿はどこにも見出すことはできなかった。

　困こん惑わくした顔で周囲を見回しながら、森の奥へ進み出そうとした時だった。

「ぐっ！」

　後頭部に重い衝しよう撃げきを感じて、リカードは呻うめき声とともに地面に倒たおれ込む。

　あっという間に闇やみに吞のまれる意識の片かた隅すみで、ちらりと感じたのは走り去っていく生徒の姿にどこか見覚えがあるような──という漠ばく然ぜんとした既き視し感かんだった。
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　意識を取り戻したリカードが最初に感じたのは、硬い床ゆかの感かん触しよくと使われていない建物特有の埃ほこりっぽい湿しめった臭においだった。

「つ……うぅ」

　呻きながら目を開き、リカードはそこが倉庫らしき建物の中であることに気づく。

　がらんとした部屋には荷物一つ置かれておらず、床には土混じりの埃が薄く積もっている。

　高い位置に切られた素通しの窓からは、闇に沈む寸前の何枚も色いろ硝子ガラスを重ねたような透とう明めい感かんのある青色の空が見えた。

　室内にも同じ青みを帯びた薄うす闇やみが漂ただよい、視界をぼんやりと暗く閉とざしている。

「……暗くなってる？　もう、そんな時間なのか？」

　リカードは顔色を変えて飛び起きようとして、後頭部の痛みに思わず呻く。

　顔をしかめながらゆっくりと慎しん重ちように身を起こし、他ほかに外傷などないことを確かめてからリカードは半ば手て探さぐりで部屋の入口へ向かった。

　その前に周囲をひととおり探ってみたが、持っていた剣けんはどこにも見当たらなかった。

（どうして……いったい誰だれが、俺をこんなところに？）

　表情を硬かたくしてリカードは胸に呟つぶやく。しかし答えは明白だった。

　ウェスペルには吸きゆう血けつ鬼き──人を襲おそう真の意味での悪あつ鬼きが存在しているのだ。

　日中の出来事ではあったが、力のある吸血鬼にとって日光が致ち命めい的てきな弱点とならないことはアルヴィンが証明している。リカードの拉ら致ちに、昨日の吸血鬼が関かかわっている可能性は極きわめて高かった。

（だけど、どうして俺を……？）

　ぞわりと背筋に冷たいものが走ったが、考えても答えの出る問題ではなかった。

　そもそも狙ねらわれたのが自分だったのか、他の誰かだったのか、あるいは目に付いた人間なら誰でもかまわなかったのかもわからない。

　確かなのは自分が何者かに気絶させられて、ここに運ばれたという事実だけだった。

　──そして、おそらくウェスペルの生徒が関かん与よしていることも。

　自分を誘さそい込むように、森の中に駆け込んでいった生徒のことをリカードは苦々しい気分で思い出す。

　アルヴィンの仲間の吸血鬼が関係しているのか、あるいは──

　胸に広がりかけた疑心を首を振ふって打ち消し、リカードは探り当てた扉とびらに手をかける。

　昨晩の吸血鬼がアルヴィンの仲間であるという可能性は、アルヴィン自身の口から否定されていた。襲しゆう撃げきのすぐあと、アルヴィンはウェスペルで暮らしている吸血鬼全員の居場所を確かく認にんしたが、所在の摑つかめない者は一人もいなかったらしい。

　なによりアルヴィンの命令を無視して、人を襲う吸血鬼はウェスペルにいないはずだった。

　だが、人間を襲うことを禁じているというアルヴィンの言葉が噓なら──あるいはアルヴィン自身が人間を襲う吸血鬼であったなら。

「──いや、とにかく今は逃にげることを考えないと」

　自分に言い聞かせるように呟き、リカードは止まっていた手で扉の取っ手を回す。

　内心ひそかに案じていたものの、予想に反して鍵かぎはかけられていなかった。

　ほんの少しだけ安あん堵どめいた思いを感じながら、リカードは開いた扉の外へ顔を出して周囲の様子をうかがう。

　あたりは木々の立ち並ぶ森の中で、漂い始めた薄闇が梢こずえを黒く塗ぬり潰つぶしている。

　近くには人ひと影かげも建物も見えず、リカードは意を決したように倉庫らしき建物から出ると森の中に伸のびる道を駆け出していった。

　全力に近い速度で駆けるリカードの肌はだを、森の中を吹ふき渡わたっていく風が冷たく撫なでる。

　だが直後、リカードが背筋にぞくりとしたものを感じたのは、単なる肌はだ寒ざむさだけが原因ではなかった。

「──っ!?」

　骨の髄ずいまで染しみこんでくるような、強きよう烈れつな寒気と不快感。

　言葉では言い尽つくせないほどの異様な感覚にリカードは思わず足を止め、強こわ張ばった顔つきで周囲を見回す。

「勝手に出歩くとは、客としての礼儀マナーがなってないな」

「──お前はっ!!」

　弾はじかれたように声の方向を見たリカードの目に、昨日目もく撃げきしたものと同じ闇に包まれて立つ人影が映る。

　少しずつ相手を包む影かげが薄れていくのを、リカードは息を吞んで見つめた。

　現れたのは艶つややかな銀ぎん髪ぱつを短く切り揃そろえ、フロックコートに身を包んだ青年だった。

　深い紺こん色いろの生き地じは滑なめらかな艶を帯び、袖そでや身み頃ごろにつけられた精せい緻ちな細工のボタンも最上級の品物だ。襟えり元もとに結んだタイは地模様の浮うき出した純白の絹製。わずかにのぞくシャツの白さはタイとは素材の異なる厳選された綿の色だった。

　二十歳はたち前後と覚しき整った顔に見覚えはなく、リカードの顔に警けい戒かいと困惑の表情が浮かぶ。

「お前は……!?」

「下げ賤せんな人間風ふ情ぜいに名乗る名はない──と言いたいところだが」

　月光を思わせる玲れい瓏ろうとした容よう貌ぼうに、うっすらと笑えみを浮かべて青年は声を発した。

　黄玉色トパーズの瞳ひとみに宿る鋭するどい光と強烈な威い圧あつ感かん、そして口元にちらりとのぞいた牙きばが青年の正体を物語っている。

「真祖の血を持つ者になら名乗ってもかまわぬだろう。私の名はハイデ・ベゼッセルド。偉い大だいなる凶きよう王おうヴェルフリードが配下リェスフィアの血統に連なる者だ」

「ヴェル……フリード？」

　血の気を失ったリカードの顔に、本能的な怯おびえの色が浮かぶ。

　その名前は幼い子供でさえも知っている。人類を長く力で支配し続けた最強最悪の吸血鬼である。五百年前にクラウベルグ聖王国の祖レキークの手で倒されるまで、数え切れない人間が彼とその一族によって命を奪うばわれたのだ。

　信じられない思いでハイデと名乗る吸血鬼を見返したリカードだったが、同時に引っかかるものもあった。

「……真祖の血？」

　知らず言葉にしていた疑問に、ハイデは愉ゆ快かいそうに口元の笑みを深めた。

「その血を持つ者が己おのれの価値を知らないとはな──いや、無理もないことか。その血の価値は人間ごときにわかるものではない。我ら吸血鬼であっても間近で血の匂においを嗅かがない限り判別できないのだから」

「……どういうことだ？」

「それは我らに最も親しい血。生まれながらにして吸血鬼に限りなく近い──だが生きている人間の血だ。並の人間などとは含ふくまれている精気の量が格段に違ちがう。その血を吸えば吸血鬼としての力は限りなく増大するだろう。そしてお前は一度でも血を吸われれば、死した後に必ず吸血鬼となる」

　不ふ吉きつな予感がリカードの声を震ふるわせ、ハイデの最後の言葉を聞いた瞬しゆん間かんその目が恐きよう怖ふの色を宿して見開かれる。

「──そんな！　一度血を吸われたくらいで……!!」

「それが真祖の血というものだ。血の濃こい者ともなれば、吸血鬼に血を吸われたことが一度もなくとも吸血鬼としてよみがえるそうだからな。天てん寿じゆをまっとうした場合は、人間のまま死につくとも言われているが……」

　さして興味もなさそうに呟いてから、ハイデは動きを止めたリカードのほうへと足を一歩踏ふみ出す。

　その動きで我に返ったリカードが、もときた方向へ走り出そうとする。

　しかし滑すべるように移動したハイデの手が、逃げ出そうとしたリカードの腕うでを捕つかまえるほうが早かった。

「──くぅっ！」

　握にぎり潰されるのではないかと思うほどの力に、リカードの喉のどから呻うめき声が洩もれる。

　苦しげに歪ゆがめられた表情に注意を払はらうそぶりも見せず、摑んだリカードの腕をハイデは無造作に引き寄せた。

「お前は……アルヴィンの仲間じゃないのか？　あいつは人間との共存を望んでいると言った……あいつの仲間がその言葉を裏切るのか!?」

「……私が、アルヴィンの仲間だと？」

　あたりの気温が下がったような冷ややかさを感じて、リカードは続けようとしていた言葉を吞のみこむ。

　しんと冷えた空気を震わせたのは、こらえきれないようなハイデの笑い声だった。

「くく、く……まさか、そのようなことを言われるとはな。最高に面おも白しろい冗じよう談だんを聞かせてもらったぞ。よりにもよって、この私が……」

　愉快そうな声とは裏腹に、底知れぬほどの怒いかりがその言葉からは感じ取れた。

「勘かん違ちがいをしているようだから教えてやろう。私はアルヴィンの言う世よ迷まい言などに興味はないし、この地に入るのに奴やつの許しなど得ていない。もとより、奴に復ふく讐しゆうするためにやって来たのだからな」

「ぐ……復讐、だと？」

「奴は私の祖──私に吸きゆう血けつ鬼きの力を与あたえてくれたリェスフィアを殺した！　奴に復讐するために、私は五百年人間の血を啜すすって力を蓄たくわえてきたのだ！」

　語気を荒あらげて吐はき捨てるハイデの瞳は、興奮を映してか真しん紅くの色に輝かがやいていた。

　魔まの色を帯びた瞳に見み据すえられ、リカードは手足が縛しばり付けられたように動かなくなるのを感じる。だが恐怖と絶望で麻ま痺ひしかけた心の片かた隅すみで、目の前の吸血鬼がアルヴィンの仲間ではなかったことに安堵めいた思いも覚えていた。

「だが……思いもよらぬ武器を手に入れることができた。真祖の血を吸えばこれまでに蓄えた以上の力を手にすることができる。なにより、お前を吸血鬼にすれば──アルヴィンに対する最大の手て駒ごまとなるだろう」

　蒼そう白はくなリカードの顔をのぞき込むようにして、ハイデは薄うすい笑みを浮かべる。

「だ、誰だれが……！」

　お前になどに従うものか、とかすれた声をリカードはあげる。

　意志に反して弱々しく響ひびく声は、虚きよ勢せいとしか聞こえなかった。ハイデは瞳に浮かべた笑みを深め、くくっと喉を鳴らして笑った。

「いかに強力な力を持とうと、吸血鬼としてよみがえったばかりの者を従わせることなどたやすい。それに吸血鬼と化した者は、血を吸った相手の性質に大きく影えい響きようを受ける。お前は自分から人間を襲おそい、血を啜って力を得ることを望むだろう」

　馬ば鹿かな、という呟つぶやきはもはや言葉にならなかった。

　のぞき込まれた目の奥から全身に広がった痺しびれが、手足はおろか舌を動かす力さえも奪っている。薄れそうになる意識をリカードは必死に繫つなぎ止め、その耳に無む駄だな抵てい抗こうを嘲あざ笑わらうようなハイデの声が届いた。

「それに、アルヴィンが人間の味方だと本気で信じてでもいるのか？」

　悪意という毒を滴したたらせた声が、リカードの心の奥深くに注ぎ込まれる。

「奴とてしょせんは吸血鬼だ。人間の血を吸わなければ命と力を保つことなどできない──口では綺き麗れい事ごとを言いながらも、必ず血を糧かてにしているはずだ」

「う……そ、だ……」

　切れ切れの声を押し出しながらも、リカードの胸の奥を冷たいものがよぎる。

　ふいに思い出されたのは、吸血衝しよう動どうについてシンに話を聞いた時に一いつ瞬しゆん脳のう裏りをかすめた疑問だった。

　──アルヴィンは吸血衝動をどうやって抑おさえているのだろうか？

　アルヴィンに対する誓せい約やくが衝動を抑える最後の枷かせなのだとしたら、本人には効力を発揮しないはずだ。ウェスペル内に彼以上の力を持つ吸血鬼がいるとも思えない。

「お前を信用させ、側そばに置いておこうとしているだけなのかもしれないぞ？　もし奴がお前の血の価値に気づいているのだとしたら……その力を放ほうってなどおくまい」

　ハイデの声を否定する言葉を、リカードは口に出すことはできなかった。

　わずかに口を開いたまま動きを止めたリカードを、ハイデは目を細めて見やると摑つかんでいた腕から手を放した。

　リカードの首の後ろに手を回して、彼は首筋に牙を突つき立てようとする。

　冷たい息を首筋に感じたが、リカードは混乱と疑念に意識を支配されたまま身動き一つできなかった。

「──っ!?」

　だが直後、ハイデはリカードを突き放して後方へと飛んだ。

　ハイデの眉み間けんのあった場所を、銀の光が貫つらぬいていったのはその瞬間だった。

　後方の地面に深く突き立ったのは簡単な装そう飾しよくを施ほどこした両りよう刃ばのナイフだ。月光を弾はじく刀身がふり返った瞳に映るのと同時に、二本、三本と心臓や喉のど元もとめがけて飛来したナイフをハイデは大きく跳とび下がって避よけた。
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「──逃にげろ！」

　どこからともなく聞こえた声が、リカードを我に返らせた。

　なにを考える余よ裕ゆうもなく、倒たおれた地面から立ち上がってリカードは森の中へ駆かけ出す。どこかで聞いたような声だったが、声の主ぬしを気にかける意識すらなかった。

　身体からだの自由が戻もどっていることに気がついたのも、走り出してしばらくたってからだ。

　そこでようやく誰かが自分を助けてくれたのだと理解したが、リカードは足を止めようとはしなかった。

　必死に両足に力を込めて、半ば闇やみに沈しずんだ森の中を全速力で走っていく。

　方向も定めずに走り出したため、どちらに向かっているのかもわからなかった。森の奥へと向かっていないことだけを天に祈いのり、ひたすら駆け続けたリカードの目にやがて木の幹の間を染めるわずかな光が入った。

「外だ……！」

　思わず声を洩らしながら、リカードは明るく見える方向へと進んでいく。

　森の外に出ると、そこは彼が気絶させられた新月の森ノワルナからほとんど離れていなかった。リカードは校舎に向かって走り出そうとして、わずかに速度を緩ゆるめた。

　アルヴィンに対する疑ぎ惑わくと不信が、彼のもとへ向かうことをためらわせたのだ。

　ハイデの言葉など信じる必要はないと思いながらも、胸のうちで膨ふくれ上がった疑念を消し去ることはリカードにはできなかった。

　──アルヴィンは人間の血を吸っている。

　その言葉が、決定的な打だ撃げきをリカードの心に与えていた。

　アルヴィンの吸血衝動について尋たずねなかったことを、心の底からリカードは後こう悔かいする。

　吸血衝動の話を聞いた時に尋ねていれば──そう思う一方で、もしも望まぬ答えであったとしたら、自分はどうしていただろうかと問う思いもあった。

　それにたとえ「血は吸っていない」という答えが得られていたところで、アルヴィン自身を信じられなければ意味はない。

　信じるべきか、信じざるべきか──答えを出すことができるのは自分だけだ。

（俺は、アルヴィンが俺に噓うそをついているなんて思いたくはない。俺に向けた言葉も、態度も噓だったなんて思えない……）

　何度も疑い、探さぐり、信じてもいいのではと思えるようになった。

　その判断が間ま違ちがいだったとするなら、もう自分は誰も信用できなくなる。自分の目で、心で相手を信用すべきかどうか判断を下すことは、二度とできないだろう。

（けど、それは……ここでアルヴィンを信じられなくても同じことだ）

　リカードの心の奥に、羽う毛もうが舞まい降りてくるような静けさで唐とう突とつに落ちてきた一つの答えがあった。

（俺はアルヴィンを信じたい。あいつの言葉が噓ではないと思うから──その判断が信じられないってことは、俺は俺自身が信じられないってことだ。そうなったら、あいつが裏切ろうと裏切るまいと俺は自分自身が信じられなくなる！）

　決然と顔を上げて、リカードは夕ゆう闇やみに沈む街路を校舎に向かって走り始めた。

　迷いを完全に断たち切れたわけではなく、表情は硬かたいままだったが石いし畳だたみを蹴けって走る足取りは力強かった。

　信じて裏切られることよりも、自分自身を信じられなくなることのほうが恐おそろしい。

　自分も他人も、誰一人信じられずに生きるのは地じ獄ごくに他ほかならない。それなら自分自身を──己おのれの心で信じられると決めた相手を信じ抜ぬこうと思った。

　迷いも不安も、信じるという決断の前ではもはや障害とはならなかった。

　リカードは息を弾はずませながら中央校舎へ向かいかけ、アルヴィンが生徒会室にいるとは限らないことに気がついた。この時間なら、交流会の締しめくくりとして大講堂で開かれている晩ばん餐さん会に出ている可能性のほうが高い。

　慌あわてて方向を転じようとしたところで、前方に立ち塞ふさがった影かげがリカードを止めた。

「……え？」

　戸と惑まどったリカードの表情は、相手がよく見知った人物とわかったためだった。

「クライス……？」

　灰色の髪かみの少年は感情のない瞳ひとみでリカードを見返し、手に持っていた剣けんの刃はを自分の首筋にぴたりと当てる。

　それが自分の剣であることに、リカードは一いつ瞬しゆん遅おくれて気がついた。

「なにをしてるんだ……？　お前、その剣は……」

　言いかけた瞬間、リカードの表情がはっとしたように強こわ張ばる。

「まさか、あの吸きゆう血けつ鬼きに操あやつられて──!?」

「操られているわけじゃないよ、リカード」

　静かに投げられた声には、明らかな意志の力が感じられた。

「これは僕の意志だ。君にはアルヴィンをおびき寄せるための餌えさになってもらう。彼にとって君は特別な存在みたいだからね──僕の命が惜おしいのだったら、大人しく従って欲しい」

「ど……どうして、お前が……!?」

　問いかける声を無視して、クライスはリカードについてくるよう身み振ぶりで示す。

　歩き出したクライスのあとに、リカードは黙だまって続くことしかできなかった。隙すきを見て剣を取り上げるにしても、クライスの後ろ姿には一いつ片ぺんの隙も感じられない。

　クライスが向かったのは、生活区の中心にある教会堂だった。

　以前にも来たことのある礼拝堂の重い正面扉とびらを、リカードはクライスの指示を受けて両手で引き開ける。

　開いた扉の間から、礼拝堂に足を踏ふみ入れたところでリカードは背後をふり返った。

「……もう、いいだろう？　その剣を離してくれないか？」

　たとえ自分の命を盾たてに脅おどすような真ま似ねをされていても、リカードはクライスの身を案じずにいられなかった。

　クライスはリカードとともに礼拝堂の中に入ると、首筋に当てていた刃を離す。

　だが剣を手放そうとはせず、リカードの出方によっては再び自分を人ひと質じちに脅すつもりであることがわかった。

「どういうことなんだ、クライス？　俺にわかるように説明してくれよ」

「僕だって、こんなことはしたくない……でも、仕方ないんだ。確実にアルヴィンを──このウェスペルに巣食っている吸血鬼を滅ほろぼすためにはね」

「滅ぼす……って！　お前、アルヴィンの正体を知って──!?」

　思わず歩み寄ろうとしたリカードの動きを、素す早ばやくクライスが自分の首に剣を向けることで封ふうじる。

「ああ、知っているとも。アルヴィンが吸血鬼であることも、このウェスペルを作り上げ今もなお陰かげで支配し続けているのが彼だということも」

「な……!?」

「どうして知っているのか、と聞きたそうな顔だね。完全に秘密を隠かくし通す方法なんて、この世にありはしないんだよ。ましてウェスペルには大勢の人間が出入りしている──君ですら知り得た秘密が、誰だれにも知られていないとでも思ったのかい？」

　言葉を失ったリカードを見返して、クライスはだけど、と言葉を続ける。

「知っていても、手出しすることはできない。彼が人間を襲おそっているという確かな証しよう拠こがないからだ。ウェスペルの技術や知識を提供することで、彼は各国に協力者を作り上げているから証拠もなく吸血鬼だと決め付けて滅ぼすこともできない」

「それは……そうだろ。実際に人に危害を加えていないなら、討とう伐ばつする必要なんか……」

「吸血鬼が人に危害を加えない？　そんなことが本当にあると思っているのか、君は!?」

　リカードが思わず声を吞のみこんだのはクライスの言葉のせいではなく、彼の声が帯びた血を吐はくような響ひびきに圧あつ倒とうされたためだった。

「生きている限り、人間を害するのが吸血鬼という存在だ。どれだけ言葉を飾かざろうとも、血の誘ゆう惑わくに勝てる吸血鬼などいない。表に出ていないだけで必ずウェスペルにも犠ぎ牲せいとなっている人間は存在するはずだ！」

　言葉を吞んだリカードに、クライスは口調を平へい淡たんなものに戻もどして告げる。

「君はアルヴィンに騙だまされているんだ。吸血鬼という存在は絶対に人間とは相あい容いれない。まっとうな手段でアルヴィンを葬ほうむることができないのなら、非常手段に頼たよるしかない。吸血鬼を吸血鬼にぶつけるというやり方しか……」

「まさか……吸血鬼と手を結んだのか、お前は？」

　愕がく然ぜんと声をあげるリカードに答えようとはせず、クライスは高窓から差し込むわずかな光の中を奥に向かって進んでいく。

　月明かりを透すかして輝かがやくステンドグラスの下で、彼は足を止めてふり返った。

「他に手段はなかったんだ。それに、リカード──君に人を責める資格があるのかい？　吸血鬼の存在を知りながら、なにもせずにいた君に」

「俺は……!!」

「君は、吸血鬼から人を守る退治師ハンターを目指しているんじゃなかったのか？」

　表情を消した瞳で告げられて、リカードは瞬しゆん時じ言葉を失う。

「どうして、それを……!?」

「君の父親は名の知られた退治師だ。少し調べればすぐにわかったよ。君が隠れて剣の稽けい古こを積んでいることも──父親と同じ退治師になりたいんだろう？　なのに吸血鬼を野放しにしたりして、さらなる犠ぎ牲せい者しやを生み出すつもりなのか？」

「それは──!!」

　リカードが声をあげようとした瞬間、クライスは祭さい壇だんの上に置かれている聖印を振ふり上げた剣で叩たたき壊こわす。

　澄すんだ音を立てて砕くだける聖印を、リカードは言葉も忘れて見つめやった。

　ステンドグラスから降り注ぐ光を受けて、きらきらと輝きながら無数の水すい晶しようの破片が祭壇の上に飛び散る。

「なにを……やってるっ!?」

　クライスの暴挙に呆ぼう然ぜんとするのも束つかの間、畏おそれと怒いかりを等分に含ふくんだ声をリカードがあげた瞬間、礼拝堂にひやりと冷えた空気が広がった。

　窓も扉も閉められているというのに、どこからか身も凍こおるような風が流れ込む。

　リカードの背筋を覚えのある悪お寒かんがよぎるのと同時に、礼拝堂の扉が大きな音をたてて勢いよく開かれた。

「──っ！」

「ようやく目め障ざわりなものが消えたか。待ちくたびれたぞ」

　思わず身構えたリカードの耳に、すぐ耳元で発されたような声が届いた。

　リカードは反射的に声の方向を見やったが、そこに人ひと影かげはない。素早く周囲を見回したリカードの目に、祭壇の前に立っている銀ぎん髪ぱつの青年の姿が映った。

「人間の信しん仰こうの力というものは厄やつ介かいだな。そんなガラクタにさえ、私にここへ近づきたくないという気持ちを起こさせる力を与あたえる。まぁ、無視して入っても良かったが……そんなものを目にするだけでも不快だからな」

「ハイデ……!!」

　胸に忍しのび寄る恐きよう怖ふを振り払はらうように、リカードは大声を張り上げる。

　ハイデはリカードに視線を戻すと、瞳にのぞかせていた忌いま々いましげな表情を歓かん喜きのにじむ笑えみへと変えた。

「先さき程ほどは邪じや魔まが入ったが──今度は逃にがしはせん。お前の血をアルヴィンなどにくれてやりはしないぞ。私が余すところなく利用してやる」

　クライスの目に疑念の色が浮うかんだが、彼が口を開くよりも先にリカードは祭壇の前に立つハイデに飛びかかっていった。

「誰が……お前なんかに！」

　素す手でで吸血鬼に挑いどみかかるなど無む謀ぼう以外のなにものでもなく、ハイデの瞳に明らかな嘲ちよう笑しようの気配がよぎる。しかしリカードは途と中ちゆうで沈しずむように体重を移動し、ハイデの手前に立っているクライスに標的を変へん更こうした。

　リカードの狙ねらいは最初からハイデではなく、自分の剣けんを持っているクライスだったのだ。

「──ぐっ!!」

　ごく自然に進路を変えたリカードの動きに対応しきれず、体当たりを受けたクライスが床ゆかに倒たおれ込む。

　リカードは自分も床に身を投げ出して、クライスの手から離はなれた剣を拾った。

　包帯を巻いた手のひらに軽い痛みが走るが、無視して剣を握にぎり締しめる。床を滑すべるように移動して身を起こし、膝ひざ立だちの姿勢でリカードは剣を構えた。

「……どういうことだ？」

　剣を奪うばわれたことも半ば意識の外で、呆然とした声をクライスがあげる。

　ハイデはリカードの行動に慌あわてるそぶりも見せず、怒りと戸と惑まどいを等分に宿したクライスの顔を嘲あざけりの目で見つめやった。

「リカードには手出しするなと言っただろう!?　アルヴィンをおびき出すための囮おとりに使うだけだと……!!」

「人間ごときの指示を、なぜ私が受けねばならんのだ？」

　床にうずくまったクライスを見下ろし、ハイデは薄うすい笑みを口元に浮かべて言った。

「ウェスペルに侵しん入にゆうするためにお前を利用したが──だからといってお前に恩義など感じてはいない。卑ひ小しような人間が私の役に立てたことをむしろ光栄に思うべきだろう」

「な……っ！」

「それに、お前の魂こん胆たんなどお見通しだ。アルヴィンを葬り去ったあとで私も滅ほろぼすつもりなのだろう？　アルヴィンと一戦まじえれば私とて無傷ではすまない──力が弱っているところを狙えば、討うち果たすのも難しくはないと思ったのか？」

　むろん簡単に片付けられるつもりもないがな、とハイデは喉のどの奥を鳴らして低く笑う。

　クライスは鋭するどく瞳ひとみを光らせて、ハイデの顔を見み据すえる。肯こう定ていも否定もしてはいなかったが、彼の表情はハイデの言葉の正しさを表していた。

「残念だが、お前の目もく論ろ見みに乗ってやるわけにはいかん。アルヴィンを倒すためには、人間の血を吸って力を付ける必要がある。まして目の前に真祖の血の持ち主がいるのなら、みすみす見み逃のがす道理はあるまい」

「真祖の……血？」

　訝いぶかしげに呟つぶやいたクライスの声は、リカードの耳には届かなかった。

　音もなく移動したハイデがクライスの喉のど元もとに突つき出した手を、すんでのところで飛び込んで剣で斬きり払ったのだ。

　重い衝しよう撃げきが両手に伝わるのと同時に、冷たい汗あせが全身を濡ぬらすのを感じる。

「──っ！」

　目の前に立ったリカードの背中を、クライスは呆然とした顔で見上げた。

　その顔を見やる余よ裕ゆうもなく、リカードは声だけを背後に投げる。

「逃げろ、クライス！」

「罠わなにかけた相手を庇かばうのか……？　つくづく人間とは不合理な生き物だな」

「うるせえっ！」

　リカードの反応を面おも白しろがるようなハイデに向かって、剣を握る手に力を込めて斬りかかっていく。

　斜ななめに下げた剣を思いきり振ふり上げ、勢いを乗せてハイデの胸むな元もとへ突き入れる。

　くり返し身体からだに覚え込ませた剣けん技ぎは理想に近い動きをなぞり、剣の切っ先がハイデの身体を捉とらえたと思った──瞬しゆん間かん、リカードの身体が宙高く舞まった。

「──ぐあっ!?」

　胸に生じた激しい衝撃の正体も、リカードには瞬時理解できなかった。

　空中で身体を捻ひねり、かろうじて頭から床に叩きつけられるのを避さけたところでハイデの姿が目に入り、無造作に膝で蹴けり上げられたことがわかる。

　体勢を崩くずしながらも剣だけは手放さず、リカードは礼拝堂の両りよう端たんに並べられた木のベンチの上に落下した。ベンチが衝撃をわずかに吸収するが、打ち付けた背中と胸の痛みにリカードはあげかけた悲鳴を嚙かみ殺す。

「く……うっ!!」

　激痛に霞かすむリカードの目に、ゆっくりと彼に歩み寄ってくるハイデの姿が映った。

　慌てて起き上がろうとするが、身体が自由にならず半はん壊かいしたベンチの上から転がり落ちる。再度ぶり返した痛みに身を震ふるわせながら、リカードは右手の剣を強く握り締めた。

　身体中があげる悲鳴を、リカードはあえて意識の外側へと追い出す。

　骨や内臓に異常は生じていないはずだし、今すぐ命に関かかわるような大おお怪け我がも負っていない。多少の──あるいは多少どころではない無理をしてでも動かなければ、訪おとずれるのは最悪の未来であるはずだった。

　よろめきながら身を起こし、床に突いた剣を支えに立ち上がろうとするリカードにハイデは冷れい笑しよう混じりの声を投げた。

「……まだ、無む駄だな抵てい抗こうを続けるつもりか？」

　同時にハイデの輪りん郭かくが歪ゆがみ、気がついた時にはリカードのすぐ目と鼻の先にその姿が迫せまっていた。ほとんど無意識のうちに、リカードは手にしていた剣を横に振ふり払う。

　崩れかかる膝を気力で支えたリカードの一いち撃げきは、フロックコートに包まれたハイデの胸元を深く切り裂さく。リカードの瞳に驚おどろきとも喜びともつかぬ光がのぞいたが、切り裂かれた衣服の隙すき間まから見えたのは瞬またたく間にふさがっていく傷口だった。

（しまった……！）

　心臓を正確に貫つらぬきでもしない限り、吸きゆう血けつ鬼きに致ち命めい傷しようを与えることはできない。

　その事実を思い出した時には、すでに手て遅おくれだった。わずかに気を抜ぬいた瞬間ハイデの手がリカードの腕うでを摑つかみ、強い力で捻ねじり上げていたのだ。

「筋は悪くなかったが……残念だったな」

　剣が床に落ちる音を遠く聞きながら、必死に気力を搔かき集めてリカードは嘲笑を刻んだハイデの顔を睨にらみ上げる。

　身体が動かなくなる最後の最後まで、諦あきらめるつもりなど毛頭なかった。

　全身の痛みを歯を食いしばってこらえ、リカードはハイデに抵抗するための力を両手両足に蓄たくわえる。

　ほんの一いつ瞬しゆんでも隙すきを見せれば、と全神経をハイデの動きに集中し──

「──リカード！」

　その瞬間、礼拝堂の中に飛び込んできた人ひと影かげから放たれた声が、リカードの耳と心を同時に震わせた。







　開け放たれた扉とびらから駆かけ込んできた影は、速度を落とすことなく礼拝堂の中央に立つハイデとリカードのもとに接近した。

　まさしく影が滑るような速度で、ハイデが捕つかまえているリカードの腕を摑む。

　同時に接近していたもう一つの影が、手にした斧槍ハルバードをハイデの喉元めがけて叩たたき入れた。

「……っ！」

　空気さえも真っ二つに切り裂きそうな力と速度のこもった一撃を、ハイデはわずかに身体を反らしてかわす。

　その手の力が緩ゆるんだ隙を逃のがさず、リカードは力任せにハイデから逃れようとした。

　しかし思うように身体に力が入らず、手を振りほどくことができない。焦あせるリカードの腕に別の力が加わり、気がついた時には転げるようにハイデの手から解放されていた。

「……アルヴィン」

　体勢を崩した自分の身体を、しっかりと抱だき止めた相手の名をリカードは口にした。

　驚きと感謝──それにどこか後ろめたい思いが絡からみ合い、言葉を詰つまらせたリカードにアルヴィンは微び笑しようして応こたえた。

「遅おそくなってすまなかったな。助けに来たぞ」

「どうして……」

「助けに来ないとでも思っていたのか？　交流会の最中にお前の姿が見えなくなったと報しらせがあったから、手分けして探させていたのだ。昨日の今日であるし、お前が自分の意志で行方ゆくえをくらますなどとは考えられなかったからな」

「晩ばん餐さん会に出てるものとばかり思ってたぜ……」

「そこまでの間ま抜ぬけだと思われていたのか？　侮ぶ辱じよくにもほどがあるぞ」

　言葉ほどの険はなく、微笑を残したままの瞳でアルヴィンはリカードを見つめやる。

　心からリカードの無事を喜んでいるのがわかる眼まな差ざしだった。思わず返しそうになった声をリカードは吞のみ込み、同時に胸の中のしこりのようなものが溶とけるのを感じた。

　アルヴィンは自分を騙だましたりなどしない──胸に広がった思いは、ちくりとした罪悪感をも伴ともなっていた。

　その思いから目を背そむけるように、リカードはハイデのほうに視線を戻もどした。

　ハイデと戦っているのは、斧槍ハルバードを縦じゆう横おう無む尽じんに振るうシンだった。長い柄えの端はしに半月状の刃やいばと槍やりの穂ほ先さきを付けた武器で、通常の斧槍とはやや異なる形状をしている。

　さらに獣けものの耳と尻尾しつぽを持つ男性──ディスも加わり、ハイデは防戦一方となっているように見えた。

　わずかに安あん堵どしたリカードだったが、耳を打った声が彼の注意を引きつけた。

「助けられたとでも思っているのか、リカード？」

　祭さい壇だんの側そばに立ち上がったクライスが、怒いかりと憐あわれみを等分に含ふくんだ視線をリカードに向けていた。彼の手に握にぎられた両りよう刃ばのナイフを見て、リカードがわずかに息を吞む。

「吸血鬼が本気で人間の身を案じ、助けることがあると？　そう見せかけて人間を信用させ、嘲あざ笑わらいながら裏切るのが吸血鬼のやり方だ。人間の感情など、吸血鬼にとっては玩おも具ちやの一つでしかないんだ──退治師ハンターを目指していながら、そんなこともわからないのか？」

「──っ！」

　リカードの顔に焦りが浮うかんだのは、隣となりに立つアルヴィンの存在ゆえだ。

　後ろめたさをのぞかせたリカードの顔色から焦りの理由を察してか、クライスは口元に薄うすい笑えみをにじませて言った。

「アルヴィンには教えていないのか？　それも当然だろうな。吸血鬼相手に、自分が吸血鬼を殺す退治師ハンターを目指していることなど教えられるはずがない」

「俺は……！」

「心の底では、アルヴィンのことを信用などしていなかったのだろう？　いつか本ほん性しようを現すと思って警けい戒かいしていたんじゃないのか？　それは正しい判断だよ、リカード。今からでも遅くはない──アルヴィンを殺すんだ」

「──クライス！」

　たまりかねたように、リカードは大声をあげてクライスを睨む。

　対するクライスの表情には余よ裕ゆうがあり、彼はアルヴィンに視線を移して冷ややかな声を投げやる。

「裏切るつもりが、裏切られていた気分はどうだ？　たかが人間と侮あなどっていた相手に騙された気分は──？」

「……くだらんことを」

　低く吐はき捨てるように、アルヴィンは言葉を発した。

　リカードは思わず身をすくませたが、アルヴィンの声に怒りの色はなかった。むしろ失笑に近い響ひびきが彼の声にはのぞいていた。

「その程度のこと、最初から知っていたぞ」

「なに……？」

「リカードの父親が退治師ハンターであることも、そいつが親の跡あとを継つぎたがっていることも──ウェスペルの中をこそこそ探さぐり回っていたことも知っている。なにを目的としていたのかは、あくまでも想像の域を出ないがな」

　お見通しだと言わんばかりの視線をちらりと向けられ、リカードは心臓が竦すくみ上がるような思いをする。

　しかしアルヴィンの瞳ひとみは優やさしく、彼はクライスに視線を戻して言い放った。

「だが、それがどうした？」

　不敵な笑みを浮かべたアルヴィンの言葉に、クライスは二の句が継げなくなる。

「どう……だと？」

「たとえ退治師であろうと、吸血鬼であろうと、他者に危害を加えないのであれば受け入れを拒こばまないのがウェスペルだ。隠かくし事の一つや二つ目をつぶる度量がなくてどうする。誰だれにでも話せないこと、話したくないことはある」

「……アルヴィン」

　呆ぼう然ぜんとリカードは呟つぶやき、アルヴィンの横顔を見つめやる。

「私は己おのれの目を信じる。こいつがどういう目的で入学したのであれ、今はもう私たちを害する意志を持ってはいないと。いささか単純すぎるきらいはあるが、自分の目で見たものを素す直なおに受け止められる柔じゆう軟なんな心を持っている人間だと──私は知っている」

　柔らかな表情を瞳にのぞかせて断言するアルヴィンの言葉が、そのまま自分にとっても置き換かえられることにリカードは気づく。

　自分がアルヴィンを見ていたように、アルヴィンもまた自分を見て判断していたのだ。

　互たがいを完全に理解することはできなくても、拒きよ絶ぜつしなければ少しずつ歩み寄っていくことはできる──たとえ種族に違ちがいがあっても。

「それに、こいつは大事な生徒会の戦力なのでな。都合良く使える雑用係にいなくなられては困るのだ」

「って、交流会の準備の間だけの話じゃなかったのかよ!?」

　にやりと笑って付け加えるアルヴィンに、リカードは思わず大声をあげる。

「臨時役員は何度でも任命することができるのだぞ？　生徒会は常に人手不足だし、卒業するまでこき使ってやるから覚かく悟ごしておけ」

　平然とした口調で告げられてリカードは脱だつ力りよくし、アルヴィンは笑みを深めた目の端でその姿を眺ながめやった。

「吸きゆう血けつ鬼きが……なにを馬ば鹿かげたことを！」

　しかし、クライスの口から吐き出されたのは拒絶の言葉だった。

　はっと視線を戻すリカードの目に、ナイフを構えてアルヴィンに走り寄ってくるクライスの姿が映る。

　鋭するどく突つき出されたナイフの刃を、アルヴィンを庇かばったリカードの剣けんが受け止めた。

　クライスは一いつ瞬しゆん目に驚おどろきの色を浮かべたが、すぐにはっきりとした憎ぞう悪おを表情ににじませてリカードに斬きりかかってくる。

「吸血鬼を庇うのか、リカード！　次はその背中が狙ねらわれることになると、君にはわからないのか──人の姿をしていても、吸血鬼には人間と同じ心など存在しないんだ!!」

「違う！」

　リカードが振ふり払はらった剣が、クライスの手からナイフを弾はじき飛ばす。

　わずかにクライスが動きを止めた瞬間、リカードは返した剣の柄つかをクライスの腹に思いきり叩たたき入れていた。

　低い呻うめき声をあげてくずおれるクライスを、リカードは息を荒あらげて見下ろした。

「吸血鬼すべてが、人を襲おそって血を奪うばうことを望んでいるわけじゃない……人間を傷つけずに生きていくことを望む者もいる。人間と同じように、心の持ち方が一人一人違うだけなんだ。だから──俺はアルヴィンを信じる」

　呟くように口にした言葉は、意識を失って横たわるクライスには届いていなかった。

　複雑な顔つきでリカードは目を上げ、自分に向けられたアルヴィンの視線に気づく。同時に自分の言葉を思い出し、リカードは赤くなった顔を慌あわててシンたちのほうに向けた。

　ハイデとの戦いは、微び妙みような均きん衡こうを保ったままいまだに継けい続ぞくしていた。シンとディスの二人が息のあった連れん携けいで、ハイデを礼拝堂の入口近くまで追い詰つめている。

　だが、一方的に攻せめられていながらも、ハイデの顔には明らかな余裕があった。

　シンの繰くり出す斧槍ハルバードの刃も、ディスの爪つめも、あと一歩のところでかわされて決定的な一いち撃げきを与あたえることができない。無理に攻めれば逆に致ち命めい傷しようを与えられかねず、今もディスが吸血鬼の膂りよ力りよくで投げつけられたベンチを間かん一いつ髪ぱつでかわしたところだった。

「くそ……っ！　どうにかならないのかよ……！」

　ベンチの砕くだける派手な音を聞きながら、リカードはもどかしげな光を目に浮かべる。

　今すぐ目の前の戦いに加わりたいという思いがあったが、加わったところでシンやディスの足を引っ張る結果になるのは目に見えていた。

「そうは言っても、私にはどうすることもできん。なにぶん私は、肉体労働とか戦いとかいうものには向いていないのでな」

「……はぁ!?」

「いや、本当だ。治ち癒ゆ能力こそ優すぐれているが、私のこの身体からだは腕わん力りよくも脚きやく力りよくも人間と特別変わらない。腕力だけなら、お前のほうが優れているんじゃないか？」

　言われてリカードは生徒会の手伝いをしている間、一度もアルヴィンが力仕事らしい力仕事をしているのを見た記き憶おくがないのを思い出した。

「……だってお前、吸血鬼じゃないのかよ!?」

「吸血鬼だからって、人間離ばなれした力の持ち主ばかりとは限らないぞ。奇くしくもお前が言ったように、吸血鬼といっても一人一人異なるのだ」

　自分が言ったのは性格のことだ、とリカードは内心で思ったが口には出さなかった。

　ただ呆あきれ返ったような眼まな差ざしを向けるリカードに、アルヴィンは一瞬のぞかせた不服そうな表情を微び笑しように変えて告げた。

「まぁ、そう心配するな……あの二人なら大だい丈じよう夫ぶだ」

　信しん頼らいのこもった声にリカードが口をつぐんだ瞬間、再び硬かたいものがぶつかる物音が礼拝堂に響き渡わたった。

　反はん撃げきに出たハイデの蹴けりが、素す早ばやく飛び退のいたディスの後方にあったベンチを引っかけたのだ。ほとんど真っ二つに折れて使い物にならなくなったベンチを尻しり目めに、ディスは屈かがんだ体勢から床ゆかを蹴ってハイデに襲いかかる。

　ハイデが身構えた瞬間、その横に現れたシンが手にした斧槍ハルバードを振り下ろした。唸うなりを上げて襲いかかった刃やいばの軌き道どうさえリカードには見えなかったが、ハイデは首筋ぎりぎりで斧槍の柄を受け止める。

　同時にディスの突き出した爪が、ハイデの胴どう体たいに深々と突き立てられた。

（──やったか!?）

　リカードの顔に一瞬期待の色が浮うかんだが、ハイデの身体は貫つらぬかれるのと同時に漆しつ黒こくの霧きりと化し、千々に乱れて広がっていく。

　離はなれた場所で再び一点に集つどい、人の形をとったハイデの身体に傷は残っていなかった。

「甘いな……この程度か、貴様の配下の力は」

　嘲あざ笑わらうようなハイデの言葉を、アルヴィンは鼻で笑い飛ばした。

「配下ではなく仲間だ。それに──甘いのはお前だ」

「なに……!?」

　ハイデの双そう眸ぼうに怒いかりの色がよぎった時、シンが縦に振り下ろした斧槍の刃がその身体を真っ二つに切り裂さいた。

　直前でハイデは霧に姿を変え、刃は黒い霧を虚むなしく散らせるだけに留とどまった。

　しかし同時に床を蹴って近づいてきたディスが、集まった霧が人の形をとるのを見計らって胴体に拳こぶしを叩き込む。今度は変化が間に合わず、まともに拳を受けたハイデにシンが音もなく接近して斧槍を横に振り抜ぬいた。

　すっぱりと断たたれたハイデの首が落ちるのを待たず、シンは返した穂ほ先さきで心臓を貫く。

　思わず目を逸そらしそうになったリカードだが、剣を握にぎる手に力を込めて首と胴体に分かれたハイデの姿を見つめやった。

　床に横たわったハイデは動かず、リカードの表情からじわじわと硬さが取れていく。

「……倒たおしたのか？」

　我知らず呟つぶやいたリカードに目を向け、アルヴィンは安心させるように微笑ほほえんだ。

「シンの腕うで前まえは確かだと言ったはずだ。歳としは若くとも、彼の一族の中では有数の腕前の持ち主なのだからな」

「……否いな。長老方に比べればいまだ児じ戯ぎに等しい」

　アルヴィンの声を聞き留めたシンが、ハイデに視線を向けたままそっけない声だけを二人に投げやる。

「長老方ならばここまで手こずりもしない。このような醜しゆう態たいが知られれば、修しゆ行ぎようのやり直しを命じられるのは確実だ」

「どんな化け物だよ、それって……」

　思わずリカードが洩もらした呟きに、シンが遠い目つきで「人間ならざる存在という意味以上の化け物だ」と妙みように硬い声を返す。

　アルヴィンとディスはちらりと目を見み交かわして苦く笑しようし、リカードが横に立つアルヴィンへと顔を向けて言葉を発しかけた時。

　ごく自然な動作で突き出されたリカードの剣が、アルヴィンの胸を深々と刺さし貫いた。

「……え？」

　手のひらに伝わってきた肉を裂く感かん触しよくに、リカードは戸と惑まどった声をあげる。

　自分が手にしている剣が、アルヴィンの身体に突き刺さっている光景の意味を、リカードは理解することができなかった。

（なん……で、俺がアルヴィンを……？）

　呆ぼう然ぜんと思うリカードの手元に、剣を伝って流れ落ちてきた血がぽたぽたと落ちる。

　それがリカードの意識を現実に引き戻もどし、間ま違ちがいなく自分がアルヴィンを刺したのだと認にん識しきさせた。

「……な、どうして！　アルヴィン!?」

　悲鳴のような声が口を割って出るのを、リカードは止とどめることができなかった。
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　目の前で膝ひざから崩くずれるように倒れ込むアルヴィンの身体を、リカードは頭の芯しんが凍こおりついた気持ちでただ呆然と見下ろしていた。

　アルヴィンの胸に突つき刺さった剣けんがずるりと抜け、血にまみれた刀身が姿を現す。

　刀身の半分以上を赤く染め上げる血の色がリカードの目に焼き付き、アルヴィンに引きずられてリカードの手を離れた剣が、床に当たって甲かん高だかい音を響ひびかせた。

「──アルヴィン!!」

　その音で我に返ったように、リカードは倒れたアルヴィンに手を伸のばそうとする。

　しかし身体が動かなかった。かろうじて自由になる視線を下げて、リカードは自分の足元に深い闇やみがわだかまっていることに気がついた。

　離れた場所に倒れたハイデの身体が、漆黒の霧と化して溶とけるように崩れ落ちたのはその時だった。

「……なんだ、こんなにも呆あつ気けないものだったとは」

　蒼そう白はくな顔で動きを止めたリカードの耳に、くつくつと笑いを含ふくんだ声が届いた。愉ゆ悦えつの色をたたえた声は、足元の闇から発せられていた。

「ハイデ……!!」

　うつ伏ぶせに倒れたままアルヴィンは身動き一つせず、床に広がった血がその身体に戻ろうとする気配もない。

　衝しよう撃げきと怒りが混然となったリカードの声に、応こたえるように足元の闇がゆらりと動いた。

　渦うずを巻いて立ち上った闇が形作ったのは、傷一つない銀ぎん髪ぱつの青年の姿だった。

　闇がハイデに姿を変えるのと同時に、リカードは身体の自由が戻るのを感じたが動くことはできなかった。リカードの身体を背後から抱だき締しめるようにして、ハイデは冷たい微笑をのぞかせた瞳ひとみを床に伏ふしたアルヴィンに向けた。

「耄もう碌ろくしたか、アルヴィン？　貴様の配下ごときが、私を討うち取ることができるなどと信じるほうが間違っている。こんな見え透すいたやり口に引っかかってくれるとは、人間と馴なれ合って暮らしているうちにすっかり腑ふ抜ぬけたか」

「……お前っ！」

　耳元で聞こえる声にも、もはや恐きよう怖ふを覚えることはなかった。

　恐おそれをはるかに凌りよう駕がする怒りに駆かられて声をあげるリカードを、しかし一いち瞥べつすることもなくハイデは色を失ったディスとシンの顔に視線を移した。

「真祖の血を手に入れる必要もなかったようだな。アルヴィンの力がここまで衰おとろえているとわかっていたら、もっと早く行動に出ていたものを……」

　念には念をと思ったのが裏目に出たか、と嘲ちよう笑しよう混じりの声が礼拝堂に響く。

「だが、よい駒こまが手に入ったことに間違いはない。真祖の血の持ち主は、吸きゆう血けつ鬼きとして生まれ変わった時点で即そく最強の吸血鬼となりうる。こやつと私の力があれば、このウェスペルに集つどう人間どもを一人残らず血の海に沈しずめることなどたやすいはずだ！」

「馬ば鹿かにすんなよ、三さん下したが」

　太い犬歯を唇くちびるの端はしからのぞかせてディスが告げた一言に、ハイデは言葉を止めて嘲笑の残る眼まな差ざしを返す。

「……なんだと？」

　不快そうな響きの混ざる声に、ディスは頓とん着ちやくせずに言葉を続けた。

「人間に手助けされなきゃウェスペルに潜もぐり込むこともできないような奴やつが、偉えらそうなことを抜かすなって言ってんだよ。おまけに真祖の血？　結局自分自身の力じゃなにもできないって言ってるようなもんじゃねえか」

　わざとらしく小指の先で獣けものの耳をほじくり、軽けい蔑べつしきったようにディスは言う。

　ハイデの怒ど気きが膨ふくれ上がるのを、背中越ごしに感じてリカードは戦せん慄りつする。冷や汗あせが全身から噴ふき出すのを自覚しながら、リカードはハイデを挑ちよう発はつするようなディスの言動の意味を内心で案じた。

（ただ単に怒おこらせてるだけじゃないだろうな……!!）

「たかが人じん狼ろうごときが、吸血鬼である私を愚ぐ弄ろうするか!?　もとはといえば我らの眷けん属ぞくであった一族が……!!」

「その思いこみのおかげで、こっちは散々迷めい惑わくしてんだよ！」

　牙きばをむくように言い放って、ディスは獣そのままの動きでハイデに襲おそいかかる。

　直前の弛し緩かんしきった態度が噓うそのような速度に、ハイデは瞬しゆん時じ対応するのが遅おくれた。ディスの爪つめがわずかに傾かたむけたハイデの頰ほおを引き裂さく。

「吸血鬼の同類だと思われてるおかげで、堂々と人前に姿も見せられない始末だ！　お前らに与くみしたご先祖がいたことは確かだけどよ！」

　頰に走った傷きず痕あとはすぐに消えたが、ハイデは怒いかりを宿した瞳でディスを見み据すえる。

「獣風ふ情ぜいが……!!」

「アルヴィンに保護されなきゃ、人間の目から隠かくれて山奥でこそこそ暮らすしかなかったぜ。俺以外にも、お前らの同類扱あつかいされてるせいで人間に恐れられてる一族は山ほどいる。ウェスペルを守っているのはアルヴィンだけじゃない、そいつらもだ」

「下等な一族がどれほどいようと、私の敵ではない！」

　隙すきを衝ついてディスはリカードを奪うばい返そうとするが、ハイデはリカードの身体からだを抱かかえたまま大きく飛び退すさる。

　その足元が再び黒い霧きりと化し、飛び出した細い棘とげがディスに襲いかかっていった。

　針のように鋭するどく尖とがった棘をディスは飛び上がってかわしたが、空中にいる彼をさらに数を増やした棘が狙ねらう。

「──ぐっ！」

　数本の棘が足を貫かん通つうし、ディスは体勢を崩したまま落下した。

　鈍にぶい音を立てて床ゆかに叩たたきつけられる大おお柄がらな身体を、ハイデははっきりとした嘲あざけりの色を瞳に浮うかべて見下ろした。

　しかしハイデが口を開きかけた瞬しゆん間かん、ディスは力のこもった声で言い放った。

「ウェスペルの底力を舐なめるなよ……五百年も力を溜ためなきゃ、アルヴィンに復ふく讐しゆうもできないような三下吸血鬼に搔かき回される場所じゃねえんだよ。ウェスペルが安全だと信じて生活している人間に手出しなんかさせてたまるか」

「そんな無様な格好で、よくも言えた──」

「それに」

　言いかけたハイデの言葉を、ディスの声が半ばで遮さえぎった。

「この程度のことで、アルヴィンが本当に死ぬとでも思っているのか？」

　微び笑しようさえ含んで放たれた言葉が、抵てい抗こうもできずにハイデに抱えられているリカードの脳内にゆっくりと浸しん透とうしていく。

　言葉の意味を彼が理解するのと同時に、背後でハイデの息を吞のむ音が聞こえた。

「まさか……！」

　礼拝堂に広がる薄うす闇やみが、押し潰つぶさんばかりの重圧を帯びたのはその時だった。







「──っ！」

　顔色を変えたのはハイデばかりではなく、彼の腕うでに首筋を押さえられているリカードも同様だった。

　粘ねばり気さえ感じさせる闇の圧力が、リカードの手足を搦からめ捕とって動きを封ふうじる。

　ハイデも凍りついたように動きを止めているのを感じ、逃にげなければという思いが頭の端をかすめた瞬間、リカードは床に横たわるアルヴィンの姿に違い和わ感かんを覚えた。

「……え？」

「こちらの身体に戻もどるのは、できるだけ避さけたかったのだが……」

　その耳に夜を結けつ晶しよう化したような響ひびきを持つ声が届き、反射的に声の方向を見やろうとしたリカードは身体に強い衝撃を受けた。

　腰こしを抱かれるようにして、ハイデから引き離はなされたと気づいたのは一いつ瞬しゆんあとだ。

　リカードを片かた腕うでで横抱きにしたシンがハイデから飛び離れる。床に下ろされたリカードは、礼を言うのも忘れて周囲を見回した。

　リカードの視線の先で闇やみは見る見るうちに濃こさを増し、月の光さえも届かぬ最さい奥おうの一点から耳に馴な染じんだ──いや、いつも以上に艶つややかさを増した声が響いた。

「仮の器うつわが使えなくなってしまったのでは仕方がない。まったく、見事に心臓の位置を貫つらぬいてくれて──これが本体だったら確実に死んでいたぞ」

　将来が空そら恐おそろしいな、と苦く笑しようしながら凝こった闇の中からアルヴィンが姿を現す。

　まとっているのは制服ではなく、古典的な立ち襟えりの衣い装しようだ。小さな飾かざりボタンの並ぶ上着の裾すそは踝くるぶしまで届くほどに長く、上には鮮あざやかな紺こん碧ぺきに染め上げられた金の縁ふち取どりのあるマントを羽織っている。

　古い時代の王族のような、豪ごう奢しやな衣装が灰金色アツシユブロンドの髪かみと白い美び貌ぼうをさらに引き立てる。

　見慣れないアルヴィンの姿と、彼の全身から伝わってくる異様な威い圧あつ感かんにリカードは知らず言葉を吞みこんだ。
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　容姿そのものはまるで変わらないのに、受ける印象は別人のように異なっていた。

「……アルヴィン？」

　呆ぼう然ぜんとした顔でリカードは呟つぶやき、床に倒たおれているアルヴィンの異変に気づく。

　ぐったりと力を失ったアルヴィンの身体は、制服を身につけた同じ大きさの木製の人形へと姿を変えていたのだ。

　白っぽい木から削けずり出された人形には目も鼻もなく、つるりと丸い頭部だけがある。

　手足も間接部で曲がるようになってはいるものの、不自然な方向にねじ曲がった姿勢は明らかに人形だとわかるものだった。制服の胸には小さな裂け目があったが、流れ出ていた大量の血はどこにも見当たらない。

「な……!?」

　リカードが声をあげるのと同時に、愕がく然ぜんとしたハイデの声が投げられた。

「貴様、それは……っ!?」

「見ての通りの人形だ。心臓を貫かれる衝しよう撃げきと痛みのせいで、もとの身体に魂たましいが戻されてしまったがな」

「……わざわざ人形に宿ってる時まで、触しよつ覚かくだの痛覚だの再現するからだっつうの」

　立ち上がったディスがぼそりと呟くのに、アルヴィンはやや険のある目を向ける。

「鋭えい敏びんな感覚を宿していなければ、味も匂においもまともに感じることはできんだろうが！　食べ物も飲み物も楽しむことができないような生活は私は御ご免めんだ！」

　へいへい、と肩かたをすくめるディスからアルヴィンはハイデに視線を戻す。

「力の消しよう耗もうを抑おさえるため、私は人形に魂を移して生活している。見た目や触しよつ感かん、汗あせや血などはすべて五感を騙だます幻げん術じゆつで作り上げてな」

「人形……だと？」

「そうでもしなければ、私は人間とともに生活することはできなかった。力が消耗すれば血を求めて人間を襲う衝しよう動どうにかられるのは必定──衝動に負けて一度でも人間の血を吸えば、私にとっての人間は力を得るためのただの糧かてでしかなくなる」

　抑えた声こわ音ねで投げられた言葉の内容に、リカードははっとした表情を瞳ひとみにのぞかせた。

（吸血衝動か……！　やっぱり、アルヴィンは人の血を吸ってなんかいなかった！）

「人間など……もとより私たちの糧となるだけの存在だろうが！」

　しかしハイデは低く怒りに満ちた声をあげ、アルヴィンは表情を変えないまま瞳の光だけを冷たく鋭いものへと変えた。

「吸きゆう血けつ鬼きも、もとは人間だったということを忘れるな。生きるため、力を得るために血を啜すすり続けているうちに、心まで変質してただの獲え物ものとしか見られなくなっていくが……人間に牙をむくことは、ある意味同族を食くらう行こう為いとも言えるのだぞ」

　わずかに苦さを増したアルヴィンの声を無視して、ハイデが彼へと襲おそいかかる。

　一瞬にして黒い霧と化したハイデはアルヴィンの眼前で実体化し、鋭く伸のびた爪つめを彼の心臓めがけて突つき入れる。

「……っ！」

　閃ひらめくように突き出された手は、しかしアルヴィンにあっさりと摑つかみ取られた。

「吸血鬼というのは種族ではなく、呪のろいの一種だ」

　ハイデの手を片手で摑み止めたまま、淡たん々たんと告げるアルヴィンの声には底のない闇のような暗さが漂ただよっていた。

「血を介かいして伝わる不死という呪い──私たちはそれを受けた時点で、二つの生き方のどちらかを選ばなくてはならなくなる。自らに与あたえられた力に酔よって心まで悪あつ鬼きと化すか、人の心を保ちながら人ならざる存在として生き続けるか……」

　私は道を間ま違ちがえた、という呟くような言葉はリカードの耳には届かなかった。

「我らは死を超ちよう越えつすることで、新たな種族として生を受けたのだ!!　人間ごときと一いつ緒しよにしてもらわれては困る!!」

「ああ……お前たちの主張はいつもそうだったな」

　ぽつりと息を吐はくようにアルヴィンは言葉を唇くちびるに乗せ、敵意をむき出しにしたハイデの手を解放する。

　虚きよをつかれたような表情を見せたのち、ハイデの顔が屈くつ辱じよくと怒いかりの色に染まった。

「力あるものが正義。弱者は強者の糧になる定め。確かにそれは自然界の掟おきてだが、文明を築き上げてきた人間の従うべき掟ではない──獣けものの掟だ。欲よく望ぼうのままに弱者を食い物にすることを選ぶのなら、吸血鬼はただの血に飢うえた野や獣じゆうでしかない」

「我らを愚ぐ弄ろうするのか!?　貴様──!!」

　アルヴィンが最後に口にした一言にハイデは激高し、彼が大きく腕を振ふり上げるのと同時に周囲に広がっていた闇が鋭するどい刃やいばと化してアルヴィンに殺さつ到とうする。

「──アルヴィン！」

　思わず声をあげたリカードの目の前で、アルヴィンの身体からだが無数の刃に貫かれる。

　リカードの顔からざっと血の気が引いたが、刃を受け止めた瞬しゆん間かんアルヴィンの身体は弾はじけるように幾いく多たの蝙こう蝠もりへと姿を変えた。

　鳴り響いた羽音に顔を叩たたかれて、リカードの目が限界まで見開かれる。

「私は本能のままに生きる獣であるより、心だけでも人間であり続けることを望む」

　飛び立った無数の蝙蝠はわずかに離れた場所で折り重なるように集つどい、人の形をとった影かげが真しん紅くに輝かがやく瞳でハイデを見返す。

「獣は文明も、歴史も、未来も作り上げることはない。ただ欲望のままに生き、子孫を増やすのみ──その果てにどんな未来が待っている？　人間は学び、成長する。人間が吸血鬼の支配から逃のがれたのは、当然のなりゆきだったのかもしれんぞ」

「黙だまれ……っ!!」

　ハイデは宙に手をかざし、自らの影の中から現れた漆しつ黒こくの剣つるぎを摑み取るとアルヴィンの頭上めがけて振り下ろす。

　アルヴィンはわずかに目を細めると、剣を握にぎったハイデの手を摑み止めた。

　が、摑む寸前腕うでは剣とともに漆黒の霧きりと化して、アルヴィンの手をすり抜ぬける。

　全身を一度霧に変えたハイデは、アルヴィンの後ろで実体化して再び形をとった長ちよう剣けんを彼の背中へと突き出す。ぎらぎらと輝く瞳がアルヴィンを映し、憎ぞう悪おをみなぎらせた声が叫さけびとなってハイデの口から洩もれた。

「私の力を侮あなどるな──!!　いつまでもお前の知る私のままではない!!」

「──っ！」

　ふり向きざまにアルヴィンは手の甲こうで剣の腹を弾はじき、わずかに軌き道どうを変えた剣が彼の肩かた口ぐちを浅く切り裂さく。

　飛び散った血に眉まゆを寄せることもなく、アルヴィンはハイデの胸むな元もとに手を突き出した。

　揃そろえた指先はハイデの心臓を正確に抉えぐったかに見えたが、その瞬間全身を霧へと変えた彼がもとの姿に戻もどった時、傷を受けた様子はどこにも見受けられなかった。

「……ずいぶんと芸が細かいな」

「吸血鬼としては珍めずらしい能力でもあるまい？　吸血鬼の弱点が心臓であることはよく知られているのだから」

　舌打ち混じりの声をアルヴィンが洩らしたのは、あるべき位置にハイデの心臓がないことに気づいたためだった。

　心臓とは言っても臓器そのものではなく、吸血鬼としての力の核かくだ。

　通常であれば心臓の内部に存在しているものだが、その手て応ごたえが感じられない。

　自在に心臓の位置を変える力を有しているのだとすれば、どこを攻こう撃げきしても致ち命めい傷しようを与えるには至らず、倒すのは至難の業わざだった。

「……っ！」

　リカードは言葉を吞のみこんだまま、呆然と目の前の戦いを見つめていた。

　両者の放つ絶大なまでの威い圧あつ感かんだけで手も足も凍こおりついたように動かなくなり、身体の芯しんから震ふるえがこみ上げてくる。

　だが、リカードの胸の奥には恐おそれとは別の、それをはるかに上回る感情がじわじわと広がり始めていた。

（ただ手も足も出せずに見てるだけなのか？　俺は──吸血鬼と戦う退治師ハンターを目指していたんじゃなかったのか？）

　逆に足手まといになりかねない──そう主張する自分自身をリカードは叱しつ咤たする。

（だったら、足手まといにならない方法を考えればいい！　吸血鬼が人間以上の力を持ってるなんて最初からわかりきってることだ。なにもできないと決め付けていたんじゃ、守れるものだって守れやしない!!）

　吸血鬼を倒たおしたいわけではない。戦うことが目的ではなく、戦いでしか守れないものを守るのがリカードが退治師を目指した一番の理由だ。

　強い父親の姿に憧あこがれた。それ以上に戦う力のない人々を守ろうとする意志に共感した。

　だから退治師になろうと決めた──吸血鬼がすべて悪ではないと知った今でも、その思いは変わらず胸の中にあった。

　強い感情が手足に少しずつ熱を送り、感覚を取り戻した拳こぶしをリカードは握り締しめる。

　探さぐるようにあたりを見回したリカードの目が、少し離はなれた場所で鈍にぶく月光を弾いている剣の上で留まった。

「それが貴様の本体だというなら願ってもない。今度こそ完全に貴様を葬ほうむり去ってくれる！」

「できると思うのか？」

　アルヴィンの顔には皮肉な笑えみがあったが、ハイデも余よ裕ゆうのある態度を崩くずさなかった。

「その身体で長く力を振るうことはできまい？　せっかく消しよう耗もうを抑おさえていたというのに、吸きゆう血けつ鬼きとしての力を使えば使うだけ吸血衝しよう動どうに耐たえられなくなっていく……どこまで我が慢まんできるか見み物ものだな」

「………」

　無言のまま、アルヴィンはハイデに向けた目を鋭く細める。

「安心しろ、お前がそこの人間に襲いかかる前に私がお前を殺してやる。衝動に駆かられて前後の見境もつかなくなった吸血鬼を殺すことなどたやすい──」

　得々として語るハイデの言葉が中断されたのは、月光に淡あわく染まる闇やみを一直線に駆け抜けていった影が襲いかかったためだった。

「──お前にアルヴィンを殺させるものか！」

　声変わりを終えたばかりの少年の声とともに、鋭い斬ざん撃げきがハイデの背中をとらえる。

　斜ななめに振り下ろされた剣はハイデの身体を深く切り裂いていたが、ハイデは眉一つひそめることなくふり返ると口元に薄うすい笑みを浮うかべた。

「自ら進んで、我が糧かてとなりに来たか？」

　悪お寒かんが背筋を駆け上がるのを感じながらも、リカードは目を逸そらすことなく伸のばされたハイデの腕を斬きり払はらう。

「リカード……！」

　どこか愕がく然ぜんとした響ひびきのあるアルヴィンの声に、視線を向けることもせずにリカードは言い放った。

「こいつは俺をすぐには殺せない──俺の血に利用価値があるならな！」

「──本気でそう思っているのか？」

　冷たい声が耳元で響いて、背後から伸ばされた二本の腕がリカードの身体を捕とらえる。

　骨が軋きしむほどの力で身体を締め上げられ、リカードの顔が苦く悶もんの色に染まる。

「ぐ……うっ！」

「わざわざ捕らわれに戻ってくるとは、助けられた甲か斐いがないな。殺されることはないと甘く見たか？　殺さなくても苦痛を与あたえる方法ならいくらでもあるぞ」

「や……かましい」

　切れ切れの声を返しながら、リカードは肩かた越ごしにのぞき込むハイデを横目で睨にらみつける。

　こうして捕つかまることになるのも計算のうちだった。リカードの目的はハイデを倒すことではなく、彼の注意を引きつけてアルヴィンたちが攻撃を加える好機を作り出すことだ。

「だが、その愚おろかな勇気を賞賛しよう──我が一族に加わるといい、リカード。そしてともにアルヴィンを葬り、奴やつの作り上げた人間どもの学まなび舎やを血の地じ獄ごくに変えようぞ」

　笑み混じりに告げたハイデの牙きばが首筋に迫せまるのをリカードは感じたが、こみ上げる嫌けん悪お感かんと恐きよう怖ふをアルヴィンに対する信しん頼らいが上回った。

「お前などにアルヴィンは負けない！　俺もお前なんかには屈くつしない──人間を殺すことしか考えられない化け物なんかに、俺の血は一いつ滴てきだって与えねえ！」

　リカードの口から放たれたのは悲鳴ではなく、強い意志を宿して響く言葉だった。

　それを聞いた瞬しゆん間かん、無力さを嘲あざ笑わらうようにリカードの首に突つき立てられようとしていたハイデの牙が、ぴたりと動きを止めた。

「なに……？」

　呆ぼう然ぜんと発したハイデの呟つぶやきの理由はわからなかったが、自分が首の皮一枚で最悪の状じよう況きようから逃のがれたことがリカードにはわかった。

　──ハイデの注意が、完全に自分一人に向けられているということも。

「アルヴィン！　今だ!!」

　リカードの声を待たず、アルヴィンは刃やいばの形状をとった闇を弧こを描えがくように操あやつり、ハイデの後方から全身へと向けて放つ。

　ハイデはとっさに捕まえたリカードを盾たてにしようとしたが、それよりも早くシンが斧槍ハルバードの刃でリカードを捕らえている腕うでの片方を斬きり飛ばした。残る腕からディスがリカードの身体からだを引き剝はがして抱かかえ、同時に漆しつ黒こくの刃がハイデへと襲おそいかかる。

「動くな、ハイデ!!」

　身体を霧きりに変えて攻撃を逃のがれようとするも、鋭するどく響き渡わたったリカードの声がハイデの意志に反してその動きを止めた。

　指先から霧に変わりかけていたハイデの身体に、幾いく本ほんもの刃が容よう赦しやなく突き立つ。

「首を狙ねらえ、リカード！」

　その声に操られるようにリカードはハイデの懐ふところに飛び込んで剣けんを突き上げ、同時にハイデが空中から摑つかみ取った剣をリカードめがけて振ふり下ろす。

　だが漆黒の刃を持った剣は、同じく闇色の霧に受け止められてリカードの身体に届くことはなかった。さらに遠心力を加えてハイデの背に振り下ろされた斧槍の刃が、無数の顎あぎとと化した霧とともに動きを封ふうじる。

　鋭い牙を生やした顎は霧に変わろうとしたハイデの全身を、容赦ない力で深々と嚙かみ裂さいていった──

「はああああぁっ！」

　瞬間、リカードが突き出した剣の切っ先がハイデの喉のど元もとを貫つらぬいた。

　本日二度目となる──今度は、正しよう真しん正しよう銘めい生きている相手の──肉を裂く手て応ごたえにリカードの顔がしかめられるが、剣を握にぎる手の力を緩ゆるめることはなかった。

　深々と突き立てた刃を引き抜ぬくと、ハイデの身体は力なく床ゆかの上にくずおれる。

「……心臓を移動できるのなら、移動する場所をこちらで定めてしまえばいい。それに真祖の血の持ち主を甘く見たことが仇あだとなったな、ハイデ」

　目を見開いたままのハイデを見下ろし、アルヴィンは感情の色のない声で告げた。その瞳ひとみはすでに野の花のような薄うす紫むらさきの色に戻もどっていた。

「真祖の血は限りなく吸血鬼に近く──大多数の吸血鬼よりも上位に位置する。他ほかの吸血鬼に嚙まれて転化した者などとは大おお本もとからして異なる、吸血鬼の原種に近い血を人間として生きたまま持っているからだ」

「な……に……？」

「吸血鬼を圧あつ倒とうするほど濃こい血を持つ者は稀まれだが、上位者の意志には容易には逆らえないのが吸血鬼というものだ。なにより、リカードの意志の力を読み違ちがえたな。人間の持つ意志の力は時に我らをはるかに凌りよう駕がするぞ」

　アルヴィンの顔を誇ほこらしげな笑みがかすめるのと同時に、ハイデの身体は白く風化した灰の塊かたまりのようなものと化して音もなく崩れ去る。

　身につけていた衣服までが跡あと形かたもなく消え去り、あとに残されたのは人の形をしていたとは思えないほど少量の灰だけだった。







　床に薄く積もった灰を冷めた瞳で見下ろしてから、アルヴィンはディスの肩かたを借りて立っているリカードに視線を移した。

　冷たい表情は拭ぬぐったように消え去り、口元には淡い微び笑しようが浮かんでいる。

「まさか、お前に助けられることになるとは思っていなかったぞ、リカード」

「……いや、別に」

　わずかに顔を赤くして目を背そむけるリカードに、アルヴィンはからかうように続ける。

「それに、私をあそこまで信用してくれているとも思わなかった。自分を餌えさにハイデの注意を引きつけるような真ま似ねをして……もし私がお前を助けなかったら、どうする気だった？」

「そんなこと、考えもしなかったよ」

　視線を逸らしたまま、リカードはぶっきらぼうな口調で言葉を投げ返した。

　態度はそっけなかったが、はっきりとした言葉にはリカードの本心からの思いが込められていた。

「第一お前、あいつが俺の血を吸って強くなったりしたら不利になるだろ？　本当に吸きゆう血けつ鬼きになるかどうかはわからないけど、もしそうなったら敵の数まで増えるし……そうなる前になんとかしてくれるって思ったんだよ」

「……ほほう、そうか」

　照れくささをごまかすように早口で付け加えるリカードに、アルヴィンはやや剣けん吞のんな笑えみを瞳に閃ひらめかせて言った。

「つまり状況判断の結果だったというわけか。たいしたものだ、あの状況下でそこまで冷静に判断できるとはな──考えなしに突っ込んでいったのかと思って一いつ瞬しゆんひやりとしたが、ただの勘かん違ちがいだったようで良かった」

　いや本当によかった、とアルヴィンはわざとらしい口調でくり返す。

「それと念のために言っておくが、お前が吸血鬼に一度でも嚙まれるようなことがあれば死後必ず吸血鬼化するというのは、疑いようのない事実だ。特にお前の血はかなり濃いようだからな。うっかり吸血鬼に嚙まれるようなことがないよう気をつけるといい」

「……本気かよ」

　憤ふん然ぜんとしかけたリカードの顔が、やや血の気を失ったものへと変わる。

「本気も本気だ。だから──私にもあまり近寄るな。正直今の状態で、お前が側そばに立っているのは辛つらい」

　アルヴィンがわずかに真しん剣けんなものを声にのぞかせて告げると、リカードははっと気がついたような表情で一歩後じさった。

　一歩で足を止められたのは、アルヴィンの目に理性の光を見て取ったためだった。

「まぁ、今すぐ襲いかかるほど血に飢うえているわけではないが……なんだ、その顔は？」

「……いや、なんでも」

　無意識のうちにアルヴィンを全面的に信用している自分に気づき、リカードは微び妙みように口元を曲げて言葉を返す。

「とにかく、お前の血は力を求める吸血鬼にとっては最上級のご馳ち走そうのようなものだ。普ふ通つうの人間の血を吸うよりも簡単に力が得られる上、上手うまくすれば強力な配下まで手に入るのだからな。人間として生きていきたいのなら、うかつに吸血鬼には近づかないほうがいい」

「……お前だって吸血鬼だろうが」

「私ほど強固な理性を持つ吸血鬼が、そうそういるとでも思っているのか？」

　むしろ呆あきれたように眉まゆを上げて返された言葉に、負け惜おしみじみた言葉を口にしていたリカードは沈ちん黙もくする。

　アルヴィンはわずかに口の端はしを緩めたが、続ける声には厳しい響ひびきが残っていた。

「お前の血は吸血鬼に対して多少の強制力を発揮するが、絶対の服従を強しいるほどの力は持たない。力の強い吸血鬼に対しては、かえって自尊心を逆さか撫なでする結果となりかねん。自分で自分を守れないなら、私の側を離はなれないのが最も安全といえるだろうな」

　少なくとも私の側にいれば他の吸血鬼に襲われることはない、とアルヴィンは笑みを深めて付け加える。

　その言葉を聞いて、リカードの心の奥をふっとよぎった考えがあった。

（……こいつ、もしかして俺を守るために生徒会に入れたとか？）

　まさか、と軽く頭かぶりを振って考えを振り払はらい、リカードが視線を巡めぐらせた時だった。

「──あ！」

　リカードがあげた声が、アルヴィンを含ふくむ三方からの視線を引き寄せた。

　訝いぶかしげな色を含んだ視線には気づかず、リカードは月光にほの白く照らし出される礼拝堂を見回しながら言った。

「クライスがいない……！」

　気を失って倒たおれていたはずのクライスの姿が、どこにも見当たらない。

　リカードの言葉でその事実に気づき、礼拝堂の中を一ひと巡めぐりしたアルヴィンの視線が開かれたままの正面扉とびらに向けられる。

　瞳の奥に忌いま々いましげな表情をのぞかせて、アルヴィンは小さく「逃にげられたか」と呟つぶやいた。

「逃げられたか……って、いいのか？　放ほうっておいて!?」

「どのみち一人ではたいしたこともできん。見張りの連中もいるし、ウェスペルの中にいるのならいずれ見つかるだろうさ──？」

　答えるアルヴィンの目に、扉の向こうから姿を現した人ひと影かげが映った。

　かすかな足音を立てて礼拝堂に駆かけ込んできたのは、眼鏡めがねをかけた怜れい悧りな顔立ちの男子生徒──副会長のトリアだった。

　礼拝堂の惨さん状じようと普ふ段だんと異なるアルヴィンの姿に眉をひそめながらも、口に出して問うことはせずに早足で彼に向かって進んでいく。

　少し離れた場所で足を止めると、トリアはアルヴィンに一礼して声を発した。

「ウェスペルの敷しき地ち内に無断で侵しん入にゆうしようとした集団がありました。いつものように見張りの者が眠ねむらせて拘こう束そくしようとしましたが……」

「逃げられたのか？」

　言いよどんだ言葉を補うようにアルヴィンが告げる。トリアは眼鏡の奥の瞳をわずかに悔くやしそうに伏ふせ、低く「はい」と答えた。

「無理に捕とらえようとすれば、こちらと向こう双そう方ほうに被ひ害がいを出しそうでしたので……」

「……そうか」

　アルヴィンの口元には、そこにのぞく牙きばにも似た鋭するどい笑みがあった。

「気にする必要はない。こちらでも一人取り逃がしたところだ……今回の件、あの小こ僧ぞうの思いつきにしては準備が良すぎると思ったが、おそらくその連中が糸を引いていたのだろう。私に恨うらみを持つ吸血鬼を見つけ出して交こう渉しようを持ちかけるなど、ただの小僧にできることではない」

「それって……」

　二人の間で交かわされる会話を、やや気き後おくれした様子で聞いていたリカードが遠えん慮りよがちに口を開いた。

「つまり、クライスが誰だれかの命令であの吸血鬼をウェスペルに送り込んだ──いや、連れ込んだってことか？」

「おそらくな。あの小僧自身、吸血鬼にかなりの恨みを抱いだいていたようだから上手く利用されたのだろうが……ウェスペルの存在を目め障ざわりに思っている連中もいるということだ。吸血鬼が設立した学園というだけで、連中にとっては潰つぶす理由は十分すぎるくらいにあるのさ」

「人間との共存を目指していても……人を襲おそわなくてもか？」

「吸血鬼がすべて悪だと考える輩やからにとっては、吸血鬼であるというだけで滅ほろぼす理由となる。まぁ、よほど明確な証しよう拠こでも摑つかまぬ限りウェスペルに手出しなどできんがな。だからこそ裏であれこれと画策するのだろうが……」

　苦く笑しようを浮うかべるアルヴィンを、リカードは納なつ得とくしかねるといった顔で見つめやる。

「心配するな。この程度の小こ競ぜり合いは──さすがに吸血鬼を送り込むほど、なりふり構わぬ手段に出てきたのは初めてだが、日常茶さ飯はん事じだ」

「……もっと心配になるだろ、そんなことを聞いたら」

　呆れとも不安ともつかない表情をのぞかせてリカードが呟いた瞬しゆん間かん、ぐ～、と情けない音が腹のあたりで鳴り響いた。

　複数の視線が自分に集まるのを感じて、リカードは顔を真っ赤にする。

（そういえば、昼からなにも食べてないんだった……！）

　昼食も夕食も抜ぬいた形となっていたが、今まで緊きん張ちようの連続で空腹を感じている暇ひまもなかったのだ。全身に嫌いやな汗あせを搔かきながら視線を逸そらすリカードを、くつくつと小声で笑いを洩もらしながらアルヴィンが見やった。

「胃い袋ぶくろのほうは、少々違ちがう意見のようだな」

「こ、これは……！　しょうがねえだろ、育ち盛りなんだから!!」

　もっともらしい言い訳を探す努力を早々に放ほう棄きして、リカードは肩かたを震ふるわせるアルヴィンに食ってかかる。

　ばつの悪さを隠かくすように必要以上の大声をあげるリカードに、アルヴィンはわかったと言いたげに手のひらを向けた。

「さすがに今から晩ばん餐さん会に参加する元気はないだろうが……厨ちゆう房ぼうに行けば、料理の残りくらいあるだろう。私も最初の挨あい拶さつだけしてすぐに中座したから、会場には戻もどりづらいしな。どこか適当な空き室にでも料理を運ばせてやろう」

　だからあんまり近づくな、とアルヴィンはリカードの右手の包帯を目の端はしで示す。

　力の限り剣けんを握にぎり締しめていたため、完全に治りきっていない傷口が開いてうっすらと包帯に血がにじんでいる。

「──それとも、私の食事になりたいのか？」

「……っ!!」

　無言でぶんぶんと首を横に振ふりながらリカードは後退する。

　先さき程ほどとは違う汗を流ながすリカードの顔を、妙みように色気のある眼まな差ざしで見つめてからアルヴィンはふっと息を吐はくように笑った。

「信しん頼らいしてもらえるのはありがたいが、無む警けい戒かいなのもほどほどにな。正直お前の血には、仮の器うつわに宿っていてさえ誘ゆう惑わくを感じるほどなのだ」

「お、おう……」

　ぎこちなく答えて、リカードは先に歩き出したアルヴィンのあとを追う。

　今いま更さらのように全身の痛みが強く感じられ、足取りはゆっくりとしたものだった。アルヴィンとの間に微び妙みような距きよ離り感かんを保ったまま礼拝堂の外に出ると、月明かりが思った以上に明るくリカードの目を刺さした。

　わずかに目を細めながら、ディスの手を借りてリカードは慎しん重ちように階段を下りていく。

　最後の一段を下りて地面に足を踏ふみ出した時、ちらりと頭の片かた隅すみを礼拝堂から消えた人物の姿がかすめた。

　ちくりと胸を刺した痛みから気を逸らすように、目を伏せてリカードは街路へと歩み出していった。







　月の光に白く照らされる石いし畳だたみの上を、クライスは息を乱しながら走っていた。

　無人の街区に反はん響きようする靴くつ音おとと、耳障りな呼吸の音だけが意識に届く。月明かりに薄うすめられた夜の闇やみがあたりの景色を青く閉とざし、ぼんやりと黒く浮かぶ建物や木の影かげがまるで死に絶えた街のようだ。

　ウェスペルの正門に向かって全力で走りながら、クライスは自分自身に問いかける。

（どうして、こんなことに……!?）

　計画は順調に進んでいたはずだった。正規の入学者としてウェスペルに侵入し、荷物に紛まぎれ込ませて運び込んだハイデを学園内で解放する。

　首しゆ尾び良よくハイデがアルヴィンを討うち果たせばよし、仮に返り討ちにあったとしても、ウェスペルの近くで待機している騎き士したちがアルヴィンを仕留める手て筈はずとなっていた。暁ぎよう光こう騎き士し団だんの精せい鋭えいなら、戦いで弱った吸きゆう血けつ鬼きを討うち滅ぼすのはたやすいはずだ。

　強大な力を持つ吸血鬼同士がぶつかり合えば、生き残ったほうとて無傷ではすまない。

　騎士団の兵力はウェスペルから吸血鬼を葬ほうむり去るための切り札であり、また吸血鬼が本ほん性しようをむき出しにして生徒を襲った場合被害を最小限に抑おさえるための保険でもあった。

（吸血鬼が信用ならないことは最初からわかっていたはずだ。だから打てる限りの手を打っておいたはずなのに……）

　明らかに計画に狂くるいが生じ始めたのは、リカードの存在がきっかけだ。

　妙にアルヴィンに気に入られている様子の生徒──彼を囮おとりとして使うことにハイデがいやに意い欲よく的てきだったことにクライスは気づけなかった。

　ハイデがリカードの血に執しゆう着ちやくしていることに気づいた時には、すでに手て遅おくれだったのだ。

　──真祖の血は限りなく吸血鬼に近く、大多数の吸血鬼よりも上位に位置する。

　アルヴィンが発した言葉は、クライスの耳と記き憶おくに克こく明めいに刻み込まれていた。

　言葉の意味を正確に理解することはかなわなかったが、戦いの最中リカードの言葉がハイデの動きを止めたことはわかった。

　リカードが吸血鬼に嚙かまれて死ねば、ほぼ確実に強大な力を持った──人間にとって最悪の吸血鬼としてよみがえってくるということも。

（真祖の血とはなんなんだ？　リカードは、いったい何者なんだ……？）

　自分に勉強を教わっている時の屈くつ託たくのないリカードの顔が脳のう裏りをよぎり、胸に広がった苦い思いを無視してクライスは足を進める。

「はぁ、はぁ……？」

　徐じよ々じよに落ちかけていた速度を上げようとした時、前方の一点に彼の視線が留まった。

　呼吸を弾はずませながら、クライスはどこか怪け訝げんそうな表情を顔に浮かべる。

　行く手を遮さえぎるように立っている、長身の人ひと影かげが目に入ったためだった。アルヴィンの仲間かと思いかけたが、クライスを見ても特に身構える様子はない。

「よう」

　次し第だいに速度を落とし、やがて足を止めたクライスに相手は軽く手を上げてみせた。

　月明かりに浮かぶいかにも男性的な整った容姿と、適当に着き崩くずした教父服にクライスは目を丸くする。

「あなたは……」

「楽しい晩餐会の最中に、こんなところでなにやってるんだ？　クライス」

　硬かたい響ひびきをにじませたクライスの声に、教父服の人物──オスタリオは先程とまったく同じ冗じよう談だんめかした軽い口調で応こたえる。

「今期の交流会はなかなか盛り上がったぜ？　一番の立役者が早々に退場してしまったせいで晩餐会は今一つ精せい彩さいを欠いていたけどな……他ほかにもちらほら見ない顔があったんだが、どこに行ってるもんだか心当たりはないかね？」

　仮にも学校行事なんだから、生徒会役員がこぞってサボるのはどうかと思うが──とオスタリオはぼりぼりと頰ほおを搔いて呟つぶやく。

「そこをどいていただけませんか、オスタリオ教父？」

　緊きん張ちよう感かんのない彼の態度とは対照的に、クライスの口調も表情も硬いままだった。

　声の底には戸と惑まどいの気配がにじんでいたが、それを塗ぬり潰つぶして余りある不ふ審しんの念が口調には込められている。

　オスタリオは微び笑しようを浮かべて彼を見返し、クライスはわけもない不安がこみ上げてくるのを感じながら平へい淡たんな声こわ音ねで告げた。

「どういうおつもりでここに姿を見せたのかは知りませんが……あなたと悠ゆう長ちようにお喋しやべりをしている時間はないんです。僕は暁光騎士団の──」

「第五隊所属の準騎士、クライス・フォートン」

　さらりとオスタリオが投げ返した言葉の内容に、不審げに細められていたクライスの両眼が大きく見開かれた。

「どうして……それを？」

　教会と暁光騎士団は同じ信しん仰こうに支えられていても別系統の組織だ。教会は神の言葉で人々の心を安あん寧ねいに導き、騎士団は武力をもって人々に害をなす吸血鬼を討とう伐ばつする。

　吸血鬼の跋ばつ扈こするウェスペルに配属されているとはいえ、教父であるオスタリオが騎士団の人員を把は握あくしているはずがなかった──本来ならば。

「切り捨て前提の一兵卒には、知らされていないことが数え切れんほどあるわけよ。どれだけ吸血鬼が憎にくいか知らんが、与あたえられた情報を鵜う吞のみにするばっかりじゃ、都合良く使い潰しにされて終わりだぞ？」

　驚きよう愕がくと警戒を顔にのぞかせるクライスに、はぐらかすようにオスタリオは笑って言う。

　無責任にも聞こえる言葉に、大きく見開かれていたクライスの目の奥にちりっと燃え上がるような怒いかりが浮うかんだ。

「……あなたに、なにがわかるんです!?」

「俺にはわからんよ、なにも」

　口元に浮かべた笑えみを消すことなく、オスタリオは肩かたをすくめながら答える。

「吸血鬼に身近な人間を殺された恨うらみなんてのは、当人にしかわかるもんじゃない。一人一人受け入れ方も感情も違ちがう──理解できるなんて簡単に言えるわけがない」

　オスタリオの声の底に自分の胸にあるものと同じ憎ぞう悪おを感じ取り、クライスは胸を衝つかれたような表情になる。

　だがそれを問うより早く、オスタリオはにっと微笑を深めて続けた。

「ああ、お前さんを待ってた理由だけどな。このまま行けばアルヴィンがウェスペルに放っている見張りにとっ捕つかまるぞ」

「え……？」

「見つかりたくないんなら、こっちを通っていけ。幸い騎士団が侵しん入にゆうしようとしたおかげで、監かん視しの目に穴が開いているからな」

　森の中を抜ぬけていく道を手で示し、オスタリオはウェスペルの敷しき地ちの外までの詳くわしい道筋をクライスに説明する。

　戸惑いを瞳ひとみにのぞかせながらも、クライスは決心したように一礼すると示された方向へ走り去っていった。

「素す直なおな奴やつだな……こんな怪あやしい状じよう況きようで人を信用するとは、悪い大人に利用されるのも無理のない話かもしれんな」

　遠ざかっていくクライスの背中を見送るオスタリオの眼まな差ざしには、呆あきれの色の混ざる苦笑が漂ただよっていた。

　若人わこうどとしては十分好感の持てる性質だが、と呟きを放ってオスタリオは視線を転じる。

　彼の目はあたりを包み込む闇やみの彼方かなた──ウェスペルの生活区にある教会堂の方向へと正確に向けられていた。

「にしても、盛大に荒あらしてくれちゃって……ウェスペルのほうで、きちんと責任持って片付けてくれるんだろうな？」

　笑いを含ふくんだ声の底に漂うごく薄うすい刃やいばのような響きを、本人以外に聞いた者は誰だれ一人としていなかった。
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「……よし」

　大きな革かわ製せいの背負い鞄かばんに荷物を詰つめ終えると、しっかりとベルトで固定してからリカードは蓋ふたを強く押さえていた手を離はなした。

　荷物と格かく闘とうしている間ににじんだ汗あせを拭ぬぐい、リカードは室内をぐるりと見回す。

「この部屋とも、今日でお別れか……」

　人のいないがらんとした部屋には、仕切り布のついた四つのベッドと四つの机。窓まど際ぎわに置かれた二つの机のうち一つは綺き麗れいに片付けられ、作りつけの棚たなの中にもなに一つ残っていない。ベッドの上も同様で、きちんと畳たたまれた上うわ掛がけと枕まくらが残されているのみだ。

　未練を断たち切るようにリカードは強く首を振ふり、床ゆかに置いた鞄と布にくるんだ剣けんを取り上げて部屋の入口に向かう。

「──うおぁっ!?」

　同時にリカードの目の前で扉とびらが開き、内開きの扉に顔面を強きよう襲しゆうされそうになってリカードは思わず身をのけぞらせた。

「あれ？　なにやってるのリカード、そんな荷物持って？」

「ルイシ！　いきなり開けるんじゃねえよ……っ!!」

　反射的に言い返してから、リカードはルイシの視線と指し摘てきに気づいて手にした荷物を慌あわてて後ろに隠かくそうとする。

　その反応に構うそぶりを見せず、ルイシは入口から身体からだをずらして声を投げた。

「そんなことより、リカードにお客様が来てるよ！　それもこんな場所へ来てもらうのが申し訳ないくらいの超ちよう、特別なお客様スペシヤルゲスト！」

「え……？」

　やたらと大おお袈げ裟さなルイシの言葉に、リカードの顔が戸惑いの色を浮かべる間もなく、

「邪じや魔まするぞ、リカード」

　入口の向こうから顔をのぞかせたのは、いつも通りの制服に身を包んだアルヴィンの秀しゆう麗れいな姿だった。







　興きよう味み津しん々しんといった様子のルイシを荷物とともに部屋に置き去りにし、寮りようの裏手にある広場に逃にげるように移動してリカードはアルヴィンに問いかけた。

「なんだよ、いきなり……臨時役員の任務も終わったし、もう俺に用はないはずだろ？　わざわざ休日に訪ねてくるほどの用事なんて……」

「そっちこそ、これはなんなのだ？」

　あえて迷めい惑わくそうな口調を作って投げたリカードの台詞せりふは、眉まゆ根ねを寄せたアルヴィンの言葉によって遮さえぎられる。

　目の前に突つき出された一いつ封ぷうの封ふう書しよを見て、リカードの目がわずかに見開かれた。

　『退学届』と表に記されたそれは昨日の放課後、学生課に提出してきたはずのものだ。特に引き止められることもなかったので、受理されたものと思い込んでいたが──

「どうしてそれを、お前が持ってるんだよ？」

　困こん惑わくして告げるリカードの疑問に答えず、アルヴィンはますます渋じゆう面めんを強めて言う。

「あの荷物といい、まさか勝手にウェスペルを出ていくつもりだったんじゃないだろうな？」

「勝手にって……それを見りゃ、ちゃんと退学届を出してきたってわかるだろ」

「そういう問題ではない！　私になんの断りもなく、ウェスペルを去るつもりだったのかと聞いているのだ！」

　厳しい声音で問いつめられ、リカードの表情が戸と惑まどいを帯びたものから苛いら立だったようなものへと変わる。

「お前の許可を取る必要はないだろ！　俺がウェスペルにいる必要はなくなったんだから──倒たおすべき吸きゆう血けつ鬼きがいないのに、退治師ハンターがここにいたってしょうがないだろ!?」

　結局、ウェスペルに行け、と告げた父親の遺ゆい言ごんの意味はわからないままだった。

　彼がなにを考えて息むす子こにそう伝えるよう願ったのかも、なぜ彼がウェスペルを調査していたのかも。

　だが、わからなくてもかまわない──とリカードは思った。

　ウェスペルに来たことで、吸血鬼のすべてが人間の敵ではないということがわかった。自分たちと同じように感じ、考え、人間を傷つけずに生きる方法を探している吸血鬼もいるのだとわかった。

　吸血鬼に対する憎にくしみではなく、傷つけられる誰かを守りたいという思いが退治師を志した理由であったことも思い出した。

　それだけでウェスペルに来た意味はあったのだと、リカードは胸のうちで強く思った。

「許可が必要ない？　なにを寝ねぼけたことを言っている？　必要に決まってるだろう──私がお前の身み柄がらを預かることになっているんだ！」

「……はぁ？」

　アルヴィンの声に思し索さくを打ち破られて、思わずリカードは問い返す。

「お前の父親──ゲイルにもしものことがあった時には、お前の身柄を預かると約束していたんだ。他ほかならぬゲイル自身とな」

「な……父さんが？　どうして!?」

「私が言ったことをもう忘れたのか？　お前の血が吸血鬼にとってどれだけ魅み力りよく的てきなのか──お前の存在が野心ある吸血鬼に知られれば必ず狙ねらわれることになる。お前を守ることができるのは、私だけだと言ったはずだ」

「別に、お前に守ってもらう必要なんて……！」

　半ば条件反射のように顔を赤くして言い返すリカードに、アルヴィンはこれ見よがしに息を吐はいて肩かたをすくめてみせた。

「自分一人だけで、吸血鬼に対たい抗こうできないことは身をもって思い知っただろうが。お前を他の吸血鬼から守るためには、ウェスペルは絶好の場所だ。ここには人間に危害を加える吸血鬼はいないし、害意を持つ存在は簡単には侵しん入にゆうできないようになっているのだからな」

「でも、これまでだって無事に──」

「今まではゲイルがお前を吸血鬼の手から守ってきた。奴がどれだけ慎しん重ちように、お前に吸血鬼を近づけさせないように気を配っていたと思う？　奴が死んでから今までの一年間、何事もなく過ごすことができたのは奇き跡せきといってもいいくらいだ」

「……父さんが、俺を守っていた？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたリカードの目で揺ゆれたのは、驚おどろきとはやや色を違たがえる感情だった。

「退治師ハンターという仕事をしている以上、いつ命を落とすことになるかわからない……だから奴は自分に万が一のことがあった場合、お前の身の安全を委ゆだねる相手を探していた。ウェスペルのこともかなり慎重に調べていたようだな。その上で、私にお前を託たくすことを決めた」

「じゃあ、父さんがウェスペルに行けと言ったのは……お前に守ってもらうように、ってことだったのか？」

　リカードの言葉は問いの形を取っていたが、確かく認にんであることは声の響ひびきでわかった。

　小さくうなずいたアルヴィンの動作はリカードの目には触ふれず、「ああ」と答える声だけが耳の奥に残った。

　じわりと胸に広がる熱いものを、無む理り矢や理り吞のみ下してリカードは顔を上げた。

「ちゃんと言ってくれなきゃ、わからないだろ……あれこれ考えて、父さんの仕事を引き継つぐなんて息巻いてたこっちが馬ば鹿かみたいじゃないか」

　あえて平静を装よそおった口調は、頼たよりなく揺れていて完かん璧ぺきに目もく論ろ見みを外していた。

　それに気づいてリカードはわずかに顔を赤らめ、ばつの悪そうな表情でアルヴィンの顔から視線を背そむける。

「アルヴィンも知っていたなら、最初から教えてくれれば良かっただろ。自分の目で確かめろなんて回りくどいこと言ってないで」

「あの時のお前は、私の話など聞く耳持たなかっただろうが──それに、そのほうが面おも白しろそうだと思ってな」

　しれっとした口調で加えられた一言に、リカードの顔が憤ふん激げきでさらなる赤みを帯びた。

「お前なぁ──!!」

「まぁ、とにかくお前がウェスペルを去るべき理由がないことは、これでわかっただろう？」

　あげかけた声を満面の笑えみで遮られ、調子を狂くるわされてリカードは口を閉じる。

　アルヴィンは温ぬくもりを帯びた眼まな差ざしでリカードの顔を見やり、しなやかな指先を鼻先に突きつけて言い放った。

「託された以上、お前の身は必ず私が守ってやる。だからお前も、いずれは自分で自分の身を守ることができるように──もしウェスペルを出ていくことがあっても、その血を誰だれにも利用されることがないように強くなれ。それがゲイルの願いだ」

「……俺が強くなることが、父さんの願い？」

　力強く告げる言葉を耳にして、リカードの瞳ひとみの奥にも風を送り込まれた火種のような輝かがやきが宿り始める。

　──強くなれ。自分と自分の大切なものを守れるように。

　父親の言葉が耳の奥をかすめたような気がして、リカードは胸の前で強く拳こぶしを握にぎりしめた。

「まぁ、お前の場合は勉強にも力を入れてもらわねばならんが。うかうかしてると本当に落第しかねないぞ」

　含ふくみ笑いとともにアルヴィンが投げた言葉に、リカードはうっと嫌いやそうな表情となる。

「とはいえ、せっかく確保した雑用係──いや大事な戦力に抜ぬけられては困るからな。多少の面めん倒どうを見てやることくらいはしてもよい。鶏にわとり並みの理解力の持ち主に、どこまで勉強を教え込めるかというのも興味深い実験だ」

「誰が鶏だ!?　ってか、今さらっと雑用係って言っただろ!?」

「あ。すまん、本音が……」

「やっぱり単純にこき使える人手が欲しいだけだろ！　決めた、絶対卒業するまでの四年間で自分を守れるだけ強くなって、さっさとウェスペルを出ていってやる!!」

　怒ど鳴なるリカードをわずかに驚いたように見返してから、アルヴィンは口元に挑ちよう戦せん的てきな微び笑しようをのぞかせた。

「……そうか。それは楽しみだ」

　リカードが思わず目を奪うばわれるほど、それは鮮あざやかな微笑だった。

「だが、あの程度の腕うでではまだまだ目標は遠そうだな。口ばかり達者でも実力が伴ともなわなければ意味がないぞ」

「わ、わかってるさ、そんなこと！」

　顔を赤くして言い返しながら、リカードはアルヴィンに向かって一歩踏ふみ出す。

　人間と吸血鬼の共存──その夢を実現させようとしているアルヴィンに比べれば、まだ近い目標であるはずだった。

　自分が持つという真祖の血。それが吸きゆう血けつ鬼きにとってどれだけ魅力を持つものなのか、今回の件でリカードは思い知らされた。どうして自分が、と思う気持ちも否定できない。だが生まれ持った血を恨うらんだところで仕方がないこともわかっていた。

　真祖の血を持つという現実を認めた上で、できることを少しずつやっていくしかない。

（俺の目標は変わらないんだ……吸血鬼に殺される人間を一人でも助けたい。だから退治師ハンターを目指す。身の安全を考えるなら吸血鬼に関かかわらずに生きていくのが一番だろうけど、俺は俺の夢に背を向けたくはない）

　リカードが退治師になることに父親が難色を示していたのは、極力吸血鬼と関わりを持たせたくなかったためだろう。吸血鬼がリカードの血の持つ力に気づけば、必ず狙われ──人間としての生も脅おびやかされることになる。

（でも、それはどんな生き方をしていたって同じだ。自分の血からはどんなに逃にげようとしたって逃げられない）

　それなら、逃げるのではなく正面から立ち向かっていきたいと思った。

　同時にアルヴィンの語る夢に、わずかなりと協力できないかという気持ちもあった。

　自分の身を守るため、吸血鬼に襲おそわれる人間を助けるため、できるのは吸血鬼を撃げき退たいすることだけという現状を変えられるのなら。

　人間と吸血鬼が共存する未来に退治師ハンターは不要だったが、不要とされることこそがリカードの理想だった。

（まだ、こいつには絶対に言えないけれど……）

　淡あわい決心と複雑な気持ちを瞳の奥底に閉じこめて、リカードはアルヴィンの顔からわずかに視線を逸そらしたまま歩いていった。







「……なるほど。強きよう硬こう派は連中の暴走ってわけか」

　手のひらの上でナイフを弄もてあそびながら、オスタリオは苦く笑しよう混じりの声を吐き出した。

　礼拝堂の中に人ひと気けはなく、高窓から差し込む日差しが床ゆかを白く染めている。本来あるはずのベンチが運び出された室内は、必要以上に広くがらんとして見えた。

　ステンドグラスの光に彩いろどられる祭さい壇だんの上にも、不自然な空間が広がっている。

「やれやれ、おかげですっかり開店休業状態だぜ。吸血鬼をぶつけてくるならくるで、せめて暴れる場所にはもうちょっと気を遣つかってもらいたいもんだ」

　結局片づけはこっち任せだし、と軽く首を回しながらオスタリオは愚ぐ痴ち混じりに呟く。

　だが動きを止めて頭上を見上げた緑の瞳には、普ふ段だん見せている軽けい妙みような笑みはかけらも残っていなかった。

「にしても、思いもかけない情報が飛び出してきたな──突つついた藪やぶには、とんでもない大物が潜ひそんでいたってわけか。まさか……真祖の血なんてものが出てくるとは」

　ふっと息を吐はき出すように笑って、オスタリオは手の中のナイフをくるりと回す。

　逆の手に現れた細い鞘さやの中に、銀の刃は先さきは澄すんだ音をたてて収まった。

　簡単な装そう飾しよくの施ほどこされた両りよう刃ばのナイフは、新月の森ノワルナでリカードをハイデの手から救ったものと寸すん分ぶん違たがわぬ形をしていた。







　あとがき







　初めまして、もしくはお久しぶりです。岩城広海です。

　ありがたくも新シリーズを始めさせていただきました！　投とう稿こう作品を考えるのとはまた違ちがった形で試行錯さく誤ごを重ねましたが、なんとか皆みなさんのお手元に届けることができてほっと一安心といったところです。

　吸きゆう血けつ鬼きものという先行イメージの強いジャンルで、どこまで独自色を出すことができるかわかりませんが、ちょっとでも楽しんでいただけるように頑がん張ばりたいと思います。




　シリーズを始めるにあたって色々と資料を読んでみたりもしましたが、吸血鬼の伝説ってのは世界各地にあるものなんですねぇ……血を失うことが命の危機に直結する時代、血を吸う怪かい物ぶつというイメージは人類に共通するわかりやすい恐きよう怖ふの象しよう徴ちようだったのかな、などと素しろ人うと考えで思ったり。

　なにかと弱点だらけの吸血鬼ですが、伝説が増えるに従って（キリスト教の影えい響きようなどもあって）弱点の数も増えていく傾けい向こうにあったみたいです。闇やみの中に潜ひそむ怪物に怯おびえないですむように、「吸血鬼はこういうものが苦手なはずだ！」と弱点を考えていったのだとしたらちょっと面おも白しろいかも……それにしても伝説と弱点（もしくは回かい避ひ方法）がセットにで語られるって、一昔前の都市伝説と共通するものを感じるのは私だけでしょうか。




　さて、あまり作品の中身とは関係ない無む駄だ話はともかく、関係者の皆みな様さまにお礼を。

　イラストの伊藤明あき十と様。設定が二転三転して頭の中が混乱の大坩堝るつぼと化す中、いち早く送っていただいたラフ画がイメージの指針となりました。本当にありがとうございます！　そしてイラストをつけていただくと聞いた際に「なんて有名どころを！」と恐おそれおののいてしまったことは勘かん弁べんしてください。小心者なんです！

　担当様、交代早々迷めい惑わくと心配のかけ通しですみません。編集部に送ったメールのタイトルが自分で見てもひどすぎる。打たれ弱すぎるへたれな作者ですが、どうかお見捨てなきようお願いいたします。校正の皆様にも年末年始を奪うばってしまったこと、深くお詫わび申し上げます。

　では、またお目にかかれる機会があることを祈いのりつつ。





岩城　広海　












ヴァンパイア革かく命めい




闇やみの生せい徒と会かい長ちよう








岩いわ城き広ひろ海み
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